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福
島
県
浜
通
り
南
部
の
双
葉
郡
か
ら
、
い
わ
き
市
（
か
つ
て
の
石
城
郡
）
を
経
て
茨
城
県
多
賀
郡
に
い
た
る
太
平
洋
沿
岸
に
は
、
南
北
約
九

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
～
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
約
七
八
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
日
本
有
数
の
炭
田
が
あ
り
、
そ
の
一
部

は
海
底
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
常
磐
炭
田
で
あ
る
。
炭
田
内
に
は
大
小
の
断
層
が
走
っ
て
お
り
、
炭
層
の
分
布
も
一
様
で
は
な
い
。
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炭
磧
磯
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す
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一

そ
こ
で
・
こ
の
炭
田
は
さ
ら
に
双
養
田
唇
城
番
、
茨
城
炭
田
、
あ
る
い
は
双
葉
地
区
、
石
城
北
部
地
区
、
石
城
南
部
地
区
、
多
賀
地
区

な
ど
の
考
に
様
々
に
小
区
分
さ
れ
る
・
纏
炭
男
理
論
可
採
埋
蔵
炭
書
約
δ
讐
、
…
万
ト
ン
、
実
収
炭
量
つ
ま
り
現
在
の
技

術
水
準
で
も
採
掘
可
能
な
炭
量
は
約
二
肇
．
…
万
ト
ン
と
み
ら
れ
、
往
時
に
笑
少
・
・
余
の
炭
鉱
会
蒙
年
産
二
。
。
万
ト
ン
を

こ
え
る
出
監
嘉
録
し
て
き
た
・
つ
吉
、
百
5
っ
て
、
常
磐
炭
田
は
全
国
石
炭
産
業
の
お
よ
そ
一
・
讐
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
．

同
時
に
膏
磐
雷
の
他
炭
田
と
の
比
整
お
け
亙
つ
の
特
警
、
常
磐
炭
田
が
そ
の
炭
質
の
劣
位
性
（
塞
青
盛
℃
褐
炭
）
の
ゆ
え

に
も
っ
ぱ
ら
一
般
炭
（
原
食
髪
い
す
る
類
炭
）
し
か
供
給
し
え
な
か
っ
た
竃
か
か
わ
ら
ず
、
大
消
費
地
た
る
京
浜
市
場
琵
較
的
近

い
と
い
う
そ
の
立
地
上
の
利
慶
よ
っ
て
そ
の
盗
上
の
蒸
電
撃
る
関
係
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
寒
雷
の
歴
器
、

こ
の
間
の
事
情
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
・
こ
の
霧
炭
田
に
あ
っ
て
最
大
の
石
炭
企
業
の
地
位
を
占
め
禦
塞
護
株
式
会
社
で
あ
っ
た
．
そ
れ
は
㌧
級
一
二
（
明
治

一
六
）
年
聲
の
欝
炭
警
（
る
年
径
は
叢
護
株
式
会
鮭
改
組
）
と
、
天
九
五
（
明
治
二
八
）
年
設
立
の
入
山
採
炭
株
式
会

社
を
主
た
る
聾
と
し
・
第
二
姿
繁
摺
お
け
る
政
府
の
戦
時
石
蟻
産
－
炭
競
合
政
策
に
そ
っ
て
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
崔
二

月
三
百
岳
蒙
対
等
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
．
か
く
し
て
常
磐
炭
警
、
炭
質
や
炭
量
の
点
で
こ
の
炭
田
の
最
餐
鉱
区
た

る
石
城
北
部
地
区
に
拠
点
を
お
く
と
と
も
に
、
炭
量
が
比
較
的
多
く
か
つ
採
掘
条
件
に
も
嚢
れ
羨
贅
多
賀
地
区
に
亀
歩
を
覆
し
、

常
磐
炭
田
に
お
け
る
出
餐
と
炭
蕃
薯
の
畢
を
制
し
た
．
常
磐
炭
警
ま
た
、
そ
の
前
身
が
浅
野
系
（
磐
城
震
）
や
大
倉
系
（
入
山

採
炭
）
と
い
う
財
閥
系
炭
鉱
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
は
独
自
の
最
大
手
地
場
資
述
炭
鉱
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
・
常
磐
器
の
讐
組
織
は
菱
そ
図
の
ご
と
く
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
一
般
企
業
塞
け
る
本
埜
地
方
毒
（
甕
）
－
部

分
毒
（
課
Y
募
職
場
（
係
）
に
対
応
す
る
の
が
、
炭
鉱
や
鉱
山
に
お
け
る
本
社
－
鉱
業
所
－
鉱
－
坑
で
あ
る
．
た
と
え
ば
、
新
日
本
製

鉄
本
社
（
東
京
都
千
代
田
区
Y
釜
藁
鉄
所
（
岩
手
県
釜
石
市
Y
鋼
片
毒
券
譲
峯
々
に
た
い
す
る
の
が
、
．
常
磐
巖
奮
（
東
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京
都
中
央
区
）
1
磐
城
磧
業
所
（
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
）
1
西
部
磧
1
五
斜
坑
等
々
で
あ
る
。
図
に
み
る
よ
う
に
、
常
磐
炭
磧
の
場
合
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
ご
う
　
　
ゆ
も
と
　
　
い
わ
さ
ヨ

社
を
別
に
す
れ
ば
、
二
つ
の
磯
業
所
か
ら
成
っ
て
い
た
。
磐
城
醸
業
所
は
当
初
は
内
郷
、
湯
本
、
磐
崎
の
三
磧
（
こ
の
う
ち
湯
本
礪
が
旧
入
山

採
炭
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
）
か
ら
な
り
、
そ
の
後
湯
本
磧
か
ら
鹿
島
磧
（
戦
前
の
磐
城
炭
磧
小
名
浜
坑
）
が
分
立
（
一
九
五
五
”
昭
和
三
〇
年
）

し
、
さ
ら
に
、
磐
崎
磧
か
ら
新
盤
崎
磧
が
分
立
（
一
九
五
九
”
昭
和
三
四
年
）
す
る
と
と
も
に
、
内
郷
破
を
閉
鎖
し
て
湯
本
礪
に
吸
収
（
同

前
）
す
る
。
ま
た
、
こ
の
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
東
西
開
発
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
は
「
高
度
経
済
成
長
」

政
策
の
開
始
と
石
油
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
の
本
格
化
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
明
白
に
な
っ
た
石
炭
産
業
の
危
機
に
た
い
す
る
一
つ

の
具
体
的
な
対
応
策
で
あ
っ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
磐
城
磧
業
所
の
四
醸
を
国
鉄
常
磐
線
を
境
と
す
る
東
部
麟
と
西
部
膿
に
集
約
合
理
化
し
、
あ

わ
せ
て
各
礪
に
そ
れ
ぞ
れ
重
装
備
切
羽
ニ
ヵ
所
、
準
備
切
羽
（
採
炭
し
つ
つ
次
の
重
装
備
切
羽
を
準
備
し
て
い
く
切
羽
）
一
〇
ヵ
所
、
選
炭
場

一
カ
所
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
百
億
円
の
追
加
投
資
に
よ
っ
て
要
員
の
半
減
化
と
出
炭
量
の
倍
化
（
つ
ま
り
一
人
当
り
で
は
四
倍
化
）

を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
集
約
合
理
化
・
重
装
備
化
計
画
は
短
期
的
に
は
一
応
の
成
功
を
み
た
と
い
え
る
。
常
磐
炭
磧
は
ま
た
、
こ
の

「
東
西
開
発
計
画
」
の
推
進
と
並
行
し
て
、
各
種
の
関
連
部
門
を
系
列
企
業
と
し
て
独
立
さ
せ
（
常
磐
開
発
、
常
磐
製
作
所
な
ど
三
〇
余
企

業
）
つ
つ
、
経
営
体
質
の
改
善
と
余
剰
人
員
の
吸
収
を
は
か
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
米
新
安
保
体
制
の
も
と
で
、
石
炭
産
業
の
危
機
は
い
よ
い
よ
全
面
化
し
、
そ
れ
は
中
小
炭
鉱
の
淘
汰
に
と
ど
ま
ら
ず
、
閉
山
．

　
「
合
理
化
」
の
危
機
は
大
手
炭
鉱
に
も
お
よ
ん
だ
。
そ
し
て
、
独
占
資
本
系
の
大
手
炭
鉱
が
政
府
の
閉
山
交
付
金
（
い
わ
ゆ
る
葬
式
代
）
と
引

替
え
に
次
々
と
全
面
撤
退
を
つ
づ
け
る
と
い
う
全
国
情
況
の
な
か
で
、
地
場
資
本
大
手
炭
鉱
と
し
て
の
常
繋
炭
磧
は
、
常
磐
炭
硬
グ
ル
ー
プ
と

し
て
、
系
列
・
関
連
企
業
と
と
も
に
地
元
に
存
続
・
再
生
す
る
道
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
東
西
開
発
計
画
」
・
（
集
約
合
理
化
・
重
装
備
化
）
の
一
応
の
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
磐
城
磧
業
所
が
全
面
閉
山
の
危
機
に

お
い
込
ま
れ
た
直
接
の
契
機
は
、
東
部
磯
（
旧
鹿
島
磧
）
に
お
け
る
含
サ
ル
フ
ァ
ー
（
硫
黄
）
炭
の
公
害
発
生
問
題
に
よ
る
市
場
喪
失
と
、
西



部
磯
に
お
け
る
重
装
備
採
炭
の
も
と
で
の
採
炭
条
件
の
悪
化
（
軟
弱
な
坑
内
地
盤
、
無
炭
地
区
へ
の
突
入
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
常
磐
炭
磧

は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
五
月
二
五
日
に
そ
の
一
子
会
社
と
し
て
新
常
磐
炭
礪
株
式
会
社
を
設
立
し
て
採
炭
部
門
を
こ
れ
に
移
す
と
と

も
に
、
同
年
七
月
一
日
に
は
本
社
自
体
を
常
磐
興
産
株
式
会
社
に
社
名
変
更
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
新
常
磐
炭
磧
の
社
名
も
ま
た
常
磐
炭
磧

株
式
会
社
（
も
ち
ろ
ん
子
会
社
の
ま
ま
で
）
に
復
し
た
。
つ
ま
り
、
閉
山
へ
の
伏
線
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
す
で
に
敷
か
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
年
初
の
閉
山
提
案
に
そ
っ
て
、
四
月
二
九
日
の
閉
山
（
い
わ
ゆ
る
大
閉
山
）
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
急
激
な
全
面
閉
仙
に
よ
る
諸
影
響
と
り
わ
け
失
業
問
題
激
発
の
現
実
的
可
能
性
は
、
中
高
年
者
を
多
く
か
か
え
る
労
働
組
合
か

ら
の
抵
抗
を
避
け
え
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
閉
山
に
さ
き
だ
つ
三
月
九
日
に
は
常
磐
西
部
炭
礪
株
式
会
社
（
第
二
会
社
）
が
設
立
さ
れ
、

閉
山
す
る
西
部
破
を
引
継
い
で
残
炭
掘
り
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
の
茨
城
磯
業
所
は
、
常
磐
炭
磯
設
立
ニ
カ
月
後
の
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
五
月
一
一
二
日
に
、
神
ノ
山
炭
磯
株
式
会
社
（
浅
野
目
磐

　
　
　
　
　
　
な
か
ご
う

減
炭
磧
系
）
と
中
郷
無
煙
炭
礪
株
式
会
社
（
大
倉
n
入
山
採
炭
系
）
を
吸
収
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
良
質
の
無

煙
褐
炭
を
産
し
、
煖
房
用
や
船
舶
燃
料
用
に
需
要
さ
れ
た
。
し
か
し
、
神
の
山
磧
は
す
で
に
炭
層
が
涸
渇
し
て
、
大
閉
山
と
同
じ
七
一
（
昭
四

六
）
年
二
月
二
九
日
を
も
っ
て
計
画
閉
山
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
一
方
の
中
郷
蹟
は
、
採
掘
条
件
も
よ
く
、
新
坑
開
発
も
順
調
で
あ
り
、
な

お
相
当
期
間
に
わ
た
る
稼
行
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
閉
山
直
後
の
八
月
に
異
常
出
水
に
よ
る
坑
内
水
没
事
故
が
発
生
し
、
八
月
三

一
日
に
は
突
然
の
閉
山
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
常
磐
炭
磧
は
、
磐
城
磯
業
所
を
閉
山
（
そ
の
一
部
は
第
二
会
社
化
し
て
存
続
し
た
が
）
し
、
ひ

き
つ
づ
い
て
茨
城
磧
業
所
の
全
面
閉
山
を
近
々
の
う
ち
に
予
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
か
ら
の
莫
大
な
石
炭
危
機
対
策
資
金
を

受
入
れ
て
い
る
以
上
、
常
磐
炭
磧
と
し
て
は
そ
の
見
返
り
条
件
と
し
て
の
採
炭
稼
行
を
な
お
し
ば
ら
く
は
停
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
常
磐
炭
磧
は
、
一
旦
は
第
二
会
社
化
し
た
旧
西
部
磧
（
常
磐
西
部
炭
磧
）
を
、
同
年
一
一
月
一
日
に
再
吸
収
し
て
、
こ
れ
を
西
部

破
業
所
と
し
た
。
し
か
し
、
残
炭
掘
り
の
将
来
性
は
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
ま
た
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
九
月
一
日
に
は
閉
山
（
い
わ

　
　
　
一
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磐
炭
磧
磯
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ゆ
る
小
閉
山
）
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
福
島
県
に
お
け
る
石
炭
採
掘
の
歴
史
は
こ
れ
を
も
っ
て
終
息
し
、
常
磐
炭
麟
と
し
て
は
、
そ
の
経
営
政

策
上
の
必
要
か
ら
、
中
郷
磧
水
没
後
に
新
た
に
開
始
し
た
露
天
掘
り
を
つ
づ
け
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
常
磐
炭
田
に
稼
行
ず
る
最
後
の

炭
鉱
で
も
あ
り
、
そ
の
石
炭
の
納
入
先
は
、
常
磐
炭
磧
が
最
大
株
主
（
他
に
は
電
力
会
社
や
炭
鉱
会
社
が
共
同
出
資
）
と
な
っ
て
一
九
五
五

（
昭
和
三
〇
）
年
に
設
立
し
た
常
磐
共
同
火
力
株
式
会
社
の
勿
来
発
電
所
で
あ
る
。

　
そ
し
て
今
日
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
か
つ
て
の
常
磐
炭
礪
は
常
磐
興
産
と
な
り
、
そ
れ
は
一
方
で
は
常
磐
興
産
グ
ル
ー
プ
の
親
会
社
と
し

て
系
列
・
関
連
会
社
を
統
轄
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
は
そ
の
豊
富
な
坑
内
温
泉
水
（
そ
れ
は
か
っ
て
採
炭
作
業
を
困
難
か
つ
高
価
に
し
て
き
た

最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
）
を
利
用
し
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
（
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
の
経
営
な
ど
に
新
し
い
活
路
を
見
出
し
て
い
る
。

こ
の
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
■
・
セ
ン
タ
ー
は
、
も
と
も
と
は
常
磐
炭
磧
グ
ル
ー
プ
の
一
系
列
子
会
社
と
し
て
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
設
立
さ

れ
た
常
磐
湯
本
温
泉
観
光
株
式
会
社
が
六
六
（
昭
四
一
）
年
一
月
に
開
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
常
磐
炭
磧
が
常
磐
興
産
に
社
名
変
更
し
た
際

に
、
親
会
社
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
主
要
な
収
益
源
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
常
磐
炭
磧
の
常
磐
興
産
へ
の
変
身
は
、
炭
鉱
会
社
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
観

光
会
社
へ
の
変
身
で
あ
り
、
脱
石
炭
の
一
つ
の
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
磧
員
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
さ
て
、
以
上
で
み
て
き
た
ご
と
き
常
磐
炭
磧
に
お
い
て
、
最
盛
時
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
数
え
た
炭
坑
夫
の
把
握
方
法
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が

「
磧
員
カ
ー
ド
」
で
あ
る
。
磧
員
カ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
磧
員
に
つ
い
て
、
氏
名
、
生
年
月
日
は
も
と
よ
り
、
本
籍
地
、
現
住
所
、
学
歴
、

職
歴
、
紹
介
者
、
保
証
人
、
採
用
時
の
家
庭
状
況
や
健
康
状
態
、
採
用
後
の
履
歴
（
所
属
．
職
名
．
賃
金
）
、
退
職
理
由
な
ど
を
逐
一
記
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
常
磐
炭
磧
破
員
の
あ
れ
こ
れ
の
特
徴
を
析
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
の
「
磧
員
」
と
は
常
磐
炭
磧
に
働
く
炭
坑
夫
と
い
う
限
定
さ
れ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
。



　
こ
の
磧
員
カ
ー
ド
は
、
い
わ
ゆ
る
大
閉
山
の
後
に
福
島
大
学
経
済
学
部
が
常
磐
炭
礪
か
ら
譲
り
受
け
つ
つ
あ
る
尨
大
な
文
書
資
料
（
常
磐
炭

磧
資
料
）
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
総
量
は
約
一
万
枚
に
お
よ
び
、
時
期
的
に
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
～
七
一
（
同
四
六
）

年
に
退
職
し
た
者
を
対
象
と
し
、
ま
た
、
そ
の
出
所
に
み
る
か
ぎ
り
で
は
主
と
し
て
鹿
島
磧
お
よ
び
内
郷
磧
関
係
分
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
づ

て
、
か
り
に
磧
員
カ
ー
ド
の
集
積
度
が
完
全
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
磯
員
に
し
め
る
そ
の
割
合
は
せ
い
ぜ
い
数
分
の
一
程
度
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
八
月
一
二
日
の
磐
城
磧
業
所
事
務
所
の
全
焼
火
災
（
磯
業
所
本
部
と
湯
本
磧
関
係
の
礪
員
カ
ー
ド
を
焼

失
）
に
よ
る
磯
員
カ
ー
ド
の
再
発
行
が
実
際
上
当
然
に
も
現
役
磧
員
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
資
料
集
積
上
の
様
々
な
問
題
が
存
在
す

る
。
と
は
い
え
、
一
万
枚
と
い
う
数
字
は
、
何
が
し
か
の
傾
向
的
特
徴
を
引
出
す
に
は
一
応
可
能
な
数
量
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
一
万
枚
の
磧
員
カ
ー
ド
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
う
る
。
第
一
は
本
礪
員
で
あ
り
、
お
よ
そ
六
五
〇
〇
枚
を
数

え
た
。
た
だ
し
、
こ
の
本
破
員
は
さ
ら
に
、
①
最
初
か
ら
本
畷
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
（
約
三
九
〇
〇
枚
）
、
②
社
内
訓
練
施
設
た
る
中
堅

磧
員
習
技
所
な
い
し
は
平
工
業
高
校
委
託
生
を
経
由
し
つ
つ
本
磧
員
と
な
っ
た
者
（
約
一
三
〇
〇
枚
）
、
③
臨
時
磯
員
か
ら
登
用
さ
れ
た
者

（
約
二
二
〇
〇
枚
）
に
再
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
は
臨
時
磧
員
（
季
節
磯
員
な
い
し
短
期
磧
員
）
と
し
て
採
用
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
と

し
て
退
職
し
た
者
で
あ
り
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
一
九
〇
σ
枚
で
あ
る
。
第
三
は
、
看
護
婦
、
炊
婦
、
電
話
交
換
手
な
ど
炭
鉱
に
お
け
る
種
々
の

補
助
的
部
門
に
働
く
日
払
夫
等
々
で
あ
り
、
お
よ
そ
七
〇
〇
枚
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
は
、
下
請
作
業
に
働
く
い
わ
ゆ
る
組
夫
（
組
親
方
を
通

じ
た
間
接
雇
用
者
）
で
あ
り
、
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
枚
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
の
全
て
に
、
さ
き
に
列
挙
し
た
事
項
が
全
て
十
全

に
記
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
習
妓
生
出
身
者
の
う
ち
の
約
三
〇
〇
枚
と
、
組
夫
の
全
て
約
一
〇
〇
〇
枚
は
デ
ー
タ
と
し

て
使
用
不
能
で
あ
り
、
ま
た
雑
多
な
職
種
や
身
分
を
ふ
く
む
日
払
夫
等
々
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
は
不
適
切
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
以
下
の
分
析
で
は
、
①
「
本
磧
員
」
　
（
臨
時
磧
員
か
ら
の
登
用
者
を
ふ
く
む
）
約
五
〇
〇
〇
枚
、
②
「
習
校
生
出
身
者
」
約
一
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○
○
○
枚
、
③
「
臨
時
磧
員
」
約
二
〇
〇
〇
枚
、
と
い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
う
し
た
分
類
基
準

の
理
由
は
、
以
下
の
各
節
で
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
す
る
。
　
　
．

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
磯
員
カ
ー
ド
の
整
理
・
分
析
は
、
結
果
的
に
は
数
年
に
及
ぶ
作
業
と
な
っ
た
。
ま
ず
磯
員
カ
ー
ド
を
さ
き
の
区
分
に
従
っ

て
分
類
レ
、
さ
ら
に
採
用
年
月
日
順
に
配
列
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
諸
デ
ー
タ
を
数
字
化
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
一
枚

一
行
（
約
六
〇
桁
）
の
デ
ー
タ
・
シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
こ
の
過
程
で
は
相
当
数
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
（
主
と
し
て
学
生
）
を
動
員
し
た
。
一
応

完
成
し
た
デ
ー
タ
は
福
島
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
打
込
ま
れ
、
各
種
の
集
計
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
大
学

の
移
転
統
合
期
と
重
な
っ
て
、
こ
の
文
明
の
利
器
の
利
用
は
未
完
成
の
ま
ま
で
終
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
新
団
地
に
お
け
る
新
機
種
の
採
用

は
・
旧
来
の
デ
ー
タ
（
テ
ー
プ
）
の
継
続
利
用
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
間
に
え
ら
れ
た
集
計
結
果
は
、
礪
員
カ
ー
ド

の
お
よ
そ
の
内
容
把
握
を
可
能
に
し
、
す
で
に
示
し
た
三
分
類
に
よ
る
分
析
に
一
応
の
見
通
し
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、

い
ま
だ
集
計
未
了
の
デ
ー
タ
を
残
し
て
い
た
こ
と
（
た
と
え
ば
職
業
経
験
の
集
計
な
ど
）
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
、
、
、
ス
に
よ
っ
て
無
意
味
な
集
計
が

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
（
た
と
え
ば
退
職
理
由
を
退
職
年
次
に
よ
ら
ず
に
採
用
年
次
に
よ
っ
て
集
計
し
て
い
る
な
ど
）
、
集
計
結
果
か
ら
み
て

区
分
の
基
準
を
変
更
す
べ
き
も
の
が
出
て
き
た
こ
と
（
た
と
え
ば
五
年
ご
と
の
集
計
を
各
年
集
計
に
す
る
と
か
、
さ
ら
に
月
別
集
計
に
す
る
と

か
）
、
な
ど
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
学
生
ア
ル
バ
イ
タ
ー
で
は
避
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
学
歴
の
読
み
違
え
（
た
と
え

ば
「
高
卒
」
は
必
ず
し
も
新
制
高
校
卒
で
は
な
い
と
か
）
や
坑
夫
歴
に
か
か
わ
る
炭
鉱
名
の
所
在
地
区
分
（
常
磐
炭
磯
、
常
磐
炭
田
、
そ
の
他

の
い
ず
れ
に
分
類
す
べ
き
か
）
の
誤
り
な
ど
も
看
過
し
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
自
身
に
よ
る
デ
ー
タ
の
集
計
．
再
集
計
が

（
も
っ
と
も
原
始
的
な
手
作
業
に
よ
っ
て
）
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
は
結
果
と
し
て
さ
ら
に
デ
ー
タ
全
体
の
ほ
ぼ
全
面
的
な
再
点
検

・
再
検
討
の
機
会
と
な
り
、
単
純
ミ
ス
の
訂
正
は
も
と
よ
り
、
こ
の
間
の
知
識
の
豊
富
化
に
よ
る
デ
ー
タ
の
一
層
の
正
確
化
．
補
正
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
一
旦
で
き
上
っ
て
い
た
集
計
表
も
ふ
く
め
て
、
そ
の
度
に
大
巾
・
小
巾
の
修
正
．
組
替
え
が
行
な
わ
れ
、
当
初
コ
ン
ビ
ュ
ー



タ
ー
が
は
じ
き
出
し
た
数
値
と
は
多
か
れ
少
な
か
れ
違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
煩
瑣
き
わ
ま
る
再
整
理
の
た
め
に
新
た
に
費
し
た
数
カ
月

の
時
間
と
労
力
が
、
集
計
表
の
精
度
を
納
得
し
う
る
水
準
に
ま
で
高
め
え
た
と
と
も
に
、
集
計
結
果
の
背
後
に
展
開
し
た
歴
史
的
諸
事
実
を
つ

き
と
め
る
こ
と
を
も
一
層
可
能
に
し
た
と
い
う
意
味
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
の
未
完
成
は
ま
さ
に
怪
我
の
功
名
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
以
上
の
点
は
い
さ
さ
か
余
談
に
す
ぎ
る
が
、
一
言
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
以
下
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
常
磐
研
究
会
の
名
前
で
『
東
北
経
済
』
に
掲
載
し
て
き
た
「
常
磐
炭
礪
株
式
会
社
・
同
労
働
組
合
資

料
」
の
ほ
か
、
若
干
の
刊
行
文
献
の
み
を
利
用
し
、
か
の
尨
大
な
常
磐
炭
磧
資
料
、
と
り
わ
け
本
稿
に
関
連
す
る
採
解
簿
、
在
籍
日
報
、
習
妓

生
関
係
綴
、
平
工
委
託
生
関
係
綴
な
ど
の
労
務
関
係
資
料
は
一
切
利
用
し
（
え
）
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
直
接
の
分
析
対
象
た
る
磧
員

カ
ー
ド
の
集
積
度
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
デ
ー
タ
の
示
す
意
味
内
容
を
一
層
豊
富
に
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
手
だ
て
と
な
る
は
ず
の
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
大
学
の
移
転
統
合
に
か
か
わ
る
常
磐
炭
礪
資
料
の
「
貸
出
し
停
止
」
措
置
に
よ
っ
て
、
体
系
的
な
閲
覧
利
用
が
で
き
な

い
現
状
に
あ
り
、
こ
れ
が
本
資
料
を
利
用
し
（
え
）
な
か
っ
た
直
接
の
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
余
談
に
な
る
が
、
二
言
し
て
お
き
た
い
。

三
　
本
蹟
員

　
こ
こ
で
い
う
「
本
磯
貝
」
と
は
炭
坑
夫
の
う
ち
の
い
わ
ゆ
る
常
用
労
務
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
の
習
技
生
出
身
者
は
次
節
で
別
途

検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
は
ふ
く
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
本
磧
員
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
女
子
磧
員
（
約
一
五
〇
人
）
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な

要
素
が
多
い
た
め
に
、
デ
ー
タ
か
ら
は
除
外
し
た
。
さ
ら
に
、
本
磧
員
に
は
、
臨
時
磧
員
か
ら
登
用
さ
れ
た
者
を
ふ
く
め
た
が
、
本
磧
員
へ
の

登
用
時
点
で
デ
ー
タ
（
「
採
用
後
の
履
歴
」
）
が
途
絶
え
て
い
る
者
（
一
八
六
人
）
に
つ
い
て
は
、
　
「
臨
時
礁
員
」
の
項
（
次
々
節
）
で
扱
う
こ

と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
こ
で
取
扱
う
人
数
は
合
計
五
〇
二
九
人
（
う
ち
臨
時
礪
員
か
ら
の
繰
入
れ
分
一
一
一
六
人
）
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
臨
時
膿
員
経
由
の
本
磧
員
を
別
置
し
て
そ
の
特
徴
を
さ
ぐ
り
、
そ
れ
を
純
粋
な
本
膿
員
あ
る
い
は
純
粋
な
臨
時
磧
員
と
比
較
す
る

　
　
　
1
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磐
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磯
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一
常
磐
炭
硝
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

こ
と
は
、
一
般
的
に
は
可
能
で
あ
り
、
意
義
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
デ
ー
タ
自
体
の
よ
り
一
層
の
正
確
さ
と
煩
雑
な

集
計
作
業
と
が
ま
ず
必
要
な
だ
け
で
は
な
く
、
同
一
グ
ル
ー
プ
を
再
区
分
し
す
ぎ
る
こ
と
の
問
題
も
で
て
く
る
、
す
な
わ
ち
、
第
1
表
最
右
欄

で
み
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
以
降
に
採
用
さ
れ
た
本
磧
員
の
う
ち
の
実
に
約
七
〇
％
が
臨
時
磧
員
経
由
者
で
あ
る
（
五
〇
年

代
で
約
七
五
％
、
六
〇
年
代
で
約
五
〇
％
）
。
ま
た
、
こ
の
繰
入
れ
割
合
の
低
い
六
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け
そ
の
後
半
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
「
臨
時
磧
員
」
に
留
め
置
い
た
臨
時
磧
員
経
由
本
礪
員
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
時
磧
員
経
由
者
の
割
合
が
過
小
に
示
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
割
合
は
全
体
と
し
て
実
際
に
は
よ
り
高
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
し
も
こ
の
臨
時
磧
員
経
由
本
磧
員
を

別
置
し
て
、
こ
れ
を
純
粋
な
本
磧
員
と
比
較
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
実
際
上
は
五
〇
年
以
前
入
職
者
中
心
の
本
磧
員
と
五
〇
年
以
降
入
職
砂

臨
時
磧
員
経
由
本
磧
員
の
比
較
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
そ
う
し
た
比
較
は
時
代
情
況
を
同
じ
く
す
る
諸
集
団
の
比
較
に
は
な
ら
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
。
臨
時
磯
員
経
由
本
磧
員
を
別
置
し
な
か
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
な
お
本
節
で
は
と
り
わ
け
入
職
年
次
が
半
世
紀
以
上
に
も
及
ぶ
た
め
、
集
計
作
表
に
あ
た
っ
て
は
、
実
数
集
計
を
A
表
に
ま
と
め
、
総
括
集

計
を
B
表
に
ま
と
め
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
第
1
表
は
本
磧
員
の
年
次
別
．
月
別
採
用
者
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
年
次
別
集
計
に
よ
る
採
用
動
向
だ
け
で
は
な
く
、
採
用
の
季

節
性
を
も
検
討
す
べ
く
月
別
集
計
を
行
な
っ
た
。
た
だ
し
、
臨
時
膿
員
経
由
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
切
替
え
爵
点
が
不
明
確
な
場
合
も
あ
っ
た

の
で
、
臨
時
磧
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
時
点
を
採
用
年
月
と
し
て
扱
っ
た
。
し
か
し
、
臨
時
磧
員
採
用
か
ら
本
破
員
登
用
ま
で
の
期
間
が
比
較

的
短
か
く
（
あ
ら
ゆ
る
例
外
は
あ
る
が
、
五
〇
年
代
で
三
、
六
、
な
い
し
せ
い
ぜ
い
一
二
カ
月
で
あ
り
、
六
〇
年
代
に
は
や
や
長
期
間
に
な

る
）
、
ま
た
、
本
磯
員
登
用
後
に
こ
の
臨
時
磧
員
期
間
の
一
部
（
三
な
い
し
六
カ
月
）
が
勤
続
年
数
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
臨
時
磧
員
採
用
時
点
を
も
っ
て
本
磧
員
の
採
用
時
点
と
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
と
も
あ
れ
、
五
、
六
〇
年
代
を

通
じ
て
、
臨
時
磧
員
が
本
磧
員
の
た
め
の
最
大
の
供
給
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。



第1表似）本磧員の年次別・月別採用者数

1
常
磐
炭
蕨
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
一

　　採用月

ﾌ用年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

翻経由者

1916～20 1 1 2 （内数）

1921～25 1 1 5 4 11

1926～30 3 3 5 5 1 4 3 24

1931～35 3 4 10 12 9 6 4 4 13 11 6 5 87

r”　　■－’一
■　｝　一　一

1936 3 3 3 4 4 1 3 6 4 8 5 44
1937 3 7 13 8 7 11 5 4 7 9 3 77

1938 6 6 11 12 6 3 4 5 8 11 4 6 82

1939 11 9 7 16 10 5 4 5 7 7 1 4 86
1940 5 5 5 24 8 7 7 11 9 5 1 5 92

1一一

@　1941 8 5 9
丁店1”

6 6 4 6 4 6 5 3 77

1942 9 6 5 29 8 4 6 5 2 2 1 8 85

1943 7 5 9 31 5 9 4 4 4 9 5 6 98
1944 10 5 23 10 3 2 6 2 7 6 2 4 80
1945 3 2 32 41 5 3 2 3 31 34 61 149 鰯
1946 97 82 86 150 76 59 81 53 42 32 39 62

陶
1947 46 61 44 117 85 65 69 60 60 57 46 39 749

1948 35 29 46 67 26 36 31 30 32 17 19 28 396

1949 19 29 14 16 14 12 1 1 106

1950 1　　9　　1 3 471　12 14 87 （50）

1951
1952
1953
1954
1955

1956
1957
1958
1959
1960

1961
1962

4
0
7

　
2
1

‡　
　
　
2
0
3

ワ
』
0

　
1

5
0
6

　
4

30
R0
U

2
一
5
1

2　　20　　44　　68　　33　　　18

40　　41　　15　　　11　　22　　　8

3　　3　　2　　2
　1

0
8
1
2

1 1
4
一
b
1
2

　
1

　　　　　　　　一1・

2。、娼ll
　7

　　　　1’21

　　　　　　　　一†一

　
2

2
4

1
5

1
4

　
3

2

3
一
2
1

－
つ
06
1

4
4
1
q
∠1

72　　25

16：　11
　1

　　　50

11’
P”愛1■

ll8

31

ぎ1■

、乙1 6
3

16　368　（296）
26　　　263　　（193）

　　　　34　（12）

　　　　　1

　　　　50　（49）

22－　　106　　（104）

12　　　151　　（113）

　　　　33　（20）

　　　　　7（1）

．1．18

・一 ﾎて’而

　　　　41　（13）

1963 2 2 1 8 1 11 ％ 5 18111 20 102 （22）

1964 18 13 11 16 11 7 4 4 7 12　　4 1 108 （68）

1965 15 6 3 6 5 6 9 8 8 7　　6 6 85 （48）

1966 7 12 13 7 6 7 3
1『『

Q1　3 1 61 （18）

1967
P968
P969

3
5
3

6
2

8
1

4
2

6
2

15

@1
7
9
5

4
6

2
3

　　　　3
R1　3　18　　3 3

1
2

16
U6
R8

（4）

i35）
i22）

1970 15 19 6 1 2 1 1 2 2 49 （38）

1971 1

1■・■　・卜　　　　1

1

計 410 娚 427 698 413 373 371 謝 346 430　391 姻 5，029 （1，116）



第1表（B）本磧員の年次別・月別採用者数（総括表）

1
常
磐
炭
確
確
員
に
関
す
る
一
覚
書
下

醐員
経由者

（内数）

11112計
一一一 齒`一　一一

　13i　5　124　　　「

10・514・0100・0

　23！23　381
　6．01　6．0　100．0

　74r170　706
10．5124．1100．0

　117　　143　2．197

　5．3　　6．5　100．0

1111』鰹騰■■■■1■一㌍

617　8
1斎語
261　27　29

6．8　　7．1　　7．6

24　22　20
3．4　　3．1　　2．8

172　　182：　146

7、8i8、3…6．6

　－1……・・1一…

「9110　　　　　1

歩調一焉

D：15．3112．1

91　34「　34
6…8・9！8・9

D－48i57
3　6．81　8．1

6　　134…　153

3i6・1i7・O
　　　　　I
・トー・・『一十一『『T

31　74［　89
111・・3卜12・4

2111i20
）！3・516・3

3121！47
315、8113．1
　1　　　「

11　51　15
312．2卜6．5

2131415星斗
4　13：17　15

3，2　10．5：13．7　12．1

23　33168　36
　　　　　ド6．0　8．7…17．8　9．4
器i

　　　　　ラ　　　78－　126　　　27

3・311・0！17813・8

201　　191！3591202
　　　　　1
9．1　8．7116．3i　g．2
　一上■一■『『一1一一■一一一一一一■■■一

6
8
2
5
6
3
7
2
俳
〇
一

　
4
　
　
鳳
　
　
a
1
9

1916～35

1936～40

1941～45

1946～50

1951～茄141　　　　　　　1　　　　　　　15．7

P9駈～60「器　　　　　　　I　　　　　　　I7、31961～65　47

P966～71

13．1

@34
P4．7

　　51

V．1

@　68

Q1．6

@　27

V．5

@　39

P6．9

　46
U．4

@21
U．7

@　17

S．7

@28
P2．1

64

W．9

Q3

V．3

Q8

V．8

P3

T．6

61…

W．51

Q7！

W．6

R0
W・41151

U．5

　81：55
P1．3…7．7

@18：29
T，719．2

Q
0
1
％
5
，
6
1
7
．
2
　
2
5
1
2
5
1
0
．
8
1
1
0
．
8
　
　
　
i

11

S．8

　261　74［　89
R
1
1
1
0
1
1
1
1
場
L
6
！
3
・
5
1
6
・
3
3
8
1
2
1
！
4
7
1
0
，
6
1
5
、
8
1
1
3
．
1
　
　
　
　
　
2
．
2

　「

T1　15
@　6．5

　　　ト@86
P2．0

@36
PL41
@301

W．4

@12
T．2

　42
T．9

@34：

P0．8

Q8

V．8

@　9
R．9

　716
P00．0

@315
P00．0

@359
P00．0

@231
P00．0

（550）

i76．8）

i238）
i75．6）

i161）

i448）
i117）
i54．9）

計 410

W．2

436

W．7

427

W．5

698

P3．9

413

W．2

　　　［
R73i371　　　－

V，4　7．4

捌
5
．
6

346

U．9

430

W．6

391

V．8

454
X．

5，029

P00．0

（1，116）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

　
そ
の
う
え
で
、
本
表
を
年
次
的
に
み
る
と
、
第
一
の
ヤ
マ
が
四

五
（
昭
二
〇
）
年
の
敗
戦
直
後
か
ら
の
数
年
間
に
み
ら
れ
る
。
こ

れ
は
戦
後
復
興
の
要
と
し
て
の
石
炭
増
産
が
多
分
に
人
力
動
員
に

依
存
し
て
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
〇
年

代
初
め
の
増
勢
は
朝
鮮
戦
争
期
を
示
し
、
五
〇
年
代
半
ば
す
ぎ
の

増
勢
は
「
高
度
成
長
」
の
開
始
と
神
武
景
気
を
反
映
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
同
時
に
、
六
〇
年
代
の
石
炭
危
機
の
な
か
で
も
な
お
本

磧
員
の
採
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
石
炭
危
機
の
な
か
で
、
一
方
で
の
周
辺
中
小
炭
鉱
の
閉
山
に

よ
る
磧
員
予
備
軍
の
大
量
発
生
と
、
他
方
に
お
け
る
こ
の
危
機
を

反
映
し
た
本
磯
員
自
体
の
流
出
激
化
と
に
よ
っ
て
、
は
げ
し
い
磧

員
の
入
替
え
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
月
別

の
採
用
状
況
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
四
五
年
九
月
以
降
の
増
加
と
い

う
特
殊
な
時
期
を
別
に
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
以
前
に
お
け
る
四

月
採
用
者
の
高
さ
（
新
卒
採
用
者
の
高
さ
を
反
映
す
る
）
と
、
そ

れ
以
後
の
各
月
平
均
化
傾
向
（
習
妓
生
を
別
に
す
れ
ば
四
月
新
卒

採
用
者
が
事
実
上
途
絶
）
が
う
か
が
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

本
礪
員
、
・
臨
時
磯
員
の
別
を
問
わ
ず
、
年
間
を
通
じ
て
新
規
採
用

毒



一
常
磐
炭
確
狽
員
に
関
す
る
一
覚
書
1

第2表（A）本磧員の出身地

出身地

岩手　宮城 秋田 山形
福 島

茨城
その他

計

採用年 会津 中通 浜通 計 不明

1916～20 2 2 2

1921～25 2 6 1 7 1 1 11

1926～30 5 3 1 3 11 15 1 24

1931～35
3
1
　
　
1
　
1

4 6 7 24 40 71 1 1 87
1 ■弄■・

1936 4一
1 1 1 16 20 37 1 1 44

1937 2…　　3一 6 3 3 14 37 54 4 5 77
1938 1　　711 4 1 15 45 61 5 5 82
1939

2
　
　
7
1
1 一

41 3 20 42 65 6 4 86

　　1940
秩|

@　1”41

2i　61
@’1’一

Q1@　4 I
I
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第2表㊦）本磧員の出身地（総括表）

一
常
磐
炭
硬
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
1

「
＼
出
身
地
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
援
哨
隼

宮城 秋田 山形
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5
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．
5
　
4
9
1
3
．
6
　
2
4
1
0
．
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6
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．
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．
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Q．4
P8

S．7
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T．1

V1

R．2

Q1

Q．9

P0
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P．9

@15
U・51

　　　　67

@　　9．4

@　　　30
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p
　
　
　
　
3
0
　
　
　
8
、
4
弘
　
　
2
0
　
　
　
8
．
7

　716
P00．0

@315
P00．0

@359
P00．0

@231
P00．0

1　計 98
P．9

脳
5
．
2

106

Q．1

313
U．2

160

R．2

蜥
1
9
．
6

2，372
S7．2

3，516

U9．9

181

R．6

551

P1．0

5，029

P00．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
他
の
一
般
企
業
と
は
ち
が

っ
て
、
炭
鉱
社
会
に
お
け
る
労
働
力
異
動
の
は
げ
し
さ
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

　
第
2
表
は
本
磧
員
の
出
身
地
で
あ
る
。
出
身
地
は
原
則
と
し
て
本
籍

地
を
も
っ
て
あ
て
た
が
、
学
歴
（
出
身
学
校
名
）
や
職
歴
（
職
場
名
や

職
場
所
在
地
）
か
ら
み
て
、
本
籍
地
と
出
身
地
の
間
の
違
い
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
時
期
的
に
多
少
の
変
動
は
あ
る

が
、
全
体
の
七
〇
％
が
福
島
県
出
身
者
で
あ
り
、
な
か
で
も
地
元
の
浜

通
り
が
約
五
〇
％
、
中
通
り
が
約
二
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
な
か
で
も
、
第
一
に
、
戦
後
混
乱
期
”
復
興
増
産
期
に
は
．
地
元

（
浜
通
り
）
以
外
か
ら
の
大
量
流
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
に
、
次
々
節
で
も
み
る
よ
う
に
、
五
〇
年
代
の
臨
時
磧
員
が
も
っ

ぱ
ら
地
方
農
民
に
よ
る
季
節
磯
員
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
彼
ら

の
本
磧
員
登
用
（
そ
れ
は
当
然
に
も
脱
農
・
現
地
移
住
を
と
も
な
う
）

が
地
元
出
身
者
の
比
率
増
大
を
抑
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第

三
に
、
一
方
で
の
農
村
潜
在
労
働
力
の
涸
渇
や
他
産
業
へ
の
転
向
と
、

他
方
で
の
周
辺
中
小
炭
鉱
か
ら
の
坑
夫
予
備
軍
の
大
量
排
出
と
に
よ
っ

て
、
六
〇
年
代
の
臨
時
磧
員
が
も
っ
ぱ
ら
短
期
磧
員
（
一
年
雇
用
）
に



第3表（A）本磯貝の採用時年令
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磯
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第3表⑧本磧貝の採用時年令（総括表）

1
常
磐
炭
磧
礫
員
に
関
す
る
一
覚
書
1

。森一「
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1936下40
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　　・　　　　　　　25，7　　　36　6　　　19．7－　　12．3　　　4．6：　　0．7－　　0．1　　　0．3　　100．〇一

『60P　　24143　84－41：19－3i1　　3・5…
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二恩嵯達星縫慕墾塗笠遡

1951～5

11956～60

1
11961～65

11鰯～71

！

陸r
L＿一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

な
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
六
〇
年
代
の
彼
ら
の
本
磧
員
登
用
が

今
度
は
地
元
出
身
者
の
割
合
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
な
お
、
隣
接
す
る
茨
城
県
か
ら
の
出
身
者
が
少
な
い
の
は
、

茨
城
炭
田
お
よ
び
茨
城
磧
業
所
に
よ
る
吸
収
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
そ
の
他
」
の
な
か
で
は
北
海
道
、
北
関
東
、
新
潟
、
青

森
な
ど
の
ほ
か
、
中
部
、
西
日
本
出
身
者
も
散
見
さ
れ
る
。

　
第
3
表
は
採
用
時
年
齢
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
特
徴
を
み
る
と
、

第
一
に
、
戦
時
に
お
い
て
年
少
者
の
就
業
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
結

果
、
第
二
次
大
戦
時
に
お
け
る
一
四
才
以
下
の
新
規
採
用
者
が
二

〇
％
を
こ
え
て
い
る
。
第
二
に
、
採
用
時
年
齢
の
中
心
層
が
敗
戦

ま
で
は
一
五
～
一
九
才
層
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
六
〇
年
ま
で
は

二
〇
～
二
四
才
層
に
、
六
〇
年
代
に
は
さ
ら
に
高
年
齢
層
に
移
動

し
て
い
る
。
第
三
に
、
と
く
に
六
〇
年
代
に
お
い
て
高
年
齢
採
用

が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
高
年
齢
採
用
の
背
景
に
は
、
若
年
層
の

炭
鉱
離
れ
と
と
も
に
、
閉
山
し
た
周
辺
中
小
炭
鉱
か
ら
の
流
入
増

大
が
作
用
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
炭
鉱
社
会
に
お
け
る

新
規
採
用
は
季
節
や
年
齢
を
問
わ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
他

の
一
般
企
業
と
は
大
い
に
こ
と
な
る
。
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第4表〔A）本磯貝の学歴
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第4表（B）本磧員の学歴（総括表）
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関
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覚
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第
4
表
は
本
礪
員
の
学
歴
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
採
用
時
に
お

け
る
学
歴
（
卒
業
ま
た
は
中
退
）
を
扱
い
、
採
用
後
に
卒
業
し
た

夜
間
高
校
な
ど
は
ふ
く
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
青
年
学
校
は
「
訓

練
校
」
に
ふ
く
め
た
の
で
、
こ
の
項
目
に
一
定
の
ふ
く
ら
み
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
若
干
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
第
一
に
、
旧

制
の
小
学
校
や
高
等
小
学
校
の
卒
業
者
が
戦
前
．
戦
中
に
お
い
て

圧
倒
的
で
あ
っ
た
だ
け
で
ほ
な
く
、
閉
山
に
至
る
ま
で
な
お
非
常

に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で

に
み
た
新
規
採
用
者
の
高
年
齢
化
と
照
応
す
る
。
第
二
に
、
新
制

中
学
卒
の
割
合
も
か
な
り
大
き
く
、
六
〇
年
代
後
半
に
は
か
え
っ

て
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
新
規
採
用
者
の
高
年
齢
化
に
照

応
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
校
進
学
率
の
上
昇
と
い
う
社
会
情
況
の

な
か
で
、
高
卒
労
働
市
場
が
重
化
学
工
業
に
牛
耳
ら
れ
、
　
「
斜
陽

産
業
」
化
し
た
炭
鉱
企
業
に
は
、
そ
れ
以
前
に
中
卒
労
働
市
場
を

構
成
し
た
人
た
ち
が
流
入
し
て
い
る
結
果
で
あ
ろ
テ
。
第
三
に
、

旧
制
中
学
出
身
者
が
戦
後
の
混
乱
期
に
大
量
入
職
し
、
そ
の
後
も

閉
山
に
至
る
ま
で
断
続
的
に
入
職
し
て
い
る
。
こ
れ
は
敗
戦
直
後

期
に
お
け
る
労
働
市
場
の
混
乱
を
示
す
と
と
も
に
、
戦
前
型
中
等



学
歴
者
の
戦
後
社
会
へ
の
不
適
合
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
新
制
高
校
出
身
者
の
割
合
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
校
教
育
が

一
般
化
し
た
段
階
で
す
で
に
石
炭
産
業
が
「
斜
陽
化
」
し
、
炭
鉱
企
業
が
高
卒
労
働
市
場
に
十
分
喰
い
込
め
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ

う
。
第
五
に
、
戦
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
旧
制
高
校
・
大
学
卒
な
ど
の
高
学
歴
者
が
学
歴
を
詐
称
し
て
磧
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
た
労
働
市
場
の
混
乱
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
そ
の
事
実
が
判
明
し
た
後
に
雇
員
（
職
員
）
化
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
全
般
的
な

低
学
歴
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
に
お
け
る
全
般
的
な
機
械
技
術
の
導
入
に
よ
る
採
炭
能
率
の
向
上
と
い
う
「
危
機
」
対
策
と
い
か

に
対
応
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
習
技
生
制
度
や
委
託
生
制
度
が
こ
の
点
で
い
か
ほ
ど
の
効
果
を
発
揮
し
た
か
は
、
次
節
に
か
か
わ
る
別
個
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

　
第
5
表
は
本
磧
員
の
職
歴
記
載
状
況
で
あ
る
。
第
一
に
、
職
歴
不
明
（
記
載
な
し
）
者
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
　
「
礪
員
カ
ー
ド
」
が
戦
後
の
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
入
職
者
に
と
っ
て
は
、
過
去
の
記
録
や
記
憶
が
大
い
に

あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
さ
き
の
学
歴
詐
称
を
は
じ
め
と
し
て
、
過
去
を
正
確
に
再
現
し
た
が
ら
な
い
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
全
般
的
な
低
学
歴
（
無
就
学
を
ふ
く
む
）
に
よ
る
書
類
嫌
い
と
、
雇
入
れ
側
で
の
体
力
強
壮
・
性
格
従
順
の
重
視
と

が
、
履
歴
の
相
対
的
な
軽
視
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
八
月
一
二
日
の
磐
城
磯
業
所
の

全
焼
火
災
に
際
し
て
再
発
行
さ
れ
た
膿
員
カ
ー
ド
の
場
合
、
職
歴
欄
を
空
欄
（
ま
た
は
略
記
）
に
し
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
途
中
採
用
者
の
多
さ
と
、
そ
の
間
の
記
憶
（
記
録
）
の
不
確
か
さ
、
そ
し
て
職
歴
の
非
重
要
視
が
こ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
も
炭
鉱
労
働
者
の
一
つ
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
同
様
の
理
由
か
ら
職
歴
不
完
全
記
載
者
も
ま
た
か
な
り
の
割
合

を
占
め
て
お
り
、
戦
前
．
戦
中
期
採
用
者
に
は
こ
の
区
分
が
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
、
総
平
均
で
も
全
体
の
三
分
の
一
に
達
し
て
い
る
。
第
三

に
、
し
た
が
っ
て
、
職
歴
完
全
記
載
者
が
過
半
を
占
め
る
の
は
戦
後
採
用
者
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
新
卒
採
用
者
は
事
実
上
五

〇
年
前
後
ま
で
に
限
ら
れ
、
そ
の
後
は
、
坑
内
労
働
の
就
業
最
低
年
齢
の
制
限
や
若
年
層
の
炭
鉱
離
れ
も
重
な
っ
て
、
五
〇
年
代
の
習
技
生
制
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第5表ω　本磧員の職歴記載状況

鰹
採
用
年 1

完全，不完全
なし
i新卒）

記載

ﾈし
計

1916～20 2 2

1921～25 3 4 4 11

1蜴6～30 9 10 2 3 以

1931～35 23

　44D『＿

I一■”．＿．

8 12 87

1936 10 20 6 8 44

1937 21 38 8 10 77

1938 21 29 11 21 82

1939 27 38 7 14 86

1940 22 40 11 19 92

27 10 15 η
1942 25 25 22 13 85

1943 15 50 別 9 ％
1944 17 箆 28 6 80

1945 1詑 1訂 58 32 謝
1946

　i”一…■一

噤g■…■

R74 372
・…

m■”一・

@86 27 脚
1947 512 176 邸 8 749

1948 脚 93 6 10 聞
1949 82 21 3 106

1950 43 31 8 5 柳

1951 齪 93 7 10 鎚
1％2 211 31 21 鵬
1953 20 13 1 34

1954 1 1

1955 34 13 3 50

二
〇

第5表⑧　本砺員の職歴記載状況（総括表）

　睡
ﾌ用

完全 不完全
なし

i新卒）
記載

ﾈし
計

1916～お 35 58 10 21 124

兇．2 46．8 8．1 16．9 100．0

鵬6～40 101 165 43 72 381

％．5 43．3 11．3 18．9 100．0

1941～45 21 謝
142 75 706

31．3 出．0 20．1 10．6 100．0

1946～50 1，別 棚
156 50 2，197

59．1 31．5 7．1 2．3 100．0

1951～55 5器 励
8 35 716

73．0 2【）．9 1．1 4．9 100．0

均56～60 177 127 2 9 315

56．2 40．3 0．6 2．9 100．0

1961～65 餅 148 4 籾
57．7 41．2 1．1 100．0

珀66～71 166 62 3 231

71．9 ％．8 1．3 100．0

計 2，728 1，671 361 囲
5，（｝四

54．2 33．2 7．2 5．3 100．0

5106
2151
133
　7118
　23
　412102

108

285
161
　16
　66238
　姐

　1

2
…一

l
石
9
4
1
0
一

『
1
3
銘
％
5
2
1
9
…

　　　　一r”■

1956　　　70
1957　　　74
195B　　　23
1959　1　　3
．塾即」…．マ．

m
1
3
励
5
6
桝
…

鍛
翻
螂

1
1
1
1
1

3611　励15，029

翻塁隠

度
お
よ
び
六
〇
年
代
後
半
の
平
工
委
託
生
制
度
を
別
に
す
れ
ば
、

そ
の
後
の
新
卒
一
般
採
用
は
事
実
上
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
五
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
新
卒
一
般
採

用
を
な
く
し
た
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
こ
と
の
本
質
は
む
し

ろ
、
戦
後
の
機
械
化
・
近
代
化
に
対
応
し
て
必
要
と
な
る
中
堅
労

働
力
を
こ
う
し
た
制
度
に
よ
っ
て
自
前
で
確
保
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
第
6
表
は
、
職
歴
完
全
記
載
者
の
職
業
経
験
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
も
っ
と
も
基
本
的
で
記
載
頻
度
の
高
い
職
業
を
選
び
、
ま
た
、
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第6表伍）本礁員・職歴完全記載者の職業経験

職業 （内 訳） 職　　歴
農　　民 工　　員 坑　　夫

採用年 会　　社 炭　　田 その他 完全者

1916～20
1921～25 1 3

1926～30 3 2 1 1 9

・1931～35 8 4 9 8 1 23

1936 5 2 7 5 2 10
1937 8 5 7 6 1 21
1938 8 5 10 8 2 21
1939 13 3 11 11 27

1940 6 4 13 12 1 22

1941 4 7 15 15 1 25
1942 5 6 13 13 25
1943 2 10 4 4 1 15

1944 2 10 3 2 1 17
1945 14 91 14 10 4 139

1946 119 219 96 69 17 21 374
1947 278 290 120 80 15 36 512
1948 162 151 81 64 9 13 287
1949 48 45 28 22 5 5 82
1950 9 14 33 32 1 43

1951 131 107 119 92 26 10 258
1952 93 63 95 84 14 2 211
19153 8 4 9 8 2 20
1954
1955 7 9 10 8 3 34

．」一．

1966 22 22 25 21 4 70
1957 33 24 54 44 13 3 74
1958 10 8 14 9 6 23
1959 1 3 3 2 3

1960 5 4 3 2 7

1961 1 3 7 5 5 10

1962 5 3 12 8 8 1 13
1963 9 15 61 57 4 4 64
1964 17 35 38 31 14 3 56
1965 16 38 37 32 8 2 64

1966 9 44 23 19 3 3 51

1967 1 7 6 5 1 1 14
1968 10 20 35 24 15 3 50
1969 6 13 15 10 5 2 24
1970 9 10 21 11 16 1 27

1971

計 1，082 1，299 1，053 836 204 118 2，728



第6表〔局　水蕨員・職歴完全記載者の職業経験（総括表）

一
常
磐
巌
頭
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
1

騨零1熱☆一遍鰭
1、936～4。　4・1　1gl　娼…　421　61　　　・・11
1　　　39．6　・8．8！　47．51　41．6　5．9！　　　100・O
i194、～45　27：　1241　49…　44…　2！　5　221
11946～印1誌5111…2鵠1161…0≧1…2ラ1－11161I
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！・956～6・　65　6・…　100　80　25　　5　177
　　　　　　　　　　　　36．7　33．9　b6．5…　45・2　14・1　2・8　100・0

1％1～65　48　94…　1551　133　39　10　207
　　　　　　　　　　　　23．21　45．4…　74．9－　64、3　18・8　　4・8：　100・0
1966－711 @35　94…　…一　69－　4・1　1・1　166
…　一21・1　56・6『60・21■牙1・612生11　6・Oi　loO・OI
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1㌧隅」塾墨L…・鑑lll目ll講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

不
完
全
な
記
載
の
場
合
で
も
畷
員
採
用
と
の
関
連
で
比
較
的
書

き
漏
ら
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
職
業
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
本
表

の
作
製
方
法
か
ら
す
れ
ば
、
各
項
目
が
各
々
右
端
の
「
職
歴
完

全
者
」
数
と
同
じ
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
下
と
な
る
。
さ
ら
に
、

坑
夫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
訳
と
と
も
に
二
重
の
集
計
を
行
な

っ
た
の
で
、
内
訳
の
合
計
は
少
な
く
と
も
「
坑
夫
」
数
と
同
じ

か
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
内
訳
の

う
ち
、
　
「
会
社
」
は
、
常
磐
炭
破
と
そ
の
前
身
（
磐
城
炭
磧
、

入
山
採
炭
、
神
ノ
山
炭
磧
、
中
郷
無
煙
炭
磧
な
ど
）
、
系
列
炭

磧
（
長
倉
炭
臓
、
内
郷
炭
磧
な
ど
）
、
下
請
企
業
（
加
地
和
組

な
ど
）
を
ふ
く
み
、
　
「
炭
田
」
は
常
磐
炭
田
に
お
け
る
他
資
本

炭
鉱
を
さ
し
、
　
「
そ
の
他
」
は
常
磐
炭
田
以
外
の
炭
鉱
お
よ
び

鉱
山
を
さ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
B
表
で
の
比
率
は
、
各

項
目
相
互
の
構
成
比
で
は
な
く
、
各
項
目
．
こ
と
の
「
職
歴
完
全

者
」
に
占
め
る
比
率
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
農
民
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
戦
前
の
三
〇
％
台

と
い
う
経
験
率
が
戦
時
中
に
は
一
〇
％
台
に
低
下
し
て
い
る
。

こ
れ
は
兵
役
や
軍
需
生
産
へ
の
優
先
動
員
に
よ
っ
て
農
村
で
の



坑
夫
給
源
が
涸
渇
し
た
一
方
で
、
各
種
の
都
市
型
住
民
が
炭
鉱
に
動
員
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
戦
後
に
つ
い
て
は
、
農
村
の
社
会
的

比
重
の
低
下
に
つ
れ
て
の
農
民
経
験
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
が
、
　
（
季
節
畷
員
の
本
磧
員
登
用
な
ど
に
よ
る
）
農
村
か
ら
の
直
接
的
供
給
が
止

ま
っ
た
六
σ
年
代
に
お
い
て
も
な
お
農
民
経
験
者
が
新
規
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
年
齢
新
規
採
用
者
の
過
去
に
お
け
る
農
民
経
験
を
示
し

て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
工
員
経
験
に
お
け
る
戦
時
の
増
大
が
都
市
型
住
民
の
動
員
に
よ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
も
そ
の

経
験
率
は
か
な
り
高
く
、
石
炭
産
業
が
「
斜
陽
化
」
し
た
六
〇
年
代
に
は
か
え
っ
て
高
ま
っ
て
さ
え
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
工
業
か
ら
石
炭

産
業
へ
の
直
接
的
な
流
入
の
増
大
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
周
辺
閉
山
炭
鉱
か
ら
の
中
高
年
坑
夫
の
流
入
に
よ
る
戦
時
・
戦
後
直
後
期
入
職
坑

夫
の
過
去
の
職
業
経
験
の
再
現
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
坑
夫
経
験
を
み
る
と
、
戦
前
の
経
験
率
四
〇
％
前
後
か
ら
、
戦
時
・
戦
後
直
後
期
に
は
二
〇
％
含
へ
と
明
ら
か
に
低
下
し
て
い
る
。

こ
の
戦
時
に
お
け
る
低
下
は
坑
夫
不
足
に
よ
る
未
経
験
者
の
動
員
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
し
、
戦
後
直
後
期
に
お
け
る
低
下
は
、
大
量
失
業

（
工
場
閉
鎖
、
復
員
、
引
揚
げ
）
に
よ
る
未
経
験
者
の
流
入
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
。
■
ま
た
五
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
臨
時
礪
員
経
由
者
に

つ
い
て
の
今
次
の
臨
時
雇
用
は
本
表
に
は
全
く
表
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
臨
時
礁
員
の
性
格
上
、
一
般
に
は
す
で
に
数
次
に
わ
た
る
坑
夫
経
験

を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
五
〇
年
代
以
降
採
用
者
の
高
い
坑
夫
経
験
率
と
な
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
坑
夫
経
験
の
内
訳
を
み
る

と
、
　
「
会
社
」
　
（
常
磐
炭
磯
関
係
）
が
や
は
り
大
き
な
割
合
を
し
め
、
と
り
わ
け
臨
時
礪
員
か
ら
の
登
用
が
重
要
な
比
重
を
占
め
た
五
〇
年
以

降
は
と
く
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
　
つ
ま
り
、
臨
時
磯
員
と
特
定
炭
鉱
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
六
〇
年
代
後

半
に
は
、
坑
夫
経
験
率
全
体
や
「
会
社
」
坑
夫
経
験
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
臨
時
破
員
経
由
本
磧
員
の
「
臨
時
膿
員
」
留
め
置
き

分
（
次
々
節
）
が
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
数
字
通
り
の
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
戦

争
直
後
期
に
お
け
る
「
そ
の
他
」
の
増
大
は
、
旧
満
州
、
朝
鮮
、
樺
太
で
の
坑
夫
経
験
者
の
引
揚
げ
流
入
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
り
、
六
〇
年

代
に
お
け
る
「
炭
田
」
の
増
大
は
周
辺
中
小
炭
鉱
か
ら
排
出
さ
れ
た
人
た
ち
の
流
入
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
－
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



第7表砥）本磯貝・職歴不完全記載者の職業経験

職業 （内 訳） 職　　歴

採用年

農　　民 工　　員 坑　　夫
会　　社 炭　　田 その他 不完全者

1916～20
1921～25 1 3 1 2 4

1926～30 2 8 8 10

1931～35 12 10 14 13 2 44

1936 6 1 10 9 1 20
1937 7 6 19 14 5 1 38
1938 5 12 15 13 2 2 z9
1939 9 4 26 24 3 38
1940 9 9 22 21 3 40

1941 7 7 15 15 27
1942 3 6 14 13 1 1 25
1943 6 13 19 18 1 50
1944 3 12 9 9 29
1945 17 61 33 20 7 10 137L

一
一

1946 98 174 102 80 11 19 372
1947 61 78 65 49 4 18 176
1948 30 36 42 39 1 8 93
1949 8 8 10 8 2 21
1950 3 7 22 21 1 31

「■一

1
　
1
9
5
1
1

30 35 52 42 10 2 93
11952 11 6 14 12 2 31

1953
1954
1955

1956
1957
1958
1959
1960

6

1

2
2

　
2

1

5

　2
－1■

51

121
11

1

9

10

2
8
7
3
9

1
5

9

7

2
6
4
3
6

1
4

3

3
3
1
5

1

1

4

13

13

9
5
9
4
0

2
7
　
　1

ー
常
磐
炭
磧
磯
員
に
関
す
る
一
覚
書
ー

1961
1962
1963
1964
1965

　　　1966

　　　　　　　一

　　　　言十

1
3
7
12、
2

4

2－

3－

6：

15；

5
i　　†一

7i

2
1
1
1
5

3
6
3
4
4

1
2
3
4
1
7
2
3
8
2

　
　
1
　
2

2
4
2
6
2

1
1
3
3
1
6
2
0
4
3

　
　
1

1

648

3
5
3
9
5

1
一
－

4

5
4
0

　
　
2

157

n
∠
3

2
1

2

80

3
8
6
2
9

1
2
3
5
1
9
2
6
2
ワ
盈

　
　
1
1
21

1，671

四



第！表（B）本磯貝・職歴不完全記載者の職業経験（総括表）

職業 （内 訳） 職　　歴

採用年

農　　民 工　　員 坑　　夫
会　　社 炭　　田 その他 不完全者

1916～35 14 11 25 22 4 58

24．1 19．0 43．1 37．9 6．9 100．0

1936～40 36 32 92 81 14 3 165

21．8 19．4 55．8 49．1 8．5 1．8 100．0

1941～45 36 99 90 75 8 12 268

14．2 36．9 33．6 28．0 3．0 4．5 100．0

1946～50 200 303 241 197 16 48 693

28．9 43．7 34．8 28．4 2．3 6．9 100．0

1951～55
　　1
S8 48 85 70 15

’1’T

@　　　　　　　3 150

32．0 32．0 56．7 46．7 10．0 2．0 100．0

1956～60
25・　　1 19 89 71 22 4 127

19．7… 15．0 70．1 55．9 17．3 3．1 100．0

1961～65
121 31 130 106 45 8 し148

8．1　　　1 20．9 87．8 71．6 30．4 5．4 100．0

1966～71
8
1
　
1

28 53 26 33 2 62

12．91 45．2 85．5 41．9 53．2 3．2 100．0

計 379 571 805 648 157 80 1，671

22．7 34．2 48．2 38．8 9．4 4．8 100．0

－
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
一

　
第
7
表
は
、
同
じ
職
業
経
験
を
職
歴
不
完
全
記
載
者
に
つ
い

て
み
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
可
能
性
と
し
て
は
、
職
歴
完
全

記
載
者
よ
り
も
職
歴
不
完
全
記
載
者
の
方
が
数
字
の
う
え
で
は

全
体
的
に
低
い
経
験
率
を
示
す
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
が
、
実

際
に
は
農
民
と
工
員
の
経
験
率
に
つ
い
て
は
職
歴
完
全
記
載
者

の
方
が
高
く
、
坑
夫
と
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
は
職
歴
不
完
全
記

載
者
の
方
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
傾
向
は
全

期
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
職
歴
不

完
全
記
載
者
が
そ
の
農
民
・
工
員
経
験
を
粗
略
に
扱
っ
た
（
し

た
が
っ
て
経
験
率
が
低
く
表
わ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
は
十
分
あ

り
う
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
逆
に
坑
夫
経
験
を
誇
大
に
記
載
す

る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
後
者
の
理
由
は
さ
し

あ
た
り
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
え
て
い
え
ば
、
農
民
経
験

と
坑
夫
経
験
は
相
対
的
に
競
合
度
が
低
い
（
た
と
え
ば
夏
は
農

民
、
冬
は
坑
夫
）
で
あ
ろ
う
か
ら
、
各
々
独
自
の
経
験
率
が
表

わ
れ
う
る
の
に
た
い
し
、
工
員
経
験
と
坑
夫
経
験
は
競
合
度
が

高
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
工
員
経
験
率
の
高
い
職
歴
完
全
記
載
者

は
坑
夫
経
験
率
が
低
く
、
職
歴
不
完
全
記
載
者
は
逆
に
坑
夫
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
一
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

験
率
が
高
い
の
で
、
工
員
経
験
率
で
は
低
く
な
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
競
合
性
の
理
解
が
か
り
に
妥
当
す
る
と
し
て

も
、
職
歴
完
全
記
載
者
と
職
歴
不
完
全
記
載
者
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
し
た
結
果
に
な
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ご
れ
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
両
集
団
に
つ
い
て
の
各
々
の
独
自
性
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
す
で
に
第
5
表
に
お
い
て
、
敗
戦
ま
で
は
職
歴
不

完
全
記
載
者
の
比
率
が
高
く
、
戦
後
は
逆
に
職
歴
完
全
記
載
者
の
比
率
が
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
職
歴
不
完

全
記
載
者
を
戦
前
・
戦
中
型
一
坑
夫
、
職
歴
完
全
記
載
者
を
戦
後
型
坑
夫
と
規
定
し
て
し
ま
う
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
こ
で
あ
る
い
は
、
一
方

の
職
歴
不
完
全
記
載
者
を
相
対
的
な
低
学
歴
者
つ
ま
り
は
農
村
・
農
民
型
坑
夫
、
他
方
の
職
歴
完
全
記
載
者
を
相
対
的
な
高
学
歴
者
つ
ま
り
は

擬
似
都
市
・
工
員
型
坑
夫
と
想
定
で
き
れ
ば
、
両
者
の
経
験
率
に
関
す
る
差
異
を
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
今
度
は
、
職
歴
不

完
全
記
載
者
U
農
村
・
農
民
型
坑
夫
が
な
ぜ
職
歴
完
全
記
載
者
U
擬
似
都
市
・
工
員
型
坑
夫
よ
り
も
農
民
経
験
率
に
お
い
て
低
い
の
か
、
と
い

う
疑
問
が
解
け
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
全
く
の
仮
説
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
両
集
団
に
つ
い
て
の
独
自
の
分
析
に
か
え
う

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
改
め
て
そ
れ
を
行
な
う
余
裕
も
な
い
し
、
さ
し
あ
た
り
の
成
算
も
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
も
あ
れ
、
職
歴
不
完
全
記
載
者
に
つ
い
て
も
、
各
項
目
ご
と
の
職
業
経
験

に
つ
い
て
は
、
職
歴
完
全
記
載
者
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
第
8
表
は
前
二
表
の
総
括
表
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
各
項
目
の
絶
対
数
が
ふ
え
た
結
果
、
各
々
の
経
験
率
に
つ
い
て
の
傾
向
が
一

層
安
定
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
戦
時
に
お
け
る
農
民
経
験
率
の
低
下
と
工
員
経
験
率
の
増
加
、
戦
時
と
戦
後
直
後
期
に

お
け
る
坑
夫
経
験
率
の
低
下
、
戦
後
直
後
期
に
お
け
る
工
員
経
験
率
と
「
そ
の
他
」
坑
夫
経
験
率
の
増
大
、
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
季
節
破
員

経
由
本
礁
員
登
用
に
よ
る
農
民
経
験
率
の
増
大
、
五
〇
年
代
以
降
の
臨
時
磧
員
経
由
本
磧
員
登
用
に
よ
る
坑
夫
経
験
率
の
増
大
、
六
〇
年
代
に

お
け
る
周
辺
閉
山
炭
鉱
か
ら
の
高
年
齢
坑
夫
の
流
入
に
よ
る
「
炭
田
」
坑
夫
経
験
率
の
増
大
、
そ
し
て
同
じ
理
由
に
よ
る
農
民
経
験
率
・
工
員

経
験
率
の
下
支
え
な
い
し
は
増
大
傾
向
（
つ
ま
り
敗
戦
前
後
期
型
な
い
し
五
〇
年
代
型
入
職
者
の
再
流
入
）
、
等
々
が
再
確
認
さ
れ
る
。



1
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
一

七

第8表（A）本磯貝・職歴記載者の職業経験

職業 （内 訳）
職　　歴

採用年

農　　民 工　　員　坑　　夫
会　　社 炭　　田 その他 記載者

1916～20 1

1921～25 1 11　　　　3 1 2 7

1926～30 5 21　　9 9 19

1931～35 20 141　　　　23　k 21 2 1 α

’1… 二＝一一

1936 11 31　　　17 14 3 30

1937 15 　トP1i　　　　％ 20 6 1 59

1938 13
171　　　　25　1

21 4 2 50

1939 22 71　　　　訂 35 3 65

1940 15 13　　　　　35 33 4 62

1941 11

十■■141　　　　30

30 1 52

1942
P943 8

8

蓄1　髪 26
Q2 1

1
1
1

50
U5

1944 5
221　　　12　1

11 1 46

1945 31 1521　　47 30 7 14 276
キ

1946
・1947
1948
1949

　1950

！
．

217
339
192
56
12

キ
コ
ヨ
　
　
ラ
ロ
　
ド
　
ド
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヒ
し
ギ
ロ
ラ
ロ
　
　
ド
ラ
ド
ラ
ラ
ラ
ラ

…
藩
鷺
興
瑚
6
9
9
n
…
⑳
3
6
9
1
6

爛
爛
必
銘
5
5

149
129
103
30
53，

鱒
別■1■　　15

留i　　詔
1類　呈1
．玉笹」．．　9

劉　憂
　　　　　　　　89

8
9
0
5
1
一

2
1
1
％
1
6
2

40
54
21
　7

1一

、を「

2
1
11

－1・

　7

講
謝
碧

1951
1952
1953
1954
1955

1956
1957
1958
1959
1960

1961
1962
1963

161
104
14

8

別
5
5
1
0
1

2
8
9

5
6
1

　
　
2

6

4
6
9
1
7

　
2

8
3
7

　
2

2

2
4
∠
「

351

242
33

47

99
1491

32

　7
17

1ソbj　　　　　卜

P964　1

　ゴ

Q4
z1
T0

澱
1
8
2
！

捌
6
7

　’

R3 4
5

1UU
P08

1965　1　　　　　1 17 43 51： 44 13 3 83
†’T 十

1966　1 11 51 ω 25 7 3 60

1967 1 9 8 7 1 1 16

1968 12 29 48 34 20 5 66
1969 6 18 器 14 9 2 36
1970 13 15 娼 14 36 1 49

■了　■一

1971 1 1 1

計 1，461 1，870 1．鴎8 1，484 361 198 4，399

23
41

100



第8表（B）本蕨員・職歴記載者の職業経験（総括表）

1
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
1

職業 （内 訳）
職　　歴

採用年
農　　民 工　　員 坑　　夫

会　　社 炭　　田 その他 記載者

1916～35 26 17 35 31 4 1 93

28．0 18．3 37．6 33．3 4．3 1．1 100．0

1936～40 76 51 140 123 20 3 266

28．6 19．2 52．6 46．2 7．5 1．1 100．0

1941～45 63 223 139 119 10 17 489

12．9 45．6 28．4 24．3 2．0 3．5 100．0

1946下50 816 1，022 599 姻 63 123 1，991

41．0 51．3 30．1 23．3 3．2 6．2 100．0

1951～55 281 231 318 262 60 15 673

42．6 34．3 47．3 38．9 8．9 2．2 100．0

1956～60 90 79 189 151 47 9 304

29．6 26．0 62．2 49．7 15．5 3．0 100．0

1961～65 60 125 285 239 84 18 鋤
16．9 35．2 80．3 67．3 23．7 5．1 100．0

1966～71 43 122 153 95 73 12 228
18．9 53．5 67．1 41．7 32．0 5．3 100．0

計 1，461 1，870 1，858 1，484 361 198 4，399

33．2 42．5 42．2 33．7 8．2 4．5 100．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
第
9
表
は
、
　
「
紹
介
者
」
の
欄
か
ら
ま
と
め
た
本
蹟
員
の
雇

用
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
　
「
不
明
」
が
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
次
の
理
由
に
よ
っ
て

い
る
。
第
一
に
、
と
く
に
ふ
る
い
時
期
の
礪
員
カ
ー
ド
の
場

合
、
紹
介
者
欄
が
最
下
段
に
置
か
れ
、
か
っ
こ
の
型
式
が
通
常

よ
り
も
縦
長
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
と
き
と
し
て
こ
の
部
分
が

（
折
れ
曲
が
り
、
か
つ
）
滅
失
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
同
じ
く
一
時
期
の
磯
員
カ
ー
ド
に
は
紹
介
者
欄
が
な
く
、

そ
の
代
り
に
人
物
欄
の
中
の
最
下
段
に
「
印
象
」
欄
が
あ
り
、

こ
こ
に
紹
介
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
多
分

に
空
欄
の
ま
ま
の
場
合
が
多
く
、
ま
た
、
第
一
の
場
合
と
同
様

に
滅
失
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第

三
に
、
一
般
に
「
紹
介
者
」
欄
は
「
採
用
後
の
履
歴
」
欄
の
上

に
位
置
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
た
め
雇
用
期
間
が
長
期

化
す
る
と
、
こ
の
履
歴
欄
の
追
加
分
が
紹
介
者
欄
を
糊
台
に
し

て
貼
り
足
さ
れ
る
た
め
、
紹
介
者
欄
の
記
載
事
項
の
確
認
が
往

々
に
し
て
困
難
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
さ

き
に
も
ふ
れ
た
六
五
（
昭
四
〇
）
年
八
月
の
磐
城
磯
業
所
事
務



一
常
磐
炭
磧
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
－

九

第9表（A）本磧員の雇用ルート

　　　　ルート

ﾌ用年

職　　安 直　　志 縁　　故 磧員の
ﾐ　　介

職員の
ﾐ　　介

不　　明 計

1916～20 2 2

1921～25
2 4 5 11

1926～30 10 14 24

1931～35 4 1 2 41 39 留

1936 4 3 4 13 20 44

1937 2 1 4 25 45 77

1938 6 24 52 厘
1939 2 13 2 2 17 50 86

1940 2 12 3 1 18 56 92

1941 8 6 14 49 77

194Z 7 9 4 7 10 48 85

1943 8 5 1 15 12 57 98

1944 21 7 9 3 5 35 80

1945 89 68 5 10 16 178 鰯
1946 176 195 34 65 108 281 859
1947 145 57 74 141 194 138 749

1948 26 22 32 11U 166 40 謝
1949 1 9 21 70 5 106

1950 1 1 4 15 66 田

1951 63 10 21 72 94 108 鵬
1952 29 1 15 75 75 68 263

1953 5 1 11 13 4 34

1954 1 1

1955 1 1 7 9 32 50

1956 1 3 4 1廿 9 71 106

1957 66 4 5 31 14 31 151

1958 4 2 2 3 22 33

1959 1 6 7

1960 18 18

1961 3 9 11 23

1962 1 1 1 25 13 41

1963 1 3 70 28 102

1964 5 1 29 62 11 108

1965 6 1 17 41 20 85
『L一一

1966 3 2 18 28 10 61

1967 1 3 2 8 2 16

1968 9 28 29 66

1969 7 31 38

1970 4 44 1
斗
．

49

1971 1 1

計 661 娼9 230 7σ7 1，326 1，666 5，029



第9表醐　本磧員の雇用ルート（総括表）

1
常
磐
炭
確
確
員
に
関
す
る
一
覚
書
－

　
　
2
4
0
8
1
0
0
6
0
9
0

　
　
1
⑳
3
α
匪
7
α
臣
－
⑳

計
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
且
1

明
6
。
捌
謂
錦
鼎

不員糀讐

…
1
6
0
焉
0
5
9
0
3
1
0

一
7
億
3
皿
3
億
2
0
α

…
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

伽
欄
㈱
8
3
蹴
議

　　55

44．4

　　97

25．5

　　57

8．1

553

25、2
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26．7
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8．3
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57．7
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60、6
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17．3
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I
　
　
　
　
　
I
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I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
1
　
4
　
　
　
　
■

4
2
7
7
7
7
5
p
D
　
3
3
9
9
3
四
a
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

直

l
　
　
I

－
　
F
　
一

安

4
0
5
7
9
　
9
　
、
2
　
　
、
4
　
1
　
1
7
　
3
　
F
D
　
　
1
　
　
　
　
1

職

ド
ト
ノ
　
年
　
用
　
採

35@
～
　
～
　
～
％
鰯
盟
％
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

1951～55　　　　　　　971　　　　　　13　－　　　　　37

　　　　　　　　13、5！　　　　L8：　　　　5．2

1956～60　　　　　　　　71：　　　　　　　g　　　　　　　　　g

　　　　　　　　22，5i2．9「2．9；
1961～65　　　　　　　121　　’　　　　1　！　　　　　　3

　　　　　　　　3．31・．31・．8』

野生番F鶉1
計L・望1L劃一一・撃」

1
1 1　　　　1

301

c
⊥

　　　　；

V071

P鐘
L326i・価126．4　　　33．11

5，029

P00．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

所
火
災
に
よ
る
膿
員
カ
ー
ド
の
再
発
行
に
際
し
て
、
紹
介
者
欄

が
し
ば
し
ば
空
欄
の
ま
ま
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
火
災
に
よ
る
再
発
行
の
場
合
、
紹
介
者
を
と
り
あ
え
ず
住
宅

区
の
区
長
（
労
務
職
員
）
に
し
た
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
以
上
と
は
別
に
、
醸
員
カ
ー
ド
で
は
、
職
員
や
磧

員
に
よ
る
身
内
者
・
友
人
・
知
人
の
紹
介
を
多
く
の
場
合
に

「
縁
故
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
坑
夫
の
募
集
・
調
達

を
そ
の
重
要
な
職
務
内
容
の
一
つ
と
す
る
労
務
職
員
の
場
合
は

別
と
し
て
、
と
り
わ
け
磧
員
が
も
た
ち
す
被
紹
介
者
は
、
い
ず

れ
に
せ
よ
そ
の
身
内
者
か
友
人
・
知
人
の
域
を
出
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
表
で
は
、
社
外
者
（
駅
長
、

警
察
署
長
、
郵
便
局
長
、
学
校
教
師
な
ど
）
に
よ
る
紹
介
と
、

紹
介
者
不
詳
の
「
縁
故
」
の
み
を
「
縁
故
」
と
し
て
扱
い
、
紹

介
者
名
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
具
体
的
な
氏
名
や
肩
書
き
、
住

所
、
敬
称
の
有
無
、
保
証
人
と
の
異
同
（
保
証
人
に
は
一
般
に

労
務
職
員
が
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
な
ど
に
よ
っ
て
、

改
め
て
「
縁
故
」
・
「
磧
員
の
紹
介
」
・
「
職
員
の
紹
介
」
に



分
け
た
。
し
か
し
、
磧
員
の
採
用
・
解
雇
を
ふ
く
む
磧
員
管
理
、
し
た
が
っ
て
磯
貝
カ
ー
ド
の
管
理
は
、
少
な
く
と
も
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）

年
ま
で
は
各
磧
別
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
記
載
の
基
準
や
精
度
も
き
わ
め
て
不
統
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
紹
介
者
の
社
外
者
．
膿
員

・
職
員
分
類
は
、
部
外
者
た
る
筆
者
に
と
っ
て
は
大
変
心
も
と
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
点
で
は
「
職
安
」
　
（
そ
の
前
身
を
ふ
く
む
）
と

「
直
志
」
　
（
直
接
志
願
）
は
き
わ
め
て
明
確
で
あ
り
、
誤
解
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
「
不
明
」
の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
る
可

能
性
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
上
の
よ
う
な
不
完
全
さ
を
ふ
く
み
な
が
ら
も
、
本
表
か
ら
い
え
る
第
一
は
、
労
働
市
場
機
構
の
未
発
達
な
戦
前
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
こ
れ
が
多
分
に
整
備
さ
れ
た
戦
後
を
も
ふ
く
め
て
、
坑
夫
調
達
に
お
け
る
労
務
職
員
の
役
割
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
は
、
戦
前
の
農
村
部
へ
の
出
張
募
集
や
、
世
話
所
の
活
動
、
さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
門
前
募
集
が
労
務
職
員
の
重
要
な
職
務
内
容
と
な
っ
て
き

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
二
に
、
　
「
直
志
」
が
戦
後
混
乱
期
以
後
は
急
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
炭
鉱
社
会
の
一
定
の
閉
鎖
性
と
地
下
労
働

の
特
殊
性
が
個
人
応
募
を
少
な
く
し
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
石
炭
産
業
へ
の
先
行
き
不
安
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
七
た
が

っ
て
第
三
に
、
職
安
に
よ
る
紹
介
や
労
務
職
員
に
よ
る
勧
誘
と
い
う
他
律
的
な
働
き
か
け
が
坑
夫
調
達
の
重
要
な
要
因
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
し
、
破
員
や
労
務
職
員
と
の
個
人
的
な
つ
な
が
り
が
入
職
の
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
な
ず
け
る
で
あ
ろ
う
。
と
も

あ
れ
、
　
「
不
明
」
の
多
さ
が
他
の
諸
項
目
の
絶
対
数
を
少
な
く
し
、
そ
れ
が
全
体
的
な
傾
向
把
握
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
本
磧
員
を
退
職
の
側
面
か
ら
み
て
い
く
。
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
資
本
の
側
か
ら
の
「
採
用
・
解
雇
」
に
た
い
し

て
、
賃
労
働
者
の
側
か
ら
の
「
入
職
・
退
職
」
が
対
応
す
る
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
「
採
用
」
に
た
い
し
て
、
　
「
解
雇
」
で
は
な
く
、
　
「
退

職
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
は
、
退
職
理
由
の
な
か
の
「
解
雇
」
　
（
せ
ま
い
意
味
で
の
）
と
の
区
別
が
必
要
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
以
下
で
は
「
退
職
」
と
の
対
応
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
「
入
職
」
と
い
う
用
語
を
つ
か
う
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
第
1
0
表
は

本
磧
員
の
年
次
別
・
月
別
退
職
者
数
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
磧
員
の
約
半
分
程
度
（
そ
の
う
ち
の
約
八
0
％
は
七
〇
年
に
集
中
）
に
つ
い
て
は

　
　
　
一
常
磐
炭
確
確
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



第10表（A）本磧員の年次別・月別退職者数

　　　職月

ﾞ職年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

1951
P952
P953
P954

6
7
1
1

41

T
！
5
i

3
1
4
1
4

11

R
6

5
5
6

10

S
1
6
1
1
i

7
8
6

13

S
1
0
9

10

W
2
0
1
7

6
5
1
2
1
7

3
3
5
1
0

7
1
！
8
r

56

P
劉
1
2
0
11iil穫1

1960　　　　81　　8
　　　　　　　　E
　　　　　　　　一イ”

1961　　　　7　　　4
1962　　　　8　　　8
1963　　　　　8」　286i
　　　　　　　　F
1964　　　　　r
1965　■」．一

　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　　　　　　†
　　　　　　　　　　　51
　　　　　　　　　　　3i

　　　　　　　　　　　1

1966
1967
1968
1969
1970

1971

計

9
1
5
5
4
…
鈎

140　　3鴎

19　　　12　　　171　　　91　　　4

5
4
4
2
5

1
4
9
4
6

1一
2　　　2　　　　　　　　2

5　　　8　　　　　　　　7

10．　　8　　　　　　　　3

9　　　7　　　2　　　5i　　4
8　　　　11　　　　8　　　21：　　　6

　　　　4　　　1　　8r　　7一

一
3

■
－

餌
2
9
2
6191

138－1，474　　　430

　　6
　　8
1，〔B3

1

1，106

6

【
U
n
∠

8
6

　
1

2
6
2
5
1

　
　
1

4
1
6
6
0

　
2
　
　
1

4

150

9

5
3
1
5
4

　
　
　
　
7

8
E
1
04

4
2
7
6
遇

うヨ　

21

－
常
磐
炭
碩
碩
員
に
関
す
る
一
覚
書
－

計
嗣
綴
増
量
．
－
、
鴻
溜
講
◎
軋

⑫
，
ζ
■
到
、
蝋
引
η
遡

　
　
　
3
3
5
0
4
…
3
　
引
α
3
一
2
，
4
5

n
　
　
－
『
　
－
…
－

　
D
6
5
矧
n
…
2
5
到
⑫
6
器
4

2
1
8
9
9
器

　1－

　6
　5
　6
105

2
1
9
7
謝

225　184　　189　485

　　61

1　60
　　148

1　104
11，6鎗

1，648

5，（129

第10表（B）本蕨員の年次別・月別退職者数（総括表）

　　職月

ﾞ職
1 2 3 4 5 6 7 8 9　　10 11 12 計

1

1951～55 36 19 50 32 33 50 ゐ 42 641　51 25 27 姐
7．9 4．2 11．0 7．0 7．3 11．0 5．5 9．3 14．1　11、2 5．5 5．9 100．0

1956～60 23 17 20 24 23 25 16 31 88　　19 20 6 3皿
7．4 5．4 6．4 7．7 7．4 8．0 5．1 9．9 28．21　6．1 6．4 1．9 100．0

1％1～65 23
㎜ 17 ．22 11 34 17 26 34F　47 21 53 鵬

3．8 49．4 2．8 3．6 1．8 5．6 2．8 4．3 5．6　7，8 3．5 8．8 100．0

1966～70 24 35 箆 50 31 130 1，047 47 37！67 123
謝 2，012

1．2 1．7 1．1 2．5 1．5 6．5 52．0 2．3
1．81　3．3　1

6．1 19．8 100．0
1971 34 14 16 10 1，376 191 1 4 2

！ 1，648
2．1 0．δ 1．0 u．6 紹．5 11．6 0．1 0．2 0．11 100．0

計 140
糊 必

138 1，474 娚 1，106 150 踊1囲 189 姫 5，（29

2．8 7．6 2．5 2．7 29．3 δ．6 22．0 3．0 4・5 P3・7 3．8 9．6 100．0



退
職
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
場
合
は
「
採
用
後
の
履
歴
」
の
最
終
記
載
年
月
を
も
っ
て
退
職
年
月
と
し
た
。
こ
の
た

め
、
退
職
年
月
が
実
際
よ
り
も
早
目
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退
職
年
月
も
ま
た
、
入
職
年
月
と
同
様

に
、
季
節
性
を
問
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
要
因
は
実
際
に
年
齢
や
時
期
に
か
か
わ
ら
な
い
種
々
の
理
由
に
よ
る
中
途
退

職
者
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
と
、
　
（
満
五
五
オ
）
誕
生
日
定
年
退
職
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
表
で
は
ま
た
、
い
く
つ
か
の
年
月
に

退
職
者
数
の
固
ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
磧
員
側
で
の
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
会
社
側
の
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
、
六
〇
（
昭
三
五
）
年
九
月
に
は
約
五
〇
〇
人
（
う
ち
職
員
四
〇
人
）
の
希
望
退
職
や
他
企
業
へ
の
人
員
放
出
が
実
施
さ
れ
た

ほ
か
、
翌
月
に
は
有
力
な
系
列
会
社
た
る
常
磐
開
発
株
式
会
社
（
坑
道
関
係
部
門
か
ら
発
し
た
総
合
建
設
業
）
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
米

新
安
保
体
制
の
も
と
で
、
六
二
（
昭
三
七
）
年
末
の
政
府
に
よ
る
石
炭
政
策
大
綱
を
う
け
て
、
磐
城
磧
業
所
は
「
東
西
開
発
計
画
」
の
推
進
と

並
行
し
た
大
巾
な
人
員
削
減
計
画
を
提
案
し
、
実
施
し
た
。
そ
れ
は
現
行
在
籍
数
約
六
〇
〇
〇
人
に
た
い
し
て
、
そ
の
約
二
〇
％
を
削
減
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
六
三
（
昭
三
八
）
年
二
月
に
は
、
定
年
年
齢
の
五
二
才
へ
の
繰
上
げ
と
三
次
に
わ
た
る
希
望
退
職
の
募
集

が
実
施
さ
れ
、
最
終
的
に
は
職
員
一
〇
一
人
、
磧
員
一
二
二
七
人
が
退
職
し
た
。
こ
の
翌
月
に
は
株
式
会
社
常
磐
製
作
所
（
炭
鉱
機
械
の
修
理

．
製
作
部
門
が
独
立
し
た
機
械
メ
ー
カ
ー
）
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
様
々
な
配
転
・
移
籍
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。
同
様
に
、
六
五
（
昭
四
〇
）

年
一
二
月
の
ふ
く
ら
み
は
、
翌
年
一
月
に
営
業
を
開
始
す
る
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
常
磐
湯
本
温
泉
観
光
株
式
会
社
）
へ
の
移
籍
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
．
セ
ン
タ
ー
と
の
関
連
で
は
子
女
と
の
入
替
え
退
職
も
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
定
年
繰
上
げ
・
希
望
退

職
の
実
施
は
、
　
「
東
西
開
発
計
画
」
　
（
集
約
合
理
化
・
重
装
備
化
）
が
完
了
し
た
六
七
（
昭
四
二
）
年
秋
に
も
実
施
さ
れ
た
が
、
木
表
に
は
そ

の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
三
年
間
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
六
月
に
ふ
く
ら
み
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
春
闘
に
よ
る
賃
金
改
訂
が
こ
の
時
点
で
実
施
（
「
採
用
後
の
履
歴
」
に
記
載
）
さ
れ
て
後
、
お
そ
ら
く
一
年
（
記
載
間
隔
の
最
大
限
）
以
内

に
何
ら
か
の
異
動
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
磧
員
カ
ー
ド
に
は
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
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磐
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磯
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四

　
　
　
一
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
1

の
六
月
時
点
が
直
接
退
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
七
〇
（
昭
四
五
）
年
七
月
の
数
字
で
あ
り
、
つ
ま
り
、

こ
の
年
の
数
字
の
大
部
分
は
実
際
に
は
翌
年
の
大
閉
山
時
に
表
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
年
末
の
退
職
者
の
増
勢
は
株
式
会
社

福
島
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
F
K
C
、
住
宅
・
ビ
ル
関
連
工
事
）
や
常
磐
興
産
電
気
工
事
株
式
会
社
の
設
立
と
そ
れ
ら
へ
の
移
籍
、
あ
る
い
は

公
害
炭
問
題
で
困
難
を
き
た
し
た
東
部
磧
か
ら
西
部
磧
へ
の
配
転
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
七
一
（
昭
四
六
）
年
初
め
の
閉
山
提
案
に

つ
づ
く
四
月
二
九
日
の
磐
城
磧
業
所
全
体
の
閉
山
（
大
閉
山
）
に
よ
っ
て
、
す
で
に
四
六
八
八
人
（
職
員
三
八
三
人
、
磧
員
三
八
三
九
人
、
腹

時
磧
員
・
日
払
夫
四
六
六
人
）
に
ま
で
縮
小
さ
れ
て
い
た
人
員
は
、
以
後
ニ
カ
月
間
で
全
員
退
職
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
退
職
者
は
、
さ
し
あ

た
り
・
磐
畿
業
所
の
残
嚢
理
の
た
め
褻
置
さ
れ
る
轟
事
務
所
に
西
五
人
、
箋
会
社
と
し
て
旧
西
譲
の
残
炭
掘
り
に
あ
た
る
常

磐
西
部
炭
磧
株
式
会
社
に
一
〇
六
五
人
、
系
列
各
社
に
五
六
五
人
、
職
業
訓
練
校
（
半
年
～
．
一
年
）
入
校
二
六
五
人
、
自
動
車
運
転
委
託
促
成

訓
練
二
五
。
人
が
予
定
さ
れ
、
残
る
二
四
・
・
人
余
馨
ら
舞
毯
職
を
求
め
る
必
要
讐
ま
ら
れ
た
が
、
そ
の
八
○
％
は
県
外
流
出
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
た
。
な
お
、
退
職
動
向
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
年
次
的
・
季
節
的
な
ば
ら
つ
き
の
な
か
で
、
六
〇
年
代
中
葉

に
は
ま
と
ま
っ
た
空
白
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
六
三
（
昭
三
八
）
年
末
の
磧
員
カ
ー
ド
管
理
一
元
化
（
以
前
は
各
磧
別
管
理
、
以
後
は
破
業

所
に
よ
る
一
括
管
理
）
と
六
五
（
昭
四
〇
）
年
八
月
の
磧
業
所
全
焼
火
災
の
間
に
退
職
し
た
者
に
つ
い
て
、
磧
員
カ
ー
ド
の
再
発
行
が
あ
り
え

な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
第
n
表
は
本
磧
員
の
退
職
時
年
齢
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
前
表
と
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
全
体
の
半
分
程
度
が
実
際
よ
り
も
様
々
に
若
く
記
録

さ
れ
て
い
る
が
、
年
齢
階
梯
が
五
才
き
ざ
み
の
た
め
、
そ
の
影
響
は
前
表
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
。
本
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
第
一
に
、
退
職
時
年
齢
が
あ
ら
ゆ
る
年
齢
階
梯
に
及
ん
で
お
り
、
入
職
時
年
齢
の
ば
ら
つ
き
（
第
2
表
）
と
同
様
に
、
坑
夫
の
流
動
性

の
高
さ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
五
〇
年
代
前
半
に
は
退
職
者
の
過
半
を
占
め
て
い
た
青
年
層
（
三
〇
オ
未
満
層
）
の
割
合
が
、
そ
の

後
急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
後
経
済
の
復
興
と
「
高
度
成
長
」
の
開
始
に
よ
っ
て
青
少
年
労
働
者
が
他
産
業
に
吸
収
さ
れ
、
若
年
層



第11表「A）本磧員の退職時年令

1
常
磐
炭
破
調
員
に
関
す
る
一
覚
書
！

　　　　年令

ﾞ職年 ～19 20～34 25～29 30～34 35～39 40～44 る～49 50～54 55～ 計

1951 3 23 15 6 3 2 4 56
1952 4 19 12 8 6 3

n
o

1 56
1953
P954 4

1

20
Q5

31
R5

18
P4

12
V

9
1
8

5
3

8
1
5

3
2

110
P20

1955 26 22 14 16 16 6 9 3 112

1956 6 7 4 9 3 7 2 3 41
1957 2 2 6 4 5 2 9 5 35
1958 1 1 5 6 3 1 3 5 6 31
1959 3 10 5 6 2 4 22 10 62
1960 8 10 16 15 7 12 68 7 143

■　阜　“－　A　■

@1961
■　㌧　一　一 一t　■　■

6 20 17 8 11
一1§1”

11 86
1962 12 23 26 9 6 15一 11 102
1963 3 18 45 58 33 54 146 11 368
1964 1 1 3 1 6
1965 2 12 6 7 10 1 3 41

1966 5 10 9 8 10 3 7 7 2 61
1967 3 1 6 6 9 5 5 21 4 60
1968 4 8 21 32 37 20 13 13 148
1969 5 4 9 7 29 17 15 7 11 104
1970 3 9 38 65 238 426 414 419 27 1，639

1971 1 1 2 15 脚 470 457 422 1，648

計 30 165 259 謝 787 1，084 1，045 1，202 137 5，029

第11表（B）本磧員の退職時年令一（総括表）

五

　　年令
ﾞ職

～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～5¢ 55～ 計

1951～55 12 113 1焉 60 44 娼 17 32 13
姻2．6 24．9 25．3 13．2 9．7 10．6 3．7 7．0 2．9 100．0

1966～60 1 20 34 37 37 B 28 106 31 312
0．3 6．4 10．9 11．9 11．9 5．8 9．0 お．9 9．9 100．0

1961～65 3 38 101 108 60 麗 1フ5 36 ㎝05 6．3 16．7 17．9 10．0 13．6 29．0 6．0 100．0

1966～70 16 28 70 107 318
娚 461 靭 57 2，0皿

0．8 1．4 3．5 5．3 15．8 24．3 2．9 23．2 2．8 100．0
1971 1 1 2 15 ㎜ 470 457 戯 1，648

0．1 0．1 0．1 0．9 17．0 28．5 27．7 25．6 100．0

計 30 165 瑚 脚 787 1，（崩 1，（肖5 1，202 137 5，｛四

0．6 3．3 5．2 6．4 15．6 21．6 a）、8 器．9 2．7 100．0



第12表（A）本磯貝の退職理由

　　　　理由

ﾞ職年
定年 死亡

指導

ﾞ職
会社
s合

自己

s合
解雇 逃亡 雇員へ 不明 計

1951
P952
P953
P954
P955

P956
P957
P958
P959
P960

P961
P962
P963
P964
P965

P966
P967
P968
P969
P970

P971

4
1
3
2
3
3
5
6
1
0
2
7
1
1
1
1
9
8
　
3
　
2
1
6
1
3
1
1
2
7

1
2
1
7
・
7
・
2
1
4
4
6
4
3
　
1

　　　　　15

@　　　　19

@　　　　79

@　　　　91

@　　　　85
ｫ
■
．
争
鵬
1
曝
■
卜
　
　
　
　
　
3
8
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
1
3
　
　
　
　
　
　
1

　　1

@　2
@　1
@　3

@　1
@　4
@　35

@　7
@　8
@158

@　14

@　27
@　23
@　28
@　16

ﾓ
1
，
5
4
5

33
Q5
P6

@4
@4

@5
@5
@1
P1

R8

@4
Q3
S6

P3

Q7
P2
S8
S8
T9

@3

1
1
1
3
3
1
1
4
7
1
1
8
1
3
2
9

1
1
1
2
1
1
2
1
1

　　5

@　8
@　9
@　7

@　1
@　10
@　　1

@　10
@　12

@　23
@　49
@　48
@　　6

@　11

@　　1

@　　2

@　42
@　16
P，244

@　70

　56
@56
P10
P20
P12

@　41
@　35
@　31
@　62
P43

@　86
@102

ﾐ
　
　
　
6
　
　
4
1
　
　
一
　
月
　
　
6
1
　
　
6
0
　
1
4
8
　
1
0
4
1
，
6
3
9
1
，
6
4
8

計 郷
67 価 2，102 425 83 11 74 1，575 5，029

！
常
磐
炭
磧
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
！

第12表｛Bl本磧員の退職理由（総括表）

＿　一　　　　一　　　　一
一　　　一　　■ 一 一

　　　理由

ﾞ職年
定年 死礪譲 会社

s合
自己

s合
解雇 逃亡 雇員へ 不明 計

一　　一　■　　一　　　『 一　　一
一　　　一　　　　　　　　　一　　一

一　　一　　　　　　・

1951～55

P956～60

|1961～65

P11966～70

P1971

　13
Q．9

@51
P6．3
P23

Q0．4

@69
R．4

i
承
4
．
0
2
5
8
．
〇
一
　
1
0
1
．
7
　
1
3
0
．
6
　
1
0
．
1

289
U3．7

@88
Q8．2

@58
X．6

@　1
O．0

　　マ

@1．5
@40
P2．8

@187
R1．0
@323
P6．1

P，545

X3．8

　82
P8．1

@60
P9．2

@86
P4．3

P94

X．6

@　3
O．2

　9
Q．0

@1
O．3

@1
O．2
S3

Q．1

Q9
P．8

　5
P．1

@5
P．6

@1
O．0

　　　2
@　0．4
@　　8
@　2．6

@　　1
@　0．2
@　　63
@　3．1
P

　29
@6．4
@34
P0．9

@137
Q2．7

P，305

U5．6

@70
@4．2

　454
P00．0
@312
P00．0
@603
P00．0

Q，012
P00．0
P，648

P00．0

計 256
T．1

67
P．3

㈹
8
．
7

2，102

S1．8

425
W．5

83
P．7

11－

潤Eﾐ
74

P．5

1，575

R1．3

5，029
P00．0

一

ノ￥



の
炭
鉱
離
れ
が
急
速
に
す
す
ん
だ
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
の
入
職
時
年
齢
の
高
年
齢
化
傾
向
と
他
方
で
の
青
年
層
の
早
期

の
離
脱
と
が
、
炭
鉱
を
漸
次
青
年
不
在
の
中
高
年
職
場
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
三
に
、
退
職
時
年
齢
層
の
中
心
が
漸
次
中

高
年
齢
層
に
向
か
っ
て
上
昇
し
、
や
が
て
退
職
時
年
齢
層
の
も
う
ひ
と
つ
の
中
心
で
あ
る
五
〇
才
以
上
層
と
接
続
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
第
四

に
、
七
一
（
昭
四
六
）
年
の
大
閉
山
時
に
お
け
る
（
退
職
時
）
年
齢
構
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
四
〇
才
代
が
過
半
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
全
体

の
平
均
年
齢
が
四
〇
代
後
半
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
（
た
だ
し
、
こ
れ
に
次
節
で
扱
う
習
技
生
出
身
者
を
ふ
く
め
れ
ば
平
均
年
齢
は
多
少

低
ま
る
で
あ
ろ
う
）
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
さ
き
に
み
た
理
由
か
ら
、
こ
れ
に
前
年
分
の
数
字
を
加
味
し
た
場
合
で
も
、
事
態
は
ほ
ぼ
同
一

で
あ
り
、
石
炭
産
業
従
事
者
の
中
高
年
齢
化
が
ま
さ
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
1
2
表
は
本
磧
員
の
退
職
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
退
職
年
月
日
お
よ
び
退
職
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
者
を
「
不
明
」
に
入
れ
た
ほ

か
、
配
転
や
系
列
会
社
へ
の
移
籍
に
よ
る
記
載
途
絶
は
「
会
社
都
合
」
に
、
ま
た
「
合
理
化
」
に
よ
る
解
雇
や
会
社
斡
旋
に
よ
る
転
職
（
た
と

え
ば
八
欧
電
機
な
ど
へ
の
）
も
「
会
社
都
合
」
に
入
れ
た
。
さ
ら
に
、
本
表
で
の
「
雇
員
」
は
職
員
の
資
格
階
梯
た
る
社
員
・
准
社
員
・
雇
員

．
見
習
の
な
か
に
位
置
す
る
（
そ
の
下
に
磧
員
資
格
と
し
て
の
准
員
・
磧
員
が
位
置
す
る
）
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
礪
員
か
ら
職
員
へ
の
身

分
変
更
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
も
本
来
の
退
職
に
は
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
身
分
障
壁
の
突
破
が
生

じ
た
の
は
、
さ
き
に
も
指
摘
し
た
高
等
学
歴
詐
称
（
秘
匿
）
者
に
つ
い
て
の
労
務
管
理
上
の
必
要
か
ら
の
措
置
や
、
労
働
組
合
幹
部
と
し
て
の

「
功
績
」
へ
の
論
功
行
賞
的
措
置
な
ど
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
五
二
才
繰
上
げ
定
年
と
の
か
か
わ
り
が
連
想
さ
れ
る
「
T
・

K
」
　
（
退
職
勧
奨
）
は
「
定
年
」
に
入
れ
た
が
、
実
質
的
に
は
「
会
社
都
合
」
と
紙
一
重
で
あ
る
。
ま
た
、
五
五
才
以
上
層
の
退
職
理
由
は
本

来
は
定
年
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
記
録
上
で
誕
生
日
定
年
退
職
と
な
っ
て
い
る
の
は
全
体
の
半
数
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
半
分
は
さ
ら
に
継
続

雇
用
さ
れ
て
、
種
々
の
理
由
で
退
職
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
表
で
は
こ
れ
を
全
て
「
定
年
」
退
職
で
処
理
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
記
録
自
体
に
も
種
々
の
弱
点
を
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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磐
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八

　
そ
こ
で
、
本
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
第
一
に
、
退
職
時
年
齢
の
ば
ら
つ
き
を
反
映
し
て
、
定
年
退
職
者
の
割
合
が
き
わ
め
て
小
さ
い
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
、
　
「
自
己
都
合
」
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
、
五
〇
年
代
の
帰
農
や
転
職
、
六
〇
年
代
に
お
け
る
炭
鉱
離
れ
の
反
映
を
み

姶
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
五
〇
年
代
に
お
け
る
「
指
導
退
職
」
の
大
き
さ
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
会
社
都
合
」
の
低
さ
と
相
殺
関
係
に
あ

り
、
両
者
の
区
別
は
紙
一
重
に
す
ぎ
な
い
。
第
四
に
、
縮
小
「
合
理
化
」
が
本
格
化
し
た
六
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
「
会
社
都
合
」
の
大
き
さ

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
「
不
明
」
の
な
か
の
相
当
部
分
も
ま
た
、
こ
れ
に
該
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
第
五
に
、
七
一
（
昭
四
六
）
年
退
職
者
の

大
部
分
が
「
会
社
都
合
」
で
あ
り
、
大
閉
山
が
そ
の
ま
ま
表
わ
れ
て
い
る
。
第
六
に
、
六
〇
年
代
か
ら
増
大
し
て
き
た
「
不
明
」
が
と
り
わ
け

七
〇
（
昭
四
五
）
年
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
翌
年
の
大
閉
山
の
混
乱
し
、
屈
折
し
た
別
様
の
表
現
で
あ
る
。
第

七
に
、
死
亡
事
故
が
六
〇
年
代
中
葉
を
の
ぞ
い
て
毎
年
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
　
「
指
導
退
職
」
や
「
自
己
都
合
」
の
な
か
に
も
、

疾
病
・
事
故
に
よ
る
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
第
八
に
、
雇
員
へ
の
登
用
が
七
〇
（
昭
四
五
）
年
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
大

閉
山
へ
の
準
備
措
置
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
こ
で
仮
に
、
七
〇
（
昭
四
五
）
年
の
退
職
理
由
「
不
明
」
者
と
翌
年
四
月
以
降
の
退
職
者
を
合
算
す
る
と
二
八

二
八
人
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
数
が
全
て
大
閉
山
時
ま
で
在
籍
し
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
大
閉
山
時
の
実
在
籍
磧
員
数
三
八
三
九
人
に

た
い
し
て
、
こ
こ
で
の
磧
員
カ
ー
ド
は
そ
の
時
点
で
約
七
四
％
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
「
会
社
都
合
」
配
転
者
の
一
部
関
係

分
や
次
節
で
扱
う
習
校
生
出
身
者
な
ど
を
加
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
九
〇
％
に
は
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
1
3
表
は
、
以
上
の
二
表
を
関
連
づ
け
た
退
職
時
年
齢
と
退
職
理
由
の
相
関
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
由
別
（
横
構
成
比
）
で
み
る
と
、
第
一

に
、
五
五
才
定
年
制
の
も
と
で
、
定
年
退
職
者
の
半
数
近
く
が
実
は
繰
上
げ
定
年
で
退
職
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
こ
の

間
の
定
年
退
職
者
の
全
て
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
第
二
に
、
　
「
指
導
退
職
」
の
う
ち
、
さ
ら
に
理
由
が
明
示
的
な
も
の
は
「
虚

弱
」
、
「
疾
病
」
な
ど
の
身
体
的
要
因
が
追
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
労
務
管
理
上
の
措
置
と
し
て
の
「
非
協
力
分
子
」
の
排
除
や
余



第13表　本磯貝・退職時年令と退職理由の相関

　　年令

摎R
～19 20～24 25～29 a）～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～ 計

定　　年 119 137 郷
死　　亡 3 11 9 12 9 10 13 67

指導退職 5 82 96 65 72 54 31 31 436

会社都合 7 14 34 79 389 朗 謝 497 2，102

自己都合
　
　
1
7
一

50 52 51 60 53 46 96
必

解　　雇 4 4 6 8 14 15 32 83
逃　　亡 1 2 4 1 1 2 11

雇員へ 2 4 12 22 23 11 74

不　　明 1 11 60 104 ㎜ ㎜ 鋤 401 1，575

計 30 165 259 320 787 1，084 1，045 1，202 137 5，（｝29

年令

理由
～19 20～24 25～29 3〔）～34 5～39 40～44 45～49 50～54 55～ 計

定　　年 46．5 53．5 100．0

死　　亡 4．5 16．4 13．4 17．9 13．4 14．9 19．4 100．0

指導退職 1．1 18．8 22．0 14．9 16．5 12．4 7．1 7．1 100．0

会社都合 0．3 0．6 1．5 3．6 17．7 24．9 ．24．3 23．6 100．0

自己都合 4．0 11．8 12．2 12．0 14．1 12．5 10．8 22．6 100．0

解　　雇 4．8 4．8 7．2 9．6 16．9 18．1 38．6 100．0

逃　　亡 9．1 18．2 36．4 9．1 9．1 18．2 100．0

雇員へ 2．7 5．4 16．2 29．7 31．1 14．9 100．0

不　　明 0．1 0．7 3．8 6．6 14．6 24．3 24．4 25．5 100．0

計 0．6 3．3 5．2 6．4 15．6 21．6 20．8 23．9 2．7 100．0

　　年令

摎R
～19 2｛）～24 25～29 30～34鯉40～44 45～49 50～54 55～ 計

定　　年 9．9 100．0 5．1

死　　亡 1．8 4．2 2．8 1．5 0．8 1．0 1．1 1．3

指導退職 16．7 49．7 37．1 20．3 9．1 5．0 3．0 2．6 8．7

会社都合 23．3 8．5 13．1 24．7 49．4 50．6 51．1 41．3 41．8

自己都合
　
5
6
．
7
一 30．3 20．1 15．9 7．6 ’4．9 4．4 8．0 8．5

解　　雇 2．4 1．5 1．9 1．0 1．3 1．4 2．7 1．7

逃　　亡 0．6 0．6 0．5 0．1 0．1 0．2 0．2

雇員へ 0．8 1．3 1．5 2．0 2．2 0．9 1．5

不　　明 3．3 6．7 23．2 32．5 29．2 35．3 36．8 33．4 31．3

計 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

一
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磐
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1

三
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・退職年の関連

1962 1963 1964 1965 1966 一1967 1968 1969 1970 1971 計
退職年

@　　入職年

2 1916～20
1 11 1921～25
1 6 1 1 1 3 24 1926～30
2 15 4 1 29 8 87 1931～35

一！．一

1 13

一1†”

I
l

1 17 8 44 1936
3 14

1 ¶ 3 1 1 27 13 77 1937
1 11 1 1 1 43 10 82 1938

17
、1

1 2 1 40 5 86 1939
7 1 1 2 1 1 54 9 92 1940

4 5 1 1 1 1 43 13 77 1941

6 4 1 1 55 15 85 1942
2 6 1

ヨ
2 1 59 12 98 1943

1 6 1

　
1
1

1 3 53 7 80 1944
9

1

24 2 2 6 3 127 144 366 1945

18一

十■

76 2 2 31 6 8 4 347 230 859 1946
18 67 2 2 6 10 7 68 412 749 1947
8 27 1 1 5 3 8 35 194 396 1948
3 10 1 5 43 106 1949

5 2 2 3 3 14 ・43 87 1950
卜I　　g

21 2 4 1 8 7

’密1一

147 368 1951
6 15 3 1 4 5 84 105 263 1952

『

1 3 2 1 13 11 34 1953
1 1 1954

1 2 1 2 3 35 50 1955

2 5 4 1 2 5 1 32 42 106 1956
5 7 1 2 13 1 59 53 151 1957

2 4 1 14 11 33 1958
1

3 4 7 1959

I
I

5 2 11 18 1960

1 1 3 4 14 1 23 1961
1 15 1 10 14 41 1962

； 1 3 5 7 7 68 11 102 1963
4 2 9 8 75 10 1（罵 1964

1 7 21 3 皿 6 33 3 85 1965

一

一■ P■■

@　　　21 3 8 3 20
！”6

61 1966
i 8 3 5 16 1967

9 9 43 5 66 1968
13 24 1 38 1969

39 10 49 1970

一『一『

1 1 1971

102 368 6 41 61 60 148 104 1，639 1，648 5，029 計

－
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
ー

四
〇
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第14表（A）本磯貝の入職年

　　　　職年
　　　　　　　　1951　1952
入職年

1916～20
1921～25
1926～30
1931～35

1936
1937
1938
1939
1940

1
1 1

2

1953　1954　1955　1956

1941
1942
1943
1944
1945

1946
1947
1948
1949
1950

1951
1952
1953
1954
1955

1956
1957
1958
1959
1960

1961
1962
1963
1964
1965

1966
1967
1968
1969
1970

1971

1

1
1
6「
D
4
8
r
D
2

1
1

1

．ぞ！．

11

3

4一

8
9
9
5
2
7
3

■†’

1
＋
1

1 1

1

1

3

2
2

1
2
9
8
1
1
1
5
4

1

1
2
2

1
2
2
2
1
8
　
一

7
7
7
「
D
4
1
　
1
　
1

7
1
2
1
　
1

3

2
2
1
22
　
　
　
3

2
9
2
7
2
2
1
2

1
　
1
2
1

3

1
　
1
　
1
　
1

一
2

－
　
　
一
1

■
5
9
7
0
1
1
2
1
1

3
4
1

1957

1
2
一
9
8
1
1
1

5
4

1
1
1
11

1958

1一

計 56 56 110 120 112 41

1一

1一

2

ー
ワ
・
4
1

1

1
1
I
I
L
T
1

1
一
－

†

1

13

1
4

1

1

8
4
1

4
1

1
1

35 31

1959

1
2
3
1

2
14
1

4

つ
」
ワ
』
6

1
1

1

3
n
∠

1

3
2

62

1960

2
6
0

　
　
1

1961

3
6
2
「
D
54

5

26
Q0
P7

U
1
9
n
∠

2

6
6

143

1

2

n
∠
3
1
n
∠
1

－
」
q
つ
0

9
8
2
4
1

1
1
1

6
1
12

1
1

86



第14表（B）本磯貝の入職年・退職年の関連（総括表）

　　退職竿

入職年

1916～35
1936～40
1941～45
1946～50
1951～55
1956～60
1961～65
1966～69
　　1970

　　1971

計

195エ～55

12

ﾜ

1956～60

聞
％

1961～65

454

退職年，

入職年

1916～35
1936～40
1941～45
1946～50
1951～55
1956～60
1961～65
1966～69
　　1970

　　1971

計

入織

退職年

1916～35
1936～40
1941～45
1946～50
1951～55
1956～60
1961～65
1966～69
　　1970

　　1971

計

1951～55

7
3
7
8
一
6

9
α
6
2
…
2

　
　
　
1
、
－

9．0

1951～55

312

1956～60

28．2

9．4

3．7

7．2

5．0

6．7

6．Z

1956～60

　Z．6

11il

・曾li書i■■

100、0

2
5
3
6
一
5
7

球
几
＆
斡
几
α

100、0

33

78

81

脳
79
28

　8

603

1961～65

26．6

20，5

11、5

13、5

0
9
2

1
8
2

1

12、0

1961～65

5
9
4
1
一
1
6
3

丘
2
3
9
…
3
4
L

　
1
1
4
『
－

100．0

1966～69

4
1
7
餌
7
1
…
3
0
3
8
1
2
7
7

　
　
　
　
　
　
1

37」

1966～69

2
5
∠
「
2

3
4
a
3

4．2

12．1

31．2

42．5

7．4

1966～69

1
6
4
0
b
2
0
6

L
4
6
n
…
8
皿
祖
雛

100．0

1970

32

J
餅
靭
一
四
朔
㎜
9
2
甜

1，639

1970

25．8

47．5

473
21．3

25、4

34．0

55．7

50、8

79．6

32．6

1970

0
0
6
6

2
n
2
0
％

11、1

6．5

12．2

5．6

2，4

100．0

1971

8
菊
皿
蜘
…
㎜
皿
器
皿
，
m
－

1，648

1971

6．5

11．8

27．1

42、0

41．8

38．4

10、9

　6．6

20、4

100．0

32、8

1971

0．5

2．7

11．6

55．9

18、1

7．3

2．4

0．7

0．6

0、1

100，0

計

伽
　381

　706
2，197

　716

　315
　359
　　181

　　49

　　　1

5，（聡9

計

0
0
0
0

00

O0
O0

O0

1
1
1
1

100、0

100、0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

計

5
6
0
7
…

Z
7
4
3
一

　
　
1
4
一14．2

6．3

7．1

3，6

1、0

0．0

100．0

一
常
磐
炭
磧
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
1

四



剰
人
員
の
整
理
の
一
部
も
こ
の
項
目
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
項
目
が
比
較
的
早
い
時
期
に
集
中
し
た
こ
と
と

も
重
な
っ
て
、
相
対
的
に
若
い
年
齢
層
へ
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。
第
三
に
、
　
「
会
社
都
合
」
や
「
不
明
」
が
中
高
年
齢
層
に
集
中
し
て
い
る
の

は
、
こ
れ
ら
の
年
齢
層
が
、
　
「
合
理
化
」
　
・
閉
山
解
雇
の
影
響
を
も
っ
と
も
直
接
に
う
け
た
年
齢
層
で
あ
り
、
そ
の
転
出
可
能
性
の
低
さ
の
ゆ

え
に
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
炭
鉱
に
し
が
み
つ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
四
に
、
　
「
自
己
都
合
」
は
ほ
ぼ
全
て
の
年
齢
層
に
平

均
化
し
て
い
る
が
、
早
い
時
期
に
お
け
る
「
帰
農
」
な
ど
の
追
記
の
ほ
か
は
明
示
的
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
「
指
導
退
職
」
な
い
し
は
「
会
社

都
合
」
に
相
当
す
る
も
の
が
「
帰
農
」
と
い
う
形
態
を
も
ふ
く
め
て
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
を
年
齢
階
梯
別
（
縦
構
成
比
）
で
み
る
と
、
第
一
に
、
若
手
層
で
は
「
指
導
退
職
」
な
い
し
「
自
己
都
合
」
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
が
発
動
さ
れ
た
時
期
が
主
と
し
て
五
〇
年
代
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
入
職

後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、
坑
夫
と
し
て
の
適
否
が
自
律
的
あ
る
い
は
他
律
的
に
判
断
さ
れ
、
処
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
に
、

「
自
己
都
合
」
に
よ
る
退
職
・
転
進
の
余
地
が
比
較
的
あ
り
う
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
三
〇
才
代
前
半
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ

て
第
三
に
」
中
高
年
に
な
る
に
つ
れ
て
「
会
社
都
合
」
と
い
う
他
律
的
な
退
職
理
由
の
比
重
が
（
「
不
明
」
も
加
え
て
）
圧
倒
的
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
労
働
市
場
に
お
け
る
彼
ら
の
立
場
の
弱
さ
、
そ
の
転
職
の
困
難
さ
を
反
映
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
体
と
し
て
磧
員
カ
ー
ド
の
作
製
管
理
が
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
っ
て
各
破
ご
と
に
ま
か
さ
れ
て
き
た
結
果
、
退
職
理
由

な
ど
の
よ
う
に
と
り
わ
け
記
載
者
の
判
断
が
問
わ
れ
る
項
目
を
中
心
に
し
て
、
記
載
内
容
の
様
々
な
不
整
合
が
さ
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

諸
項
目
の
集
計
・
評
価
に
あ
た
っ
て
も
、
つ
ね
に
そ
の
点
に
つ
い
て
の
一
定
の
留
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
入
職
面
、
退
職
面
の
検
討
の
ま
と
め
と
し
て
、
第
1
4
表
に
入
職
年
・
退
職
年
の
関
連
を
示
し
た
。
ま
ず
、
本
表
で

の
分
布
が
全
体
の
動
向
を
正
確
に
反
映
レ
て
い
る
か
否
か
は
さ
し
あ
た
り
不
明
で
あ
る
が
、
入
職
（
採
用
）
動
向
と
退
職
動
向
が
一
般
に
は

時
期
的
に
逆
の
傾
向
を
示
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
〇
年
代
初
め
の
朝
鮮
戦
争
期
に
は
入
職
者
が
増
大
（
退
職
者
が
減
少
）

　
　
　
一
常
磐
炭
硝
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
－
常
磐
炭
碩
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

し
、
間
も
な
く
戦
争
が
こ
う
着
し
て
休
戦
に
至
る
と
今
度
は
退
職
者
が
増
大
（
入
職
者
が
減
少
）
し
、
つ
づ
い
て
神
武
景
気
が
お
こ
る
と
ふ
た

た
び
入
職
者
が
増
大
（
退
職
者
が
減
少
）
し
て
い
る
。
じ
か
し
、
石
炭
の
増
産
を
機
械
技
術
の
改
善
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
人
力
動
員
に
よ
っ
て

推
進
し
て
き
た
こ
と
の
ツ
ケ
が
、
　
「
高
炭
価
問
題
」
と
し
て
こ
の
時
期
に
い
よ
い
よ
回
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
高
度
成
長
」
の
開
始
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
は
入
職
抑
制
・
退
職
促
進
の
す
が
た
が
本
表
か
ら
も
よ
み
と
れ
る
。
と
り
わ
け
、
六
〇
（
昭
三
五
）
年
と
六
三
（
昭

三
八
）
年
の
退
職
者
の
増
大
は
、
か
な
り
大
掛
り
な
人
員
整
理
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
閉
山
に
向
か
っ
て
の
退
職

者
数
の
動
向
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
自
体
の
種
々
の
あ
い
ま
い
さ
に
よ
っ
て
、
様
々
に
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
七
〇

（
昭
四
五
）
年
に
関
す
る
数
字
は
明
ら
か
に
実
勢
と
は
こ
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
の
退
職
理
由
（
第
1
2
表
）
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
あ

る
い
は
、
そ
の
九
〇
％
（
「
不
明
」
の
ほ
か
「
会
社
都
合
」
「
雇
員
へ
」
の
一
定
部
分
が
ふ
く
ま
れ
る
）
は
翌
年
の
大
閉
山
時
に
お
け
る
退
職
者

で
あ
る
と
も
推
定
で
き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
B
表
に
お
い
て
こ
の
最
後
の
ニ
カ
年
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
集
計
し
た
の
は
、
こ
の
点
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
B
表

を
入
職
年
次
別
（
横
構
成
比
）
で
み
る
と
、
ま
ず
全
体
と
し
て
大
閉
山
に
よ
る
退
職
へ
の
傾
斜
が
み
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
同
時
に
、
戦

前
入
職
者
の
退
職
時
期
が
五
〇
年
代
後
半
～
六
〇
年
代
前
半
に
も
集
中
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
そ
の
高
年
齢
層
が
定
年
期
に
達

し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
入
職
年
次
別
構
成
比
に
お
け
る
六
〇
年
代
前
半
退
職
者
比
の
高
ま
汐
と
、
退
職
年
次
別
構

成
比
（
縦
構
成
比
）
に
お
け
る
四
〇
年
代
後
半
入
職
者
比
の
高
ま
り
は
、
と
も
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
退
職
者
数
な
い
し
入
職
者
数
の
絶
対
的

な
多
さ
に
よ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
構
成
比
に
つ
い
て
共
通
な
の
は
、
五
〇
年
代
前
半
お
よ
び
六
〇
年
後
半
に
か
け
て
の
構
成
比
の
高
さ
で

あ
る
が
、
こ
れ
が
い
ず
れ
も
早
期
退
職
者
の
多
さ
を
反
映
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
前
者
（
五
〇
年
代
前
半
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
み
た

よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
若
年
層
を
中
心
と
し
た
炭
磯
離
れ
が
生
じ
た
た
め
で
あ
り
、
後
者
（
六
〇
年
代
後
半
）
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
六
五

（
昭
四
〇
）
年
以
降
、
当
年
入
職
・
当
年
退
職
者
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
　
「
東
西
開
発
計
画
」
の
進
行
と
合
わ
せ
て
、
廃
棄



第15表（A）本磧員の入職年次別雇用期間
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第15表（B）本磯貝の入職年次別雇用期間（総括表）

－
常
磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
1

　　　年間

�E年 5 1～5 6～10 11＾15 16へ20 21～25 26～30 31～35 鰹40 41～ 計

1916～35 3 9 41 37 33 1 124

2．4 7．3 33．1 29．8 26．6 0．8 100．0

1936～40 16 27 65 97 176 381

4．2 7．1 17．1 25．5 46．2 100．0

1941～45 37 26 76 162 405 706

5．2 3．7 10．8 22．9 57．4 100．0

1946～50 110 聯 蜘 211 1，420 2，197

5．0 9．4 11．4 9．6 64．6 100．0

1951～55 4 100 45 63 謝 716

0．6 14．0 6．3 8．8 70．4 100．0

1956～60 1 29 36 249 315

0．3 9．2 11．4 79．0 100．0

1961～65 7 115 237 靭
1．9 32．0 66．0 100．0

1966～71 91 140 231

39．4 60．6 100．0

計 103 494 561 604 821 1，656 543 213 33 1 5，029

2．0 9．8 11．2 12．0 16．3 32．9 10．8 4．2 0．7 0．0 100．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

さ
れ
た
坑
道
・
切
羽
の
撤
収
（
回
収
）
作
業
が
大
規
模
化

し
、
こ
れ
に
か
な
り
の
新
規
採
用
者
が
動
員
さ
れ
る
と
と
も

に
、
か
つ
比
較
的
短
期
間
に
配
転
・
移
籍
さ
せ
ら
れ
、
あ
る

い
は
退
職
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大

閉
山
へ
の
鳴
動
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
1
5
表
・
第
1
6
表
は
入
職
年
次
別
・
退
職
年
次

別
の
雇
用
期
間
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
第
1
4
表
を
援

用
し
て
、
当
年
入
職
・
当
年
退
職
を
ゼ
ロ
年
と
し
、
当
年
入

職
・
翌
年
退
職
を
一
年
と
す
る
方
法
で
集
計
し
て
い
る
。
そ

も
そ
も
雇
用
期
間
は
、
本
来
は
入
職
年
月
日
と
退
職
年
月
日

の
間
の
正
確
な
期
間
と
し
て
集
計
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一

旦
は
そ
の
準
備
を
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
入

職
時
点
・
退
職
時
点
に
あ
い
ま
い
さ
が
あ
る
以
上
、
む
し
ろ

第
1
4
表
の
援
用
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
同

じ
く
雇
用
期
間
ゼ
ロ
年
で
も
、
当
日
～
一
年
未
満
の
ひ
ろ
が

り
が
あ
り
、
同
じ
く
雇
用
期
間
一
年
で
も
、
数
日
～
二
年
未

満
の
ぱ
ら
つ
き
が
あ
り
う
る
。
つ
ま
り
、
　
「
足
か
け
」
期
間



第16表砥）本磯貝の退職年次別雇用期間

－
常
磐
炭
碗
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
一

年間
0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 ％～30 31～35 缶～40 姐～ 計

退職年

1951 1 44 8 3 56
1952 3 32 15 6 56
1953 45 55 5 4 1 110

1954 41 66 5 4 3 1 120

1955 34 64 7 3 2 1 1 112

1956 1 9 20 3 4

5
下 1 41

1957 3 13 14 2 1 1 1 35

1958 2 6 13 6 3 1 31

1959 6 6 35 8 1 2 3 1 62
1960 14 12 74 9 16 11 7 143

ユ961 2 10 54 9 8 2 1 86

1962 5 10 38 36 8 2 2 1 102

1963 2 17 78 179 44 41 5 2 珊1964 2 4 6

1965 7 1 5 11 7 3 6 1 41

1966 21 28 1 5 4 1 1 61

1967 8 14 3 3 14 9 8 1 60

1968 9 39 30 19 18 25 5 2 1 148

1969 13 26 12 5 17 25 3 3 1〔嵐

1970 39 125 169 108 193 582 264 142 16 1 1，639

嵩

1971 1 22 39 121 299 922 191 45 8 1，648

計 103 494 561 604 821 1，656 543 213 33 1 5，029

第16表⑧　本磯員の退職年次別雇用期間（総括表）

四
七

　　年蘭

ﾞ職
0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～25 26～30 31～35 訪～《〕 41～ 計

1951～55

P956～60

P961～65

P966～70

@1971

　4
O．9

@1
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@7
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@34
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�
P
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．
5
　
2
2
1
．
3
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@57
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@42
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Q15
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　26
T．7

P39
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P83
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P35
U．7

P21

V．3

　11
Q．4

@29
X．3

b
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0
2
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1
2
．
3
㎜
1
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．
1

　5
P．1

@21
U．7

@63
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U45
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X22
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　3
O．7

@17
T．4

@51
W．5

Q81
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13

S．2

@7
P．2

P48

V．4
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O．2
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@8
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　1
O．0

姻
1
0
0
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0
　
3
1
2
1
0
0
．
0
　
6
0
3
1
U
O
．
0
2
，
0
1
2
1
0
0
．
0
1
，
6
4
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1
0
0
．
0

計 103

Q．0

姻
9
．
8
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P1．2

604
P2．0

821

P6．3

1，656

R2．9

脚
1
0
．
8
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S．2

33
O．7

　1
O．0
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－
常
磐
炭
硝
現
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

（
足
掛
け
年
数
マ
イ
ナ
ス
一
年
）
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
る
実
雇
用
期
間
と
の
ズ
レ
、
あ
る
い
は
逆
転
と
い
う
矛
盾
を
と
も
な
う
こ
と
に
な

る
。
■
し
か
し
、
も
と
も
と
不
明
確
さ
を
と
も
な
う
始
期
と
終
期
の
間
の
測
定
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
ル
ー
ズ
な
測
定
基
準
も
ま
た
有

効
な
方
法
と
判
断
し
う
る
し
、
大
量
平
均
的
に
は
満
期
間
に
近
い
数
値
が
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
入
職
年
次
を
基
準
と
し
た
第
1
5
表
に

つ
い
て
は
、
そ
の
性
格
上
、
諸
数
値
が
二
本
の
斜
線
の
間
に
の
み
表
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
三
表
に
つ
い
て

は
、
入
職
年
次
と
入
職
時
年
齢
、
退
職
年
次
と
退
職
時
年
齢
、
中
途
退
職
者
の
動
向
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
大
閉
山
時
に
お
け
る
年
齢
構
成
等

々
が
諸
々
に
作
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
仔
細
な
分
析
は
こ
れ
ら
の
表
か
ら
は
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
第
1
5
表
か
ら
は
、
閉
山
・
全
員
解
雇
時
点
ま
で
勤
続
し
た
者
の
割
合
（
右
側
斜
線
に
接
す
る
雇
用
期
間
者
の
割
合
）
が
入
職
年

代
の
進
行
と
と
も
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
こ
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、
一
方
で
の
雇
用
期
間

ゼ
ロ
年
者
の
異
常
な
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ゼ
ロ
年
者
の
増
大
が
閉
山
直
前
期
の
混
乱
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
指
摘
し

た
。
ま
た
、
第
1
6
表
に
つ
い
て
は
、
そ
の
B
表
に
よ
る
構
成
比
の
ヤ
マ
が
、
五
〇
年
代
前
半
退
職
者
に
つ
い
て
は
雇
用
期
間
一
〇
年
ま
で
の
層

で
あ
り
、
こ
れ
以
後
は
退
職
年
代
と
と
も
に
五
年
ご
と
の
並
行
移
動
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
戦
後
四
〇
年
代
後
半
に
最
大
の
入

職
者
数
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
を
最
大
の
原
因
に
し
て
、
各
退
職
年
代
と
四
〇
年
代
後
半
と
の
間
の
年
数
差
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
退
職
年
代
に
つ
い

て
の
雇
用
期
間
の
ヤ
マ
を
形
成
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
以
上
が
本
礪
員
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
取
上
げ
え
た
諸
項
目
間
の
各
種
の
相
関
を
検
討
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
必
要
か
も
し
れ

な
い
。
た
と
え
ば
、
さ
き
に
提
起
さ
れ
た
職
歴
完
全
記
載
者
と
職
歴
不
完
全
記
載
者
と
の
比
較
に
関
連
し
た
、
学
歴
と
出
身
地
・
職
歴
記
載
状

況
・
職
業
経
験
・
退
職
理
由
等
々
と
の
相
関
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
採
用
年
次
が
半
世
紀
以
上
の
ば
ら
つ
き
を
示
し
、
そ
の
間
に

戦
争
を
は
さ
ん
だ
社
会
・
経
済
情
勢
の
大
変
動
を
経
過
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
各
項
目
を
全
期
間
に
わ
た
っ
て
一
括
し
て
比
較
す
る
の

は
妥
当
で
は
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
と
り
わ
け
入
職
時
点
に
関
連
す
る
諸
項
目
間
の
比
較
は
、
何
ら
か
の
時
期
区
分
を
と
も
な
っ
て
な
さ
れ
ね



ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
時
期
区
分
の
合
理
性
と
と
も
北
、

あ
た
り
の
成
算
は
期
待
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
自
身
の
一
層
の
正
確
さ
を
も
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、

さ
し

四
　
習
技
生
出
身
者

　
常
磐
炭
磧
に
は
、
そ
の
磧
員
養
成
機
関
と
し
て
の
「
常
磐
炭
磧
中
堅
磧
員
習
扱
所
」
が
、
　
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
七
月
～
六
〇
（
同

三
五
）
年
三
月
の
間
存
在
し
た
。
こ
の
習
扱
所
が
設
置
さ
れ
る
時
代
的
背
景
と
し
て
は
、
戦
後
の
石
炭
産
業
の
復
興
を
支
え
て
き
た
傾
斜
生
産

方
式
が
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
も
と
で
打
切
ら
れ
、
逆
に
石
炭
産
業
の
「
合
理
化
」
政
策
が
提
起
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
カ
ッ
ペ
採
炭

を
中
心
と
す
る
坑
内
機
械
化
・
近
代
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
手
地
場
資
本
炭
鉱
止
し
て
の
常
磐
炭
磧

は
、
新
し
い
機
械
採
炭
の
担
い
手
を
基
本
的
に
は
自
前
で
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
制
度
の
設
置
に
は
、
従
業
員
子
弟

に
た
い
す
る
就
職
対
策
を
か
ね
た
磧
員
確
保
や
長
期
的
な
磧
員
管
理
へ
の
布
石
（
経
営
家
族
主
義
．
一
山
一
家
思
想
の
涵
養
や
労
務
．
磧
員
間

の
巾
広
い
人
間
関
係
の
育
成
）
と
い
う
目
的
も
明
確
に
意
図
さ
れ
て
い
た
。

　
習
妓
生
に
は
、
中
卒
男
子
を
対
象
と
す
る
本
科
習
妓
生
と
、
高
卒
男
子
を
対
象
と
す
る
専
科
習
妓
生
が
あ
り
、
修
業
年
限
は
本
科
生
が
五
年
、

専
科
生
が
二
年
で
あ
っ
た
。
本
科
生
の
最
初
の
三
年
間
と
専
科
生
の
最
初
の
半
年
間
は
習
扱
所
に
お
い
て
教
育
を
行
な
い
　
（
在
所
習
妓
生
）
、

本
科
四
、
五
年
生
と
専
科
一
年
生
後
半
、
二
年
生
は
配
置
先
の
職
場
に
お
い
て
教
育
さ
れ
る
（
職
場
習
妓
生
）
。
各
磧
労
務
係
に
在
籍
す
る
在

所
習
技
生
は
、
中
央
習
技
所
（
磯
業
所
）
で
学
科
と
体
育
を
教
育
さ
れ
、
習
扱
所
分
所
（
各
礪
）
で
坑
外
実
習
を
う
け
る
。
一
方
、
職
場
習
妓

生
は
各
係
に
在
籍
し
て
現
場
作
業
の
実
習
を
う
け
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
満
一
八
才
ま
で
は
坑
内
労
働
が
許
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
間
に
基

礎
教
育
（
基
礎
学
科
・
齢
親
育
・
体
力
養
成
・
基
本
作
業
の
体
得
）
を
施
し
つ
つ
、
炭
鉱
労
働
の
機
械
化
．
近
代
化
に
対
応
し
う
る
忠
実
な
炭

鉱
マ
ン
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
二
〇
〇
〇
人
を
こ
え
る
習
妓
生
が
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
高
度
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1
常
磐
炭
磯
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

成
長
」
の
開
始
と
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
、
固
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
流
体
エ
ネ
ル
ギ
■
へ
と
い
う
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
本
格
化
に
よ
っ
て
、

石
炭
産
業
の
「
合
理
化
」
、
人
員
の
縮
小
が
は
じ
ま
り
、
習
彼
所
は
所
期
の
存
在
理
由
を
失
っ
て
六
〇
（
昭
三
五
）
年
三
月
に
は
閉
所
さ
れ
、

在
所
生
も
そ
の
時
点
で
様
々
に
処
置
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
炭
産
業
の
「
危
機
」
は
、
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
よ
り
一
層
の
「
合
理
化
」
・
機
械
化
を
要
請
し
、
そ
れ
に
対
処

し
う
る
人
材
の
確
保
を
必
要
と
し
た
。
こ
み
点
で
、
社
内
養
成
機
関
と
し
て
の
習
技
所
は
、
学
科
教
育
と
特
殊
炭
鉱
技
術
教
育
を
ふ
く
め
た
一

応
の
到
達
水
準
を
目
指
し
た
と
は
い
え
、
技
術
水
準
の
一
層
の
高
度
化
に
対
応
す
る
点
で
当
初
か
ら
一
定
の
限
界
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否

め
な
か
っ
た
。
さ
り
と
て
、
　
「
斜
陽
化
」
し
た
石
炭
産
業
に
新
し
い
技
能
を
も
っ
た
新
卒
労
働
力
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
も
実
際
上
困
難
で
あ

っ
た
。
・
そ
こ
で
、
六
五
（
昭
四
〇
）
年
に
は
、
平
工
業
高
校
と
の
「
産
学
提
携
」
　
（
技
能
修
得
と
学
歴
取
得
の
結
合
）
施
策
に
そ
っ
た
「
習

妓
生
」
制
度
が
復
活
し
た
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
本
科
生
（
中
卒
採
用
者
）
は
、
平
工
業
高
校
定
時
制
機
械
科
に
入
学
し
、
昼
は
職
場
で
の
基

礎
訓
練
を
ヶ
け
つ
つ
、
夜
間
の
四
年
制
課
程
に
通
学
し
た
。
た
だ
し
、
四
年
次
に
は
高
校
側
が
指
定
す
る
週
二
～
三
回
の
登
校
と
な
る
と
と
も

に
、
各
職
場
に
配
置
さ
れ
て
、
所
定
の
現
場
実
習
（
ニ
カ
年
）
を
う
け
た
。
ま
た
、
高
卒
採
用
者
か
ら
な
る
専
科
生
は
、
以
前
と
同
様
に
、
最

初
の
六
カ
月
を
坑
外
教
育
に
あ
て
、
そ
の
後
の
一
年
半
は
各
職
場
に
お
い
て
現
場
実
習
を
う
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
間
の
学
費
等
々
は
も
ち
ろ

ん
会
社
負
担
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
制
度
の
も
と
で
、
四
年
間
で
新
た
に
一
〇
〇
人
の
習
妓
生
が
採
用
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
制
度
は
、
さ
ら
に
六
九
（
昭
四
四
）
年
に
は
平
工
委
託
生
制
度
に
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
委
託
生
は
同
じ
く
定
時
制
機
械

科
に
入
学
し
、
最
初
の
三
カ
年
は
昼
間
課
程
に
通
学
し
、
四
年
次
に
は
夜
間
に
週
二
～
三
回
登
校
し
つ
つ
、
各
職
場
に
配
置
さ
れ
て
現
場
実
習

を
う
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
炭
鉱
機
械
技
術
の
高
度
化
に
対
応
し
た
養
成
水
準
の
引
上
げ
意
図
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、

大
手
炭
鉱
な
る
が
ゆ
え
に
可
能
な
制
度
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
大
閉
山
が
現
実
化
す
る
に
及
ん
で
、
こ
の
制
度
も
ま
た
ニ
カ
年

で
打
切
り
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
委
託
在
校
生
に
つ
い
て
は
、
社
内
的
な
教
官
（
労
務
職
員
）
も
配
置
し
つ
つ
、
七
四
（
昭
四
九
）
年
春
ま
で
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五
二

に
は
卒
業
さ
せ
る
と
い
う
事
後
措
置
も
と
ら
れ
た
。
委
託
生
は
ニ
カ
年
で
一
七
〇
人
が
採
用
さ
れ
た
。

　
以
上
が
習
妓
生
制
度
な
い
し
は
委
託
生
制
度
の
概
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
記
述
か
ら
み
て
も
、
同
じ
本
破
員
の
な
か
か
ら
習
技

生
出
身
者
を
別
置
し
た
理
由
を
こ
こ
で
改
め
て
論
ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
磧
員
カ
ー
ド
に
よ
り
つ
つ
、
習
妓
生
出
身
者

の
実
態
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
第
1
7
表
（
の
左
側
）
は
こ
の
間
の
習
妓
生
お
よ
び
委
託
生
の
全
体
的
な
採
用
数
・
職
場
配
置
数
・
卒
業
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
採

用
年
度
を
基
準
に
し
て
集
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
は
（
昭
和
）
年
号
表
示
で
表
わ
す
べ
き
で
あ
る
が
、
他
の
表
と
の
関
連
で
西
暦
表
示
と

し
た
。
ま
た
、
表
自
体
が
未
完
成
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
は
別
に
し
て
も
、
採
用
か
ら
職
場
配
置
、

さ
ら
に
卒
業
へ
と
す
す
む
間
に
、
一
定
の
脱
落
者
の
あ
る
こ
と
が
当
然
に
も
よ
み
と
れ
る
。
そ
の
一
部
は
本
磧
員
（
前
節
）
や
臨
時
磧
員
（
次

節
）
の
な
か
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
。
第
1
7
表
の
右
端
は
、
磧
員
カ
ー
ド
が
と
ら
え
た
習
技
生
出
身
者
の
採
用
者
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
左
側
の

関
連
数
値
と
比
較
す
る
と
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
三
分
の
一
程
度
が
こ
れ
ら
の
礪
員
カ
ー
ド
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
左

側
で
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
年
度
に
採
用
者
が
い
た
り
、
同
じ
く
左
側
で
の
数
値
を
こ
え
る
採
用
者
数
が
記
録
さ
れ
た
り
し
て
い

る
。
し
か
し
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
う
る
材
料
を
も
ち
あ
わ
せ
な
い
の
で
、
磧
員
カ
ー
ド
に
記
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
事
実

と
し
て
先
に
す
す
む
こ
と
に
す
る
。

　
そ
こ
で
、
前
節
と
の
対
応
か
ら
す
れ
ば
、
月
別
採
用
者
数
、
出
身
地
、
採
用
時
年
齢
、
学
歴
な
ど
が
次
の
検
討
項
目
と
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
制
度
が
学
年
制
を
と
り
、
ま
た
、
習
妓
生
が
基
本
的
に
は
従
業
員
子
弟
の
中
卒
者
な
い
し
は
高
卒
者
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

項
目
を
あ
え
て
集
計
す
る
意
味
は
な
い
。
つ
ま
り
、
当
初
の
七
月
開
所
分
と
そ
の
後
の
ご
く
例
外
的
な
途
中
入
所
者
を
の
ぞ
け
ば
、
基
本
的
に

は
四
月
採
用
が
一
般
的
で
あ
り
、
出
身
地
は
も
ち
ろ
ん
地
元
で
あ
り
、
そ
の
採
用
時
年
齢
は
、
若
干
の
過
年
度
卒
業
者
を
別
に
す
れ
ば
、
本
科

生
は
一
五
才
、
専
科
生
は
一
八
才
で
あ
り
、
そ
し
て
学
歴
は
新
中
卒
（
本
科
生
）
な
い
し
は
新
高
卒
（
専
科
生
）
で
あ
る
。
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ま
た
・
第
嚢
に
み
る
よ
う
に
・
採
用
（
入
所
）
前
の
職
業
経
験
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
卒
採
用
者
の
た
め
に
、
職
業
経
験
な

し
者
が
圧
倒
的
で
あ
る
・
た
だ
し
、
五
一
（
昭
三
ハ
）
年
の
本
科
生
に
つ
い
て
は
、
新
卒
者
が
六
・
名
に
す
ぎ
ず
、
制
度
新
設
初
年
度
の
通
例

と
し
て
毎
年
肇
薯
が
多
数
を
占
め
て
い
る
．
ま
た
、
こ
の
習
妓
生
制
度
の
開
繋
七
月
に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
職
業
経

験
な
し
者
が
さ
ら
に
押
し
下
げ
ら
れ
て
い
る
．
そ
の
点
で
は
、
五
二
（
昭
二
七
）
年
の
専
科
生
の
九
・
％
近
く
が
新
卒
者
で
あ
り
、
そ
の
他
全

体
と
し
て
過
年
度
卒
業
者
藤
業
経
験
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
．
そ
の
た
め
、
こ
鷲
の
職
業
経
験
の
喫
芝
毒
立
入
る
こ
と
は
あ
え
て

必
要
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
前
節
と
は
別
に
』
其
他
家
族
状
況
」
欄
か
ら
習
技
生
の
父
兄
を
み
た
の
が
箆
毒
あ
る
．
こ
こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
第
一

に
・
本
科
生
の
父
兄
で
議
員
の
比
黍
高
く
て
職
員
の
比
率
が
低
い
の
髪
℃
、
専
科
生
の
父
兄
で
は
逆
に
膿
員
の
比
率
が
低
く
て
職
員

の
比
率
が
豪
こ
と
で
あ
る
・
そ
し
て
』
あ
簡
は
五
・
年
岱
も
六
・
年
岱
異
通
し
て
い
る
．
こ
れ
は
、
醤
と
職
員
の
収
入
崖

活
水
準
・
自
身
の
学
歴
享
弟
教
育
へ
の
愚
髪
ど
が
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
．
第
二
に
、
父
兄
に
し
め
る
常
磐
羅
従
業
員

（
賢
プ
ラ
ス
職
員
）
の
割
合
で
あ
る
．
習
扱
所
の
規
定
で
は
、
従
業
員
の
子
弟
が
採
用
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
五
。
年
岱
つ
い
て
も

本
科
生
の
6
％
程
度
と
専
科
生
の
相
当
割
合
葬
従
業
員
の
子
弟
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
．
さ
し
あ
た
り
、
木
表
で
は
「
そ
の
他
」
葬
従

業
員
を
示
し
て
い
る
の
で
・
と
く
旨
科
生
の
父
兄
の
な
窪
し
め
る
非
従
業
員
の
割
合
が
五
・
年
岱
も
か
督
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
・
し
か
し
・
多
数
の
「
不
明
」
（
記
馨
し
）
者
変
る
た
め
、
実
態
が
必
ず
し
も
＋
分
明
ら
か
で
は
な
い
．
同
時
に
、
六
。
年
岱
つ

い
て
は
・
本
科
生
の
相
当
部
分
も
ま
た
非
従
業
墨
磨
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
．
し
た
が
っ
て
、
習
整
の
雇
用
牛
ト
（
紹
介

者
）
に
つ
い
て
綾
員
㌘
芝
竺
切
記
馨
れ
て
は
い
蕊
が
、
お
そ
ら
く
従
業
皇
弟
に
つ
い
て
は
「
縁
故
」
が
展
的
で
あ
り
、
非

従
業
員
の
子
弟
に
つ
い
て
は
「
学
校
」
　
（
へ
の
照
会
に
よ
る
進
路
指
導
）
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

ま
た
・
第
2
・
壽
よ
っ
て
家
族
の
な
か
で
の
習
笙
の
地
位
を
み
る
と
、
本
科
生
で
は
次
一
二
男
の
割
合
が
高
く
、
五
。
年
岱
六
。
年
代
も
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第21表　習技生出身者の年次別・月別退職者数

退職月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

退職年

1951
1952

2 2
1953

1 2 1 6
1954
P955 2

2
1 3 5 5 1 1 2 1 21

1956
P957

P958
P959
P960

1
2
1 2
6

1
1
1
2

1
　
1
4
2
1

1
　
1
　
1
3
0

　1

P1 1
2

2
　
1
　
2
2
1

　1

@1

@3

R4

1
1
2
2
6

1
1
5
1

2
2
2

　7

@8
P5

P7

P36

1961
P962

P963
2
1
1

　1

R
2
8

11

Q

牛’

1
1

3
1
2

3
3
1

1
2
1

3
4

7
3
3

2
5
1
1

4
4

1
2
1

25

R1

T2

1964
2 1 23 26

1965

1966
P967

P968
P969
P970

1
1
6
3

2
5
1
3

3
1
2
5

4
5

4
つ
一
7
2
2

1
5
2
6
7

324

3
2
2
1
9
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ほ
ぼ
同
じ
割
合
を
示
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
専
科
生
で
は
長
男
の
割
合
突
き
く
、
し
か
も
そ
の
比
率
は
明
ら
か
に
増
大
し
て
い
る
・
こ
れ

は
、
前
表
の
父
兄
区
分
と
も
関
連
し
て
、
本
科
生
の
家
庭
は
賢
家
庭
が
多
く
、
そ
こ
で
竿
供
数
が
多
く
て
』
次
三
男
が
）
睾
未
科

生
の
道
を
た
ど
る
確
率
が
高
く
、
一
方
、
専
科
生
の
家
庭
で
は
職
員
家
庭
が
多
く
、
そ
こ
で
竿
供
繁
少
な
く
』
し
た
が
っ
て
長
男
な
い

し
は
一
人
息
子
が
）
高
卒
一
轟
生
の
道
を
た
ど
る
確
率
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
．
こ
れ
毒
認
す
る
た
め
堤
籍
表
と
第

2。

¥
と
の
爵
を
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
両
方
に
か
な
り
の
「
不
明
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
髪
と
し
て
掲
げ
る
の
を
控
え
た
い
・

次
に
、
習
妓
生
出
身
者
の
退
職
面
の
検
討
に
う
つ
ろ
う
．
第
嚢
は
、
習
妓
生
出
身
者
全
体
の
年
次
別
月
別
巖
者
数
で
あ
る
が
・
数
字

が
非
常
に
分
散
す
る
の
で
、
本
妻
の
み
本
科
生
．
専
科
生
の
区
別
を
省
略
し
た
．
前
節
の
一
般
本
賢
島
様
に
ど
こ
ξ
退
職
年
月
緩

汎
な
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
や
は
り
特
定
年
月
へ
の
集
中
が
み
ら
れ
る
．
ま
ず
、
六
・
（
昭
三
五
）
年
三
月
暑
技
所
が
閉
所
さ
れ
て

後
、
そ
の
事
後
措
置
を
も
兼
ね
て
、
他
企
業
（
日
立
工
機
・
日
本
電
気
な
ど
）
へ
の
倉
放
崇
行
な
わ
れ
て
い
る
・
ま
た
』
の
年
一
。
月

に
は
常
磐
開
発
が
設
立
さ
れ
、
習
技
生
出
身
者
も
か
な
り
移
籍
し
た
こ
と
が
本
素
ら
う
か
が
え
る
・
同
様
に
・
六
三
（
昭
三
八
）
年
二
月
の

数
字
は
翌
月
の
常
磐
製
作
所
の
独
立
饒
連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
習
技
生
出
薯
の
年
齢
構
成
か
ら
い
っ
直
前
節
で
み
た
ア
』

の
時
期
の
繰
上
げ
定
年
（
退
職
鍵
）
等
々
に
は
無
関
係
な
こ
と
馨
ち
ろ
ん
で
あ
る
．
ま
た
、
六
五
（
昭
四
・
）
年
一
二
月
の
拳
は
翌
年

一
月
の
轟
ハ
ワ
イ
ア
ン
．
セ
ン
タ
丈
常
磐
湯
本
温
轟
光
）
の
営
業
開
始
歯
通
し
て
い
る
．
そ
し
て
・
七
。
（
署
五
）
年
七
月
お
よ

び
同
年
末
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
前
節
の
場
合
と
全
く
同
様
に
数
字
の
い
た
ず
ら
（
記
載
途
絶
な
い
し
系
列
会
社
．
旛
へ
の
移
籍
・
配
転
）

で
あ
り
、
実
際
は
そ
の
相
当
部
分
が
翌
年
四
月
二
九
日
の
大
閉
山
に
か
か
わ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
．
し
た
が
っ
て
・
七
一
（
囲
六
）
年
の

数
字
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
、
一
一
一
口
及
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
一
言
す
れ
ば
、
こ
の
最
後
の
ニ
カ
年
の
退
馨
数
約
五
。
。
人
を
前
節

で
の
同
様
の
退
職
者
数
に
加
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
萱
タ
ド
は
、
大
閉
山
時
に
お
け
る
本
警
在
籍
数
の
爆
九
易
は
お
さ
え
て
い
た
で
・

あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
六
〇
年
代
中
葉
の
空
白
に
つ
い
て
も
、
前
節
と
全
く
同
じ
事
情
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
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第
襲
は
退
職
時
年
齢
で
あ
る
・
習
整
制
度
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
、
全
体
と
し
て
本
科
缶
薯
の
退
職
時
年
齢
の
方
が
低
く
な
っ
て

い
る
・
建
と
り
わ
け
六
。
（
昭
三
五
）
年
に
つ
い
て
若
年
退
繋
目
音
の
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
習
技
所
の
閉
所
に
関
連
し
た
人

員
の
放
出
に
つ
い
て
・
相
手
企
業
か
ら
も
と
－
に
若
年
者
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
習
妓
生
（
出
身
者
）
が
全
体

と
し
て
い
ま
だ
若
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
窺
大
閉
山
時
に
お
け
る
習
技
生
出
身
者
の
年
齢
階
層
が
、
本
科
生
出
身
者
で
は
一
二
。
代

前
者
轟
缶
身
者
で
は
三
・
代
後
半
層
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
数
字
の
え
う
か
ら
も
再
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
．

第
巽
は
翼
聾
者
の
退
職
理
由
で
あ
3
削
節
の
場
合
と
は
ち
が
っ
て
、
い
ま
だ
定
年
年
齢
に
は
達
し
な
い
の
で
、
「
定
年
」
を
除

外
し
た
ほ
か
・
「
逃
亡
」
も
存
在
し
な
か
っ
た
・
こ
こ
で
第
扇
ら
か
な
の
は
、
「
会
塾
・
」
の
大
き
さ
で
あ
る
．
卜
』
れ
に
つ
い
て
は
す

で
に
言
及
し
て
き
た
こ
と
で
箋
が
・
山
ハ
・
（
昭
三
年
に
は
習
技
所
の
閉
所
処
理
と
も
関
連
し
た
他
企
業
へ
の
人
員
放
出
と
常
磐
開
発

の
設
立
に
か
ら
む
移
籍
が
行
な
詫
六
三
（
昭
三
八
）
に
は
塞
製
作
所
の
自
立
、
六
六
（
昭
四
一
）
年
年
初
に
は
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
．
セ

ン
タ
ー
（
常
簿
本
曇
観
光
）
の
営
業
開
始
・
七
・
（
昭
四
五
）
集
に
は
福
暴
境
簾
セ
ン
タ
ー
（
F
K
c
）
や
憂
裏
工
事
の
設

立
裟
こ
れ
ら
の
系
列
会
社
笑
量
の
移
漿
行
な
わ
れ
て
い
る
．
第
二
に
、
「
指
導
退
職
」
琵
較
的
黒
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
・
こ
の
場
合
も
』
虚
弱
」
な
ど
の
身
体
的
要
因
が
付
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
葦
退
職
の
主
要
な
理

由
で
あ
っ
た
こ
と
・
建
習
笙
採
用
か
蟻
配
置
・
卒
業
に
至
る
間
の
人
数
の
減
少
の
主
要
な
要
因
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
第
三
に
』
昌
都
合
」
も
ま
た
か
　
の
割
合
を
占
め
て
い
…
で
あ
る
．
こ
の
点
を
前
節
の
一
撃
礪
員
と
単
純
比
較
す
る
こ

高
年
齢
構
肇
々
の
ち
が
い
も
あ
る
の
で
・
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
が
、
や
は
り
習
妓
生
出
身
者
の
相
対
的
な
若
さ
と
籠
水
準
の
高

さ
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
な
「
つ
ぶ
し
」
の
き
き
方
の
ち
が
泥
よ
っ
て
、
「
皇
都
合
」
に
よ
る
退
職
”
転
職
が
高
く
表
わ
れ
て
い
る
か
に

み
え
る
・
し
か
し
』
つ
ぶ
し
」
霜
対
的
に
よ
く
き
く
は
ず
の
墓
者
善
科
生
（
出
塁
の
方
が
「
昌
都
合
速
撃
で
は
む
し
ろ

低
く
な
っ
て
い
る
の
は
・
低
学
歴
－
高
流
謹
と
い
う
労
働
市
場
の
盤
向
が
こ
こ
に
も
表
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
．
第
四
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磐
炭
磧
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
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に
、
や
は
り
七
。
（
昭
四
五
）
年
に
お
け
る
「
不
明
」
の
多
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
七
月
昇
給
記
載
後
の
記
載
途
絶
で
あ
る
こ
と
も
・

前
節
と
全
く
同
様
で
あ
る
．
ま
た
、
こ
の
「
盃
」
の
ほ
と
ん
ど
と
「
会
社
都
合
」
の
一
定
部
分
と
が
・
実
謄
は
翌
年
の
大
閉
山
鷺
お
い

て
退
職
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
同
様
で
あ
る
．
第
五
に
、
死
亡
に
つ
い
て
は
、
五
・
年
代
の
四
人
が
労
饗
害
（
落
髪
ど
）
に
よ
る
ほ
か
・

そ
の
他
は
「
私
症
」
、
通
勤
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
．
た
だ
し
、
本
賢
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
莫
閉
山
を
前
に
し
た
雇
員
へ
の
登
用

は
こ
こ
で
は
よ
み
と
れ
な
か
っ
た
。

次
に
、
前
節
に
従
え
ば
、
退
職
時
年
齢
（
蕩
表
）
と
退
職
理
由
（
第
2
3
表
）
と
の
相
関
が
問
題
と
な
る
が
・
習
笙
出
身
者
が
全
体
と
し

て
四
。
才
以
下
で
大
閉
山
を
迎
え
た
こ
と
、
習
整
婁
託
生
が
い
毒
そ
の
震
途
走
閉
所
や
大
閉
山
を
迎
え
る
な
ど
の
大
き
蕊
乱
要

因
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
本
科
生
と
専
科
生
の
ち
が
い
や
、
五
・
年
代
と
六
・
年
代
後
半
と
い
う
採
用
者
群
の
時
期
的
差
暴
大
き
い
こ

と
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
相
関
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
は
必
ず
し
も
蕩
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
．
そ
の
上
で
一
言
す
れ
ば
・
五
。
年
装
用

者
に
つ
い
て
は
、
若
年
者
に
つ
い
て
の
「
指
導
退
職
」
と
「
会
社
都
合
」
（
会
碁
鱈
よ
る
他
企
業
へ
の
転
職
）
が
と
く
旨
立
つ
こ
と
で

あ
り
、
六
。
年
代
後
半
採
用
者
（
つ
ま
菩
年
者
）
に
つ
い
て
は
「
会
社
都
合
」
と
「
皇
都
合
」
が
目
に
つ
く
こ
と
で
あ
る
・
逢
「
不

明
」
は
全
年
齢
層
に
み
ら
れ
る
。

第
袈
は
入
職
年
．
退
職
年
の
連
関
で
あ
る
．
こ
こ
ξ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
入
職
者
が
、
大
閉
山
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
年
に
退
職

者
（
ま
た
は
転
出
者
）
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
．
た
だ
し
、
六
四
（
昭
三
九
）
年
に
退
職
者
の
嚢
が
な
い
こ
と
の
背
嚢
由
は
す
で

に
指
摘
し
た
．
ま
た
本
妻
（
下
段
）
で
は
、
入
職
者
数
と
退
職
者
数
の
累
計
比
較
を
行
な
っ
た
・
こ
れ
に
よ
る
と
・
差
引
在
籍
者
の
デ
ク
は

五
。
年
袋
半
の
約
七
五
・
人
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
養
成
途
上
の
習
技
生
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
・
し
た
が
っ
て
』
応
の
中
堅
賢

（
卒
業
在
薯
）
は
苫
ぜ
い
五
8
人
程
度
と
い
・
つ
こ
と
髪
る
．
た
だ
し
、
蟹
7
ド
が
習
技
生
出
身
者
の
お
よ
そ
三
分
の
τ
か
把

え
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
中
堅
賢
は
計
算
上
一
吾
・
人
程
露
な
る
．
し
か
し
同
時
に
、
習
妓
生
出
身
者
は
「
別
途
独
立
部
門
」



の
一
つ
で
あ
る
常
磐
製
作
所
に
も
当
初
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
茨
城
磧
業
所
も
ふ
く
め
た
石
炭
部
門
へ
の
直
接
の
配
置
数
は
割
引
か
れ

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
表
に
か
ぎ
っ
て
も
、
六
〇
年
代
末
ま
で
の
一
〇
年
間
は
と
も
か
く
も
こ
の
五
〇
〇
人
と
い
う
水
準
を
維
持
し
て
い
る

か
に
み
え
る
が
、
六
〇
年
代
後
半
に
新
た
に
受
入
れ
た
習
妓
生
や
委
託
生
（
い
ま
だ
養
成
途
上
に
あ
る
）
を
差
引
け
ば
、
中
堅
磧
員
（
習
技
生

出
身
の
在
籍
者
）
の
漸
減
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
間
、
習
妓
生
出
身
者
が
磧
員
全
体
の
少
な
く
と
も
一
〇
％
台
を
占
め
て

き
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
習
妓
生
出
身
者
が
石
炭
産
業
の
機
械
化
・
近
代
化
に
い
か
ほ
ど
対
応
し
え
た
か
は
、
す
で
に
前
節
以
来
の
検
討
課
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
さ
ら
に
技
術
系
職
員
（
技
師
・
技
師
補
・
技
手
・
技
手
補
）
が
お
り
、
一
般
磧
員
の
な
か
に
も
相
応
の
技
能
水
準
を

有
す
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
さ
し
あ
た
り
必
要
な
人
材
は
一
応
確
保
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
．

石
炭
産
業
「
斜
陽
化
」
以
後
は
、
鉱
山
学
や
機
械
工
学
を
学
ん
だ
若
手
の
専
門
技
術
者
を
新
た
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
・

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
現
世
代
に
よ
る
技
術
的
対
応
は
可
能
で
あ
れ
、
技
術
陣
の
世
代
交
替
ま
で
は
あ
る
い
は
展
望
し
え
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
検
証
す
る
材
料
は
さ
し
あ
た
り
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
、
本
稿
の
課
題
を
こ
え
る
も
の
で
も
あ
ろ

う
。　

第
2
5
表
・
第
2
6
表
は
、
入
職
年
次
別
・
退
職
年
次
別
の
雇
用
期
間
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
前
節
と
同
様
に
、
第
2
4
表
を
援
用
し
て
、

当
年
入
職
・
当
年
退
職
を
ゼ
ロ
年
、
当
年
入
職
・
翌
年
退
職
を
一
年
と
す
る
方
法
で
集
計
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
雇
用
期
間
が
二
〇
年
以
内

に
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
は
事
の
経
緯
か
ら
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
入
職
年
次
別
に
み
る
と
、
第
一
に
、
雇
用
期
間
が
五
年
以
下
と
一

六
～
二
〇
年
に
片
寄
り
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
六
〇
年
代
後
半
採
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
、
六
〇
（
昭
三
五
）
年
の
習
技
所
閉
所
後
に
他
企
業
へ
の
就
職
斡
旋
に
よ
っ
て
か
な
り
の
若
年
者
を
放
出
し
た
こ
と
が
大
き
く
原
因

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
は
、
五
〇
年
代
に
お
け
る
「
指
導
退
職
」
が
若
年
者
の
早
期
退
職
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
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い
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
大
閉
山
に
よ
る
解
雇
示
も
っ
ぱ
ら
の
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
六
〇
年
代
後
半
採
用
者

に
雇
用
期
間
ゼ
ロ
年
（
当
年
採
用
・
当
年
退
職
）
者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
七
〇
（
昭
四
五
）
年
の
二
〇
人
も
ふ
く
め
て
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
「
自
己
都
合
」
退
職
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
が
本
科
生
（
委
託
生
）
に
集
中
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
炭
産
業
の
先
行
き
不
安

が
、
会
社
負
担
に
よ
る
高
校
通
学
を
も
放
棄
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
第
三
に
、
そ
の
他
の
中
途
退
職
者
の
ヤ
マ
が
い
く
つ
か
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
系
列
会
社
の
設
立
に
と
も
な
う
移
籍
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
退
職
年
次
別
雇
用
期
間
の
方

か
ら
も
十
分
よ
み
と
れ
よ
う
。

　
そ
し
て
、
習
妓
生
出
身
者
の
場
合
も
、
さ
ら
に
諸
項
目
間
の
相
関
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
や
特
徴
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
種
の
相
関
を
み
る
場
合
、
そ
の
背
後
に
あ
る
基
本
条
件
が
多
分
に
均
質
で
な
け
れ
ば
、
え
ら
れ
た
結
果
は
む
し
ろ

認
識
を
誤
ま
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
は
、
本
科
生
と
専
科
生
の
ち
が
い
、
五
〇
年
代
の
習
妓
生
と
六
〇
年
代
後
半
の
習
妓
生

・
委
託
生
の
ち
が
い
、
さ
ら
に
は
、
石
炭
産
業
を
ふ
く
め
た
経
済
的
・
社
会
的
な
情
況
の
変
化
等
々
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
、
本
節
で
の
分
析
は
、
さ
し
あ
た
り
以
上
の
よ
う
な
主
と
し
て
第
一
次
的
な
集
計
分
析
の
範
囲
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

五
　
臨
時
破
員

　
最
後
に
、
臨
時
磧
員
を
検
討
す
る
。
臨
時
礪
員
は
季
節
臓
員
（
季
節
夫
）
と
短
期
磧
員
と
か
ら
な
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
社
内
季
節
夫
（
季

節
磧
員
）
・
社
外
季
節
夫
（
季
節
磧
員
）
あ
る
い
は
社
内
短
期
磧
員
・
社
外
短
期
磧
員
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
季
節
磧
員
（
季
節
夫
）

は
、
主
と
し
て
東
北
一
円
の
農
村
部
か
ら
の
農
閑
期
出
稼
ぎ
を
主
た
る
供
給
源
と
し
、
雇
用
期
間
は
六
ヵ
月
（
失
業
保
険
受
給
の
た
め
の
最
低

条
件
）
を
一
応
の
目
安
に
し
て
い
た
。
こ
れ
が
社
外
季
節
夫
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
会
社
の
管
理
す
る
炭
住
に
住
む
本
礪
員
の
子
弟
．
（
目
下



無
職
の
）
か
ら
も
若
干
の
季
節
磧
員
（
季
節
夫
）
が
供
給
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
社
内
季
節
夫
で
あ
る
。
季
節
礪
員
は
五
〇
年
代
に
お
け
る
臨
時

磧
員
の
主
要
な
形
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
高
度
成
長
」
開
始
期
ま
で
の
労
働
市
場
に
お
け
る
需
給
要
因
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
出
稼
ぎ
型
臨

時
雇
用
の
一
つ
の
典
型
的
な
す
が
た
を
な
し
て
い
た
。
他
方
で
、
通
常
は
一
年
を
単
位
に
雇
用
さ
れ
る
短
期
磧
員
は
、
六
〇
年
代
に
入
っ
て
農

村
部
か
ら
の
季
節
磧
員
の
供
給
が
事
実
上
途
絶
す
る
に
及
ん
で
、
臨
時
磧
員
の
も
っ
ぱ
ら
の
形
態
と
な
っ
た
。
短
期
礪
員
の
場
合
に
は
、
そ
の

通
年
雇
用
的
性
格
の
た
め
に
、
地
方
農
村
部
か
ら
の
出
稼
ぎ
的
就
労
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
主
と
し
て
地
元
労
働
市
場
か
ら
供
給
さ
れ
た
。
そ

の
な
か
に
は
、
一
般
失
業
者
・
求
職
者
の
ほ
か
、
閉
山
し
た
周
辺
中
小
炭
鉱
の
離
職
者
な
ど
が
お
り
、
こ
う
し
た
社
外
短
期
礪
員
と
は
別
に
、

い
わ
ゆ
る
社
内
短
期
磯
貝
（
礪
員
の
子
弟
・
縁
者
）
も
若
干
で
は
あ
れ
存
在
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
節
で
取
扱
う
臨
時
畷
員
は
、
こ
う
し
た
臨
時
磧
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
と
し
て
退
職
し
た
者
約
一
九
〇
〇
人
と
、

臨
時
磯
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
後
に
本
畷
員
（
ま
た
は
雇
員
）
に
登
用
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
時
点
で
記
録
が
途
絶
え
て
い
る
者
（
そ
の
意
味
で

は
事
実
上
臨
時
磧
員
と
し
て
の
記
録
し
か
残
っ
て
い
な
い
者
）
約
二
〇
〇
人
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
間
歇
的
雇
用
の
ゆ
え
に
同

一
人
物
が
数
度
に
わ
た
っ
て
別
個
の
磧
員
カ
ー
ド
を
も
っ
て
登
場
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
同
一
人
物
が
（
臨
時
磯
員
か
ら
の
直
接

的
な
本
磧
員
登
用
で
あ
れ
、
一
旦
退
職
し
た
あ
と
の
一
定
期
間
後
の
本
磧
員
採
用
で
あ
れ
）
臨
時
磯
員
と
本
磧
員
の
両
方
に
別
個
に
登
場
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
種
の
重
複
に
つ
い
て
の
検
索
は
あ
え
て
行
な
わ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
前
々
節
で
の
本
磧
員
に
ふ
く
め
て
取
扱
っ
た
臨
時
磯
員
経
由
本
磯
員
（
の
臨
時
磯
員
関
係
部
分
）
を
本
節
に
再
生
さ
せ
て
全
体
と

し
て
の
臨
時
磧
員
を
分
析
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
純
粋
な
臨
時
磧
員
と
本
磧
員
化
さ
れ
る
臨
時
磧
員
と
を
峻
別
し
て
両
者
の
相
違
性
と
共
通

性
を
析
出
す
る
と
か
、
が
問
題
の
枠
組
設
定
と
し
て
は
当
然
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
磧
員
カ
ー
ド
の
記
録
そ
の

も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
集
積
度
（
か
の
畷
業
所
火
災
に
よ
る
磧
員
カ
ー
ド
焼
失
の
影
響
は
短
期
雇
用
者
た
る
臨
時
磧
員
に
も
っ
と
も
大
き
く

表
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
）
、
管
理
、
記
載
方
法
な
ど
に
多
分
の
不
整
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
知
で
各
種
の
集
計
値
を
深
追
い
す
る
こ
と
は
、
大
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七
〇

い
な
る
ジ
レ
ン
マ
に
陥
い
る
可
能
性
の
方
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
臨
時
磧
員
か
ら
の
本
臓
員
登
用
に
つ
い
て
は
、
石
炭
市
場
の
動
向
な

ど
を
も
背
景
と
し
た
そ
の
時
ど
き
の
本
磧
員
需
要
に
よ
っ
て
お
り
、
せ
い
ぜ
い
「
成
績
優
秀
」
と
「
身
体
強
健
」
、
そ
し
て
季
節
礪
員
の
場
合

に
は
脱
農
・
現
地
移
住
の
可
否
が
問
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
で
は
、
あ
え
て
そ
う
し
た
厄
介
な
枠
組
を

設
定
す
る
こ
と
な
く
、
以
上
の
二
節
（
と
り
わ
け
前
々
節
）
で
は
取
扱
い
え
な
か
っ
た
「
臨
時
磧
員
」
の
み
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し

た
。　

な
お
本
節
で
は
、
全
て
の
集
計
項
目
に
つ
い
て
、
年
次
別
集
計
と
出
身
地
別
集
計
の
二
重
集
計
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
取
扱
わ
れ
て

い
る
臨
時
磧
員
は
、
五
〇
年
代
に
つ
い
て
は
季
節
礪
員
（
た
だ
し
そ
の
後
半
期
に
は
そ
の
ま
ま
で
同
時
に
短
期
破
員
扱
い
さ
れ
て
い
る
者
も
多

く
な
る
が
）
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
短
期
磧
員
と
し
て
概
括
し
う
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
お
き
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
臨
時
磧
員

分
析
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
、
あ
る
い
は
季
節
畷
員
と
短
期
磧
員
を
最
初
か
ら
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
（
場

合
に
よ
っ
て
は
節
を
改
め
て
）
分
析
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
え
な
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
と
く
に
後
者
の
区
別
に
つ
い
て

は
、
と
り
わ
け
五
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
一
部
不
明
な
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
う
困
難
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
れ
も
ま
た
各
磧
別
の
醸
員
管

理
の
な
せ
る
わ
ざ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
か
ぎ
ら
ず
、
厳
密
な
方
法
の
追
求
が
資
料
（
醸
員
カ
ー
ド
）
自
体
の
あ
い
ま
い
さ
に
よ
っ
て

阻
止
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
別
に
し
て
も
、
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
、
そ
し
て
季
節
磧
員
と
短
期
磧

員
と
の
特
徴
的
差
異
は
、
本
節
で
の
以
下
の
行
論
に
お
い
て
も
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
峻
別
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
む

し
ろ
細
分
化
し
す
ぎ
る
こ
と
の
否
定
面
を
こ
そ
大
き
く
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
本
磧
員
（
前
々
節
）
や
習
妓
生

出
身
者
（
前
節
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
第
2
7
表
は
臨
時
礪
員
の
年
次
別
・
月
別
新
規
採
用
者
数
で
あ
る
。
磧
員
カ
ー
ド
の
全
体
的
な
集
積
度
が
さ
し
あ
た
り
不
明
の
た
め
に

断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
五
〇
年
代
中
葉
と
末
に
か
け
て
の
欠
落
（
お
そ
ら
く
は
資
料
の
欠
落
の
た
め
で
あ
ろ
う
）
と
、
そ
の
間
の
大
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一
常
磐
炭
硬
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

量
採
用
が
ま
ず
目
に
つ
く
。
こ
の
大
量
採
用
は
当
時
の
本
礪
員
採
用
数
（
第
1
表
）
よ
り
も
多
く
、
ま
た
、
六
〇
年
代
の
臨
時
磧
員
採
用
総
数

よ
り
も
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
臨
時
磧
員
が
主
と
し
て
就
労
期
間
の
短
い
季
節
磯
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
し
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
一
人
あ
た
り
就
労
日
数
の
相
対
的
な
少
な
さ
は
、
そ
の
臨
時
破
員
に
よ
る
労
働
量
を
そ
の
延
人
数
ほ
ど
に
大
き
く
は

し
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
農
村
部
か
ら
の
季
節
磧
員
の
場
合
、
秋
の
収
穫
期
を
終
え
て
九
月
後
半
か
ら
年
末
に
か
け
て
来
山
し
、

そ
れ
に
見
合
っ
て
六
ヵ
月
後
の
三
月
末
か
ら
五
月
．
こ
ろ
ま
で
に
離
山
す
る
の
が
一
つ
の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
農
作
業
が
比
較
的
手
す
き
に

な
る
夏
場
に
か
け
て
の
一
層
短
い
期
間
に
つ
い
て
の
就
労
も
み
ら
れ
た
。
以
上
の
点
は
、
月
別
新
規
採
用
動
向
に
お
け
る
五
〇
年
代
と
六
〇
年

代
の
比
較
、
お
よ
び
地
方
出
身
者
と
地
元
浜
通
り
出
身
者
の
比
較
に
お
い
て
か
ろ
う
じ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
契
約
更
新
を

と
も
な
う
長
期
就
労
者
の
存
在
や
様
々
な
流
入
者
の
存
在
に
よ
っ
て
、
新
規
採
用
の
季
節
的
な
片
寄
り
は
大
い
に
撹
乱
・
緩
和
・
修
正
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
規
採
用
の
非
季
節
性
は
こ
の
場
合
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
第
1
表
に
み
た
臨
時
磧
員
経
由
本
磧
員
登
用
者

を
本
表
の
右
端
に
掲
げ
た
が
、
本
表
で
み
る
か
ぎ
り
で
も
、
臨
時
磧
員
採
用
者
の
う
ち
、
五
〇
年
代
に
は
そ
の
約
三
〇
％
、
六
〇
年
代
に
は
約

四
〇
％
、
総
平
均
で
約
三
分
の
一
が
本
膿
員
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
本
磧
員
登
用
の
時
点
で
記
録
が
途
絶
え
た
た
め
に
本

表
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
者
（
第
3
8
表
参
照
）
を
こ
れ
に
加
え
れ
ば
、
そ
の
比
率
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
2
8
表
は
臨
時
磧
員
の
出
身
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
々
節
（
第
2
表
）
の
よ
う
に
茨
城
県
出
身
者
を
別
置
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は

そ
の
絶
対
数
が
少
な
い
（
二
〇
人
）
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
　
「
そ
の
他
」
の
な
か
で
は
、
北
海
道
、
茨
城
、
新
潟
、
青
森
、
栃
木
、
富
山
等
々

が
つ
づ
い
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
本
表
か
ら
は
、
地
元
浜
通
り
出
身
者
と
そ
れ
以
外
の
地
方
出
身
者
と
の
対
照
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
季
節
磧
員
中
心
の
五
〇
年
代
に
は
地
方
出
身
者
が
圧
倒
的
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
短
期
磧
員
か
ら
な
る
六
〇
年
代
に
は
地
元
浜
通
り
出
身

者
が
圧
倒
的
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
く
浜
通
り
と
い
っ
て
も
、
元
来
の
地
元
た
る
石
城
郡
（
い
わ
き
市
）
の
ほ
か
、
相
双
（
相
馬
・

双
葉
）
地
方
も
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
逆
に
、
す
で
に
地
元
に
定
着
し
て
い
る
者
で
も
形
式
上
の
出
身
地
（
本
籍
地
）
が
地
方
に
あ
る
場
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常
磐
炭
磧
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
1

合
も
あ
り
う
る
。
と
は
い
え
、
臨
時
磧
員

全
体
と
し
て
、
五
〇
年
代
に
は
地
方
出
身

者
が
多
く
、
六
〇
年
代
に
は
地
元
出
身
者

が
多
い
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
第
2
9
表
は
臨
時
磧
員
の
採
用
時
年
齢
で

あ
る
。
五
〇
年
代
に
は
二
〇
代
前
半
層
を

中
心
に
、
そ
の
四
分
の
三
が
三
〇
才
未
満

層
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
六
〇
年
代
に
は

三
〇
代
後
半
層
を
中
心
に
し
て
、
全
般
的

な
高
年
齢
化
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

と
り
わ
け
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
高
年

齢
新
規
採
用
が
多
い
の
は
、
閉
山
し
た
周

辺
中
小
炭
鉱
か
ら
の
流
入
者
が
多
い
た
め

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
出
身
地
別
の
採

用
時
年
齢
に
も
み
ご
と
に
反
映
し
て
お

り
、
五
〇
年
代
の
傾
向
は
地
方
出
身
者

に
、
六
〇
年
代
の
傾
向
は
浜
通
り
出
身
者

　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



第29表　臨時磯貝の採用時年令

年令
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1951 11 37 21 17 9 2 97
1952 35 63 37 15 8 3 161
1953 7 13 13 2 2 1 38
1954
1955 17 80 53 25 12 3 1 191
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1968 4 5 11 7 8
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第30表　臨時磧員の家庭環境，

採用年
磁
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1952
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1956
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1962
1963
1964
1965

　1966
　1967
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岩
宮
秋
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械
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一
常
磐
炭
硝
磧
員
に
関
す
る
一
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書
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七
六

に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
表
わ
れ
て
い
る
。

　
第
3
0
表
は
臨
時
磧
員
の
家
庭
環
境
（
家
庭
内
で
の
地
位
）
で
あ
る
。
前
表
で
み
た
採
用
時
年
齢
と
も
関
連
し
て
、
五
〇
年
代
に
は
独
身
者
が

過
半
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
農
村
部
に
お
け
る
子
供
数
の
多
さ
を
反
映
し
て
か
、
次
三
男
が
長
男
を
上
回
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
臨
時

磧
員
経
由
本
磧
員
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
次
三
男
の
な
か
か
ら
確
保
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
五
〇
年
代
に
お
い
て
さ
え
、
臨
時

畷
員
の
四
〇
％
が
世
帯
主
で
あ
り
、
独
身
長
男
を
ふ
く
め
た
約
六
〇
％
が
一
家
の
中
心
的
な
働
き
手
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
に
は
東
北
地
方
に
お
け
る
農
業
．
農
民
問
題
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
世
帯
主
の
割
合
が
八
O
％

台
に
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
独
身
長
男
、
独
身
次
三
男
の
割
合
が
と
も
に
一
〇
％
以
下
に
低
下
し
て
い
る
。
世
帯
主
の
増
加
と
独
身
者
の
減
少

は
採
用
時
年
齢
の
上
昇
と
若
年
者
の
炭
鉱
離
れ
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
く
に
次
三
男
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
子
供
数
の
減

少
、
と
り
わ
け
次
三
男
そ
の
も
の
の
欠
如
が
多
少
と
も
作
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
以
上
の
傾
向
を
出
身
地
別
に
み
る
と
、
地

方
出
身
者
に
つ
い
て
の
傾
向
は
五
〇
年
代
の
傾
向
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
地
元
浜
通
り
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
六
〇
年
代
の
傾
向
を
か
な
り

ゆ
る
や
か
な
か
た
ち
で
示
し
て
い
る
。

　
第
3
1
表
は
臨
時
磧
員
の
学
歴
で
あ
る
。
ま
ず
、
五
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
高
小
卒
が
過
半
数
を
占
め
る
ほ
か
、
新
中
卒
以
下
者
が
全
体
の
八

六
％
台
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
旧
中
卒
（
中
退
）
者
が
一
定
割
合
を
占
め
る
ほ
か
、
大
学
卒
業
（
中
退
）
者
も
若
干
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
戦
後
労
働
市
場
の
混
乱
の
名
残
り
を
示
し
て
い
る
が
、
と
く
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
前
々
節
で
も
み
た
よ
う
な
学
歴
詐
称
（
秘

匿
）
に
よ
る
場
合
と
、
職
員
採
用
期
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
臨
時
破
員
に
な
っ
て
い
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
六
〇
年
得
に
つ
い
て
は
、
さ
す
が

に
高
小
卒
の
比
率
低
下
と
新
中
卒
の
増
大
が
み
ら
れ
る
と
は
い
え
、
同
じ
く
新
中
卒
以
下
者
が
全
体
の
八
七
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
小

卒
者
の
割
合
が
六
〇
年
代
に
か
え
っ
て
増
大
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
新
規
採
用
者
の
高
年
齢
化
に
照
応
し
た
現
象
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
新
制
高
校
卒
（
中
退
）
者
の
割
合
が
五
〇
年
代
と
か
わ
ら
ず
に
停
滞
的
な
の
も
、
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
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第32表　臨時砺員の職歴記載状況

　　　　　　　職歴

ﾌ用年
完　　　全 不　完　全

な　　　　し

i新　卒） 記載なし 計

1951 87 9 1 97
1952 131 30 161
1953 26 12 38
1954
1955 138 53 191
1956 306 226 7 539
1957 337 224 1 8 570
1958 85 54 139
1959
1960

小　　計 1，110 608 2 15 1，735

岩
宮
秋
山

　1961
　1962
　1963
　1964
　1965
　1966
　1967
　1968
　1969
　1970
小　　計

小

手
城
田
形

　
　
　
　
計
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第33表　臨時磯貝・職歴完全記載者の職業経験．

一
常
磐
炭
碩
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
一

七
九

採用年

職業

1951
1952
1953
1954
1955
1956
1957
1958
1959
1960

小　計

1961
1962
1963
1964

、1965
1966
1967
1968
1969
1970

小　計

　
　
　
　
小

岩
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f
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讃
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貝
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す
る
一
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し
た
学
歴
を
出
身
地
別
に
み
れ
ば
、
お
し
な
べ
て
高
小
卒
が
過
半
を
占
め
る
な
か
で
、
地
方
出
身
者
で
は
新
中
卒
の
比
率
が
高
く
、
地
元
出
身

者
で
は
新
高
卒
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
航
は
、
地
方
出
身
者
中
心
の
五
〇
年
代
と
地
元
出
身
者
中
心
の
六
〇
年
代
と
い
う
時
代
的
差
異
を
反

映
す
る
と
と
も
に
、
教
育
機
会
に
お
け
る
地
域
差
（
地
元
”
都
市
部
の
先
行
と
地
方
農
村
部
の
立
遅
れ
）
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も

あ
れ
、
全
般
的
な
低
学
歴
は
こ
こ
で
も
歴
然
と
し
て
い
る
。

　
第
3
2
表
は
職
歴
記
載
状
況
で
あ
る
。
前
々
節
の
場
合
（
第
5
表
）
と
同
様
に
、
お
よ
そ
三
分
の
二
が
職
歴
完
全
記
載
者
、
三
分
の
一
が
不
完

全
記
載
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
五
〇
年
代
よ
り
は
六
〇
年
代
の
方
が
、
ま
た
、
地
方
出
身
者
よ
り
も
地
元
出
身
者
の
方
が
、
記
載

状
況
は
若
干
よ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
季
節
磧
員
（
五
〇
年
代
）
と
短
期
磯
員
（
六
〇
年
代
）
の
差
、
あ
る
い
は
学
歴
の
差
を
示
す
も
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
大
差
は
な
い
。
さ
ら
に
、
臨
時
磧
員
に
つ
い
て
は
、
新
卒
採
用
が
事
実
上
存
在
し
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
よ

う
。　

第
3
3
表
は
職
歴
完
全
記
載
者
の
職
業
経
験
で
あ
る
。
五
〇
年
代
が
地
方
農
村
か
ら
の
季
節
破
員
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
全
体
の

四
分
の
三
以
上
が
農
民
経
験
を
も
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
農
業
を
こ
そ
生
業
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
・
同
じ
理

由
に
よ
っ
て
工
員
経
験
率
は
二
〇
％
強
に
す
ぎ
ず
、
坑
夫
経
験
率
も
五
〇
％
に
満
た
な
い
。
つ
ま
り
、
二
人
に
つ
き
一
人
以
上
が
今
回
は
じ
め

て
坑
夫
を
経
験
す
る
わ
け
で
あ
り
、
三
人
に
つ
き
二
人
近
く
が
今
回
は
じ
め
て
常
磐
炭
磧
に
き
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
地
方
出
身
者
が
多
か

っ
た
た
め
、
　
「
そ
の
他
」
坑
夫
経
験
率
が
「
炭
田
」
坑
夫
経
験
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
農
民
経
験
率
が
二
〇

％
台
に
急
減
し
た
ほ
か
、
逆
に
工
員
経
験
率
が
過
半
に
達
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
季
節
磧
員
か
ら
短
期
磧
員
へ
の
転
換
、
地
方
出
身
者
か
ら
地

元
出
身
者
へ
の
転
換
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
坑
夫
経
験
率
が
全
般
に
高
ま
り
、
全
体
の
四
分
の
三
が
坑
夫
を
経
験
し
、
二
分
の
一
が
か

つ
て
常
磐
炭
磧
で
働
い
た
経
験
が
あ
り
、
三
分
の
一
が
常
磐
炭
田
で
働
い
た
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
臨
時
磯
員
の
一
般
的
性
格
と
し

て
過
去
に
数
次
に
わ
た
る
臨
時
磧
員
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
坑
夫
経
験
率
の
上
昇
を
も
た
ら
し
て
い
る
ほ
か
、
周
辺
炭
鉱
の
閉
山
に
よ
る
そ
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第34表　臨時磧員・職歴不完全記載者の職業経験

職業
曲 民 工 員 坑 夫

（内 訳） 職　　歴

採用年
辰

会　　社　　炭 田 その他 不完全者

1951
P952
P953
P954

5
1
1
7

1
4
3

6
2
2
1
0

一　　　51　　　　！　　20i

@　101　　　　i
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1 1
1

9
3
0
1
2

岩
宮
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福

　　1955
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　　1961

　　1962
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　　1970
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〆」・

手
械
田
形

　
　
　
　
計

24
100
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n
∠
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5
8
7
9
7
4

　
　
1
　
　1

20

4
6
4
7
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2
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1
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Z
－
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8’ 黷P

P
一
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1
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i
i
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7
3
0
2
9
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123

1

1
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†

詔
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100．0
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二

こ
で
の
本
機
員
な
い
し
臨
時
礪
員
の
流
入
が
「
炭
田
」
坑
夫
経
験
率
を
も
押
上
げ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
こ
れ
を
出
身
地
別
に
み
れ

ば
、
地
方
出
身
者
に
つ
い
て
の
農
民
経
験
率
の
高
さ
と
工
員
経
験
率
の
低
さ
、
地
元
出
身
者
に
つ
い
て
の
農
民
経
験
率
の
低
さ
と
工
員
経
験
率

お
よ
び
坑
夫
経
験
率
の
高
さ
が
ま
ず
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
坑
夫
経
験
率
に
か
ぎ
っ
て
も
、
五
〇
年
代
を
代
表
す
る
地
方
出
身
者
は
常
磐
炭

磧
と
の
特
約
的
ね
結
び
つ
き
（
繰
返
し
の
来
山
）
と
一
定
割
合
の
「
そ
の
他
」
　
（
地
方
に
と
っ
て
の
地
元
）
坑
夫
経
験
率
を
示
す
の
に
た
い

し
、
地
元
浜
通
り
出
身
者
の
坑
夫
経
験
率
に
つ
い
て
は
、
常
磐
炭
磧
か
ら
の
距
離
（
地
理
的
・
精
神
的
な
）
に
比
例
し
て
経
験
率
を
低
下
さ
せ

て
い
る
。
こ
れ
ま
た
当
然
の
現
象
で
あ
ろ
う
。

　
第
3
4
表
は
職
歴
不
完
全
記
載
者
の
職
業
経
験
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
前
々
節
の
場
合
と
全
く
同
様
に
、
農
民
と
工
員
の
経
験
率
に
つ
い
て
は
職

歴
完
全
記
載
者
の
方
が
高
く
、
坑
夫
と
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
は
職
歴
不
完
全
記
載
者
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
前
々
節
と
同
じ

疑
問
、
同
じ
問
題
に
ぶ
つ
か
る
が
、
全
体
を
統
一
的
に
説
明
し
う
る
材
料
や
知
識
は
さ
し
あ
た
り
見
出
し
え
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
の
経
験
率
の
変
化
の
傾
向
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
な
か
で
、
職
歴
不
完
全
者
に
つ
い
て
新
た
に
指
摘
し
う
る
事
実
は
、
と
く
に
六
〇
年

代
後
半
入
職
者
に
お
け
る
「
会
社
」
坑
夫
経
験
率
の
低
下
と
「
炭
田
」
ら
そ
の
他
」
坑
夫
経
験
率
の
上
昇
で
あ
る
。
こ
れ
は
職
歴
完
全
記
載
者

に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
る
し
、
前
々
節
の
本
磧
員
に
つ
い
て
も
お
し
な
べ
て
あ
て
は
ま
る
。
ま
た
、
「
会
社
」
経
験
率
と
「
炭
田
」
・

「
そ
の
他
」
経
験
率
と
が
絶
対
的
に
競
合
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
従
来
の
臨
時
磧
員
（
「
会
社
」

経
験
率
と
し
て
表
わ
れ
る
）
に
代
え
て
、
周
辺
閉
山
炭
鉱
の
元
磧
員
等
々
（
「
炭
田
㌧
「
そ
の
他
」
経
験
率
と
し
て
表
わ
れ
る
）
を
採
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
必
要
人
員
を
確
保
し
、
か
つ
臨
時
礪
員
の
技
能
水
準
の
向
上
を
は
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
と
り
あ

え
ず
の
推
定
で
あ
る
。

　
第
3
5
表
は
、
以
上
の
二
表
を
総
括
し
た
職
歴
記
載
者
の
職
業
経
験
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
絶
対
数
が
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た

諸
傾
向
が
一
層
安
定
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。



第35表　臨時磧員・職歴記載者の職業経験
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第36表　臨時磧員の雇用ルート
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1953
1954
1955
1956
1957
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1959
1960
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関
す
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覚
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八
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第
3
6
表
は
臨
時
礁
員
の
雇
用
ル
ー
ト
で
あ
る
。
ま
ず
、
五
〇
年
代
に
は
八
五
％
を
占
め
て
い
た
職
安
ル
ー
ト
が
六
〇
年
代
に
は
一
〇
％
以
下

に
激
減
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
が
、
こ
れ
は
地
元
浜
通
り
に
属
す
る
相
双
地
方
（
相
馬
職
安
、
富
岡
職
安
）
を
ふ
く
む
地
方
出
身
者
の
割

合
の
変
化
に
ほ
ぼ
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
地
元
出
身
者
が
中
心
と
な
る
六
〇
年
代
に
は
「
職
員
」
、
「
膿
員
」
の
紹
介

割
合
の
増
大
が
著
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
五
五
％
と
二
〇
％
を
占
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
「
縁
故
」
を
加
え
る
と
、
全
体
の
八
○
％
以
上
が
私
的

な
ル
ー
ト
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
元
職
安
か
ら
の
ル
ー
ト
の
細
さ
や
直
接
応
募
者
の
少
な
さ
と
合
わ
せ
て
、
こ

う
し
た
私
的
ル
ー
ト
の
多
さ
を
み
れ
ば
、
六
〇
年
代
に
一
層
具
体
化
す
る
石
炭
危
機
の
な
か
で
、
ま
し
て
や
臨
時
磧
員
（
短
期
蹟
員
）
と
い
う

不
安
定
雇
用
な
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
に
は
む
し
ろ
私
的
な
ル
ー
ト
に
た
よ
っ
て
人
員
を
確
保
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
地
方
出
身
者
中
心
の
五
〇
年
代
と
地
元
出
身
者
中
心
の
六
〇
年
代
に
お
け
る
雇
用
ル
ー
ト
の
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、

出
身
地
別
の
集
計
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
臨
時
破
員
の
退
職
面
の
検
討
に
う
つ
ろ
う
。
第
3
7
表
は
臨
時
磯
員
の
年
次
別
・
月
別
退
職
者
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
採
用
（
入
職
）
動

向
に
関
す
る
第
2
7
表
と
比
較
す
る
と
、
五
〇
年
代
に
つ
い
て
は
採
用
時
点
を
若
干
あ
と
に
ず
ら
せ
た
か
た
ち
で
退
職
時
点
が
分
布
し
て
い
る

が
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
採
用
時
点
が
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
退
職
動
向
は
六
〇
年
代
後
半
に
大
き
く
片

寄
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
〇
年
代
に
は
季
節
磯
員
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
、
入
職
と
退
職
の
間
が
相
対
的
に
短
い
の
に
た
い
し
、
六
〇
年
代

の
短
期
磧
員
は
そ
の
雇
用
期
間
が
形
式
的
以
上
に
長
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
〇
年
代
に
は
、
季
節
破
員
の
入
職
時
の
一
応

の
季
節
性
を
反
映
し
て
、
春
先
の
四
月
前
後
の
退
職
が
一
つ
の
ヤ
マ
を
な
し
、
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
は
退
職
者
も
減
少
（
旧
盆
や
収
穫
期

直
前
に
あ
た
る
八
月
に
は
や
や
増
加
し
て
い
る
が
）
し
て
い
る
。
一
方
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
秋
に
退
職
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
本
磧
員
へ
の
登
用
や
配
転
・
移
籍
と
い
っ
た
む
し
ろ
主
と
し
て
会
社
側
の
要
因
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
出
身
地
別
に
み
れ
ば
や
は

り
地
方
出
身
者
は
五
〇
年
代
型
を
示
し
、
浜
通
り
出
身
者
は
六
〇
年
代
型
に
近
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
六
五
（
昭
四
〇
）

　
　
　
一
常
磐
炭
礪
磧
員
に
関
す
る
一
覚
書
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



第37表　臨時磯貝の年次別・月別退職者数
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第38表　臨時碗員の退職理由

　　　　　　理由

ﾞ職年
満　期

指　導

ﾞ　職

会　社

s　合

自　己

s合
解　雇 逃

亡悔い
不　明 計

1951 6 24 3 1 6 2 42

1952 79 5 5 13 11 17 2 122

1953 107 3 3 1 　1P1 15 1 131一

1954 1
1

1

1955
P956

　1
Q49 3

4

16
P40 1

3

’1”

@　　　　1

　　　　　3
｡丁■
@　　　64

24

1957 307 4 94 3 4： 3 133 548

1958 143 4 87 4 11i 2 251
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一
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書
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八
八

年
八
月
の
膿
業
所
火
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
磧
員
カ
ー
ド
焼
失
の
影
響
は
、
六
〇
年
代
前
半
全
体
に
退
職
者
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
分

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
前
々
節
で
の
順
序
か
ら
す
れ
ば
、
次
に
退
職
時
年
齢
を
取
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
臨
時
膿
員
が
一
般
に
は
き
わ
め
て
短
期
の
雇

用
者
で
あ
る
た
め
、
採
用
時
年
齢
（
第
2
9
表
）
と
大
差
の
な
い
結
果
が
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
取
上
げ
な
い
こ
と
に

す
る
。

　
第
3
8
表
は
臨
時
磯
員
の
退
職
理
由
で
あ
る
。
主
と
し
て
季
節
磧
員
か
ら
な
る
五
〇
年
代
に
は
、
そ
の
六
〇
％
が
満
期
退
職
し
て
い
た
ほ
か
、

本
人
自
身
の
都
合
に
よ
る
退
職
が
二
〇
％
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
表
で
「
本
雇
い
」
と
あ
る
の
は
、
本
磧
員
ま
た
は
雇
員
（
職
員
）
へ
の

登
用
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
五
〇
年
代
に
は
四
〇
人
が
雇
員
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
職
員
が
全
従
業
員
の
お
よ
そ
一

〇
％
し
か
占
め
ず
、
し
か
も
礁
員
か
ら
職
員
へ
の
身
分
変
更
の
道
は
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
る
き
び
し
い
身
分
制
組
織
の
な
か
で
、

し
か
も
臨
時
畷
員
か
ら
の
雇
員
登
用
は
い
か
に
も
破
格
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
高
学
歴
者
が
臨
時
磯
員
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
の
事
後

措
置
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
数
が
入
職
時
に
お
い
て
申
告
さ
れ
た
臨
時
積
員
の
学
歴
（
第
3
1
表
）
の
数
値
と
必
ず
し
も
符

合
し
な
い
の
は
む
し
ろ
当
然
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
第
3
1
表
に
も
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
高
学
歴
を
承
知
で
、
一
時
的
な
つ
な

ぎ
と
し
て
臨
時
磯
員
に
な
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
事
態
は
戦
後
労
働
市

場
の
混
乱
情
況
の
名
残
り
と
も
い
え
る
が
、
同
時
に
、
　
「
指
導
退
職
」
の
多
さ
も
同
様
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
と
く
に

朝
鮮
特
需
へ
の
対
応
と
し
て
採
用
し
た
者
の
な
か
に
、
少
な
か
ら
ず
身
体
的
不
適
格
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
躾
別
の
非
一

元
的
な
膿
員
対
策
が
五
〇
年
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
事
態
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
　
一
方
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
　
「
東

西
開
発
計
画
」
が
完
成
す
る
六
七
（
昭
四
二
）
年
の
人
員
「
合
理
化
」
に
よ
っ
て
、
満
期
お
よ
び
会
社
都
合
に
よ
る
大
量
整
理
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
が
ま
ず
目
に
つ
く
が
、
こ
の
場
合
の
「
会
社
都
合
」
は
、
茨
城
磯
業
所
へ
の
転
出
、
内
郷
炭
畷
へ
の
移
籍
、
　
「
事
業
都
合
」
解
雇
に
よ
っ



て
お
よ
そ
三
分
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
の
ぞ
け
ば
、
満
期
、
指
導
退
職
、
会
社
都
合
は
い
ず
れ
も
僅
少
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己

都
合
退
職
が
五
〇
年
代
同
様
に
一
定
割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
臨
時
雇
用
と
い
う
不
安
定
雇
用
と
石
炭
産
業
に
つ
い
て
の
先
行
き
不
安
に
よ
る

当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
・
さ
ら
に
、
六
〇
年
代
の
臨
時
警
の
半
数
近
く
が
本
蟹
化
（
本
屡
）
さ
れ
て
い
る
の
窪
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ

に
第
－
表
（
お
よ
び
第
表
）
に
表
示
さ
れ
た
数
字
を
加
え
る
と
、
そ
の
登
用
率
は
実
に
七
〇
％
錘
す
る
．
縮
小
「
合
理
化
」
が
進
行
す
る

六
〇
年
代
後
半
に
な
お
本
磧
員
登
用
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
膿
員
自
体
の
大
量
流
動
傾
向
の
な
か
で
、
長
期
雇
用
の
展
望
も
な
い
ま
ま
に

本
磯
員
の
補
充
を
せ
ま
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
必
要
な
人
員
を
臨
時
雇
用
で
ま
か
な
う
こ
と
の
是
非
は
別
に
し
て
も
、
大
閉
山
に

向
か
っ
て
の
労
務
対
策
の
矛
盾
・
混
乱
が
す
で
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
全
体
と
し
て
臨
時
破

員
の
五
〇
％
が
満
期
退
職
し
、
二
〇
％
か
自
己
都
合
退
職
し
て
い
る
こ
と
が
本
妻
か
ら
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
退
職
理
由
を
出
身
地

別
に
み
る
と
、
地
方
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
満
期
退
職
が
五
〇
年
代
平
均
よ
り
も
や
や
低
く
、
逆
に
自
己
都
合
退
職
が
や
や
高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
六
ヵ
月
と
い
う
予
定
（
失
業
保
険
受
給
資
格
と
関
連
し
た
）
を
満
た
す
以
前
に
帰
農
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
・
浜
通
り
出
身
者
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
満
期
退
職
者
が
い
る
の
は
、
採
用
者
の
絶
対
数
で
五
〇
年
代
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と

（
第
巽
）
警
釁
れ
ば
う
な
ず
け
る
で
あ
う
つ
．
ま
た
、
会
社
都
合
退
撃
本
賢
登
用
が
浜
通
り
出
身
者
に
多
い
の
は
、
そ
れ
が
六
。

年
代
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
間
臨
時
磯
員
の
死
亡
が
三
人
（
五
七
年
一
人
、
五
八
年
二
人
）
記
録

さ
れ
て
い
る
が
、
数
と
し
て
は
僅
少
の
た
め
、
と
り
あ
え
ず
「
指
導
退
職
」
に
ふ
く
め
た
。

　
第
3
9
表
は
退
職
月
と
退
職
理
由
の
相
関
で
あ
り
、
主
と
し
て
、
退
職
理
由
の
季
節
性
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
退
職
理
由
別

（
横
構
成
比
）
で
み
る
と
、
満
期
退
職
は
冬
か
ら
春
に
多
く
、
夏
か
ら
秋
に
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
．
こ
の
場
合
、
農
作
業
の
始
ま
る
春
先
き
だ

け
で
は
な
く
・
年
末
か
ら
新
年
に
か
け
て
も
満
期
退
職
が
多
い
の
は
、
契
約
の
最
短
期
間
が
三
カ
月
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
お
り
、
秋
口

に
入
職
し
た
者
が
と
も
か
く
も
一
回
分
の
契
約
期
間
を
経
過
し
た
時
点
で
退
職
す
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
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第39表　臨時磯貝・退職月と退職理由の相関

繊月

理由
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

満　　期 塒 102 97 138 73 32
F

13 75 50 89 72 166 1，060

指導退職 1 5 1 3 2
4
1

5 5　　10 12 1 49

会社都合 1 2 2 2
1

2
1

20 12 35 3 79

自己都合

�@　雇

30

P

37

R

51

P

46

2

48

2

一261　3

30

1
1

30

R

39　　31

Q　　2

25

S

■！　　27　一　　　一　　　一　　　4

419

Q9
逃　　亡 2 5 1 1 3 3 1 2 3 6 1 28

本雇い 2 2 28 47 18 14 4 5 44 18 43 1 226

不　　明 4 12 9 60 48 24 17 16 5　　17 6 7 225

計 194 166 188 蜘 196 108 73 151 148 179 203 210 2，115

退職月

理由
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

満　　期 14．4 9．6 9．2 13．OI 6．gl 3．0 1．2 7．1 4．7 8．4 6．8 15．7 100．0

指導退職 2．0 10．2 2．0 6．11 4．1 8．2 10．2 10．2 2【）．4 24．5 2．0 100．0

会社都合 1．3 251
1

2．5 2．5 2．5 25．3 15．2 44．3 3．8 100．0

自己都合

�@　雇

ｦ　　亡

{雇い
s　　明

7．2

R．4

V．1

O．9

P．8

8．8

P0．3

P7．9

O．9

T．3

12．2

R．4

R．6

P2．4

S．0

11，0F

U．9」

R・6

P
2
0
、
8
！
％
．
7
t

F

8．oI

@　I
ｶ・3P

11．5i6．2一瀬1’

@　　　6．2

@　　10．7

7．2

R．4

R．6

P．8

V．6

7．2

P0．3

V．1

Q．2

V．1

9．3

U．9

P0．7

P9．5

Q．2

8．d

V．6

・麗1■P
2
・
．
4
　
　
　
1
9
、
0
　
　
　
2
．
7

6．4

P3．8

R．6

O．4

R．1

100．0

P00．0

P00．0

P00．0

P00．0

計 9．2 7．8 8．9 14，1i
1

9．3「
5．1 3．5 7．1 7．0 8．5 9．6 9．9 100．0

退職月 1

理由
1 2 3 4 1

ヒ
5 r 6 7 8 9 10 11 12 計

満　　期

w導退職

78．9

O．5

61．4

R．0

51．6

O．5

46．21
E．・1

37．2

P．0

器．6

R．7

17．8

U．8

49．7 詔．8

R．4

49．7

T．6

35．5

T．9

79．0

O．5
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第40表　臨時磯貝の雇用契約回数

－
常
磐
炭
磧
磯
貝
に
関
す
る
一
覚
書
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採用年

回数
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1953

　1954
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　1956
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　1959
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7
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1
常
磐
炭
磧
碩
員
に
関
す
る
一
覚
書
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

八
月
は
旧
盆
と
収
穫
期
直
前
で
あ
り
、
一
〇
月
の
増
勢
は
六
七
（
昭
四
二
）
年
の
人
員
「
合
理
化
」
に
よ
る
上
積
み
が
作
用
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
自
己
都
合
退
職
が
春
先
き
に
多
い
の
は
、
農
家
出
身
者
の
場
合
に
は
農
作
業
と
の
関
連
が
あ
り
（
同
様
の
理
由
で
九
月
退
職
者
も
若
干
多

い
）
、
同
時
に
、
春
が
転
職
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
そ
の
他
の
退
職
理
由
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
季
節
性
は

問
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
月
別
に
み
た
退
職
理
由
（
縦
構
成
比
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
退
職
理
由
の
全
体
的
な
ウ
エ
イ
ト
（
計
の

欄
で
み
た
構
成
比
）
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
体
の
半
分
を
占
め
る
満
期
退
職
の
月
別
動
向
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
要
素
が
大
き
く
、

本
表
か
ら
特
段
の
意
味
づ
け
を
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　
最
後
に
、
臨
時
磯
員
の
入
職
と
退
職
の
間
の
時
間
的
な
関
連
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
3
7
表
に
関
連
し
て
若
干
検
討
し

て
い
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
に
知
る
手
だ
て
と
し
て
、
ま
ず
第
4
0
表
に
雇
用
契
約
回
数
を
か
か
げ
た
。
こ
こ
で
は
最
初
の
入
職
時
点
を

一
回
と
し
、
以
後
契
約
更
新
ご
と
に
回
数
を
ふ
や
す
方
法
で
集
計
し
た
。
本
表
を
み
る
か
ぎ
り
、
五
〇
年
代
も
六
〇
年
代
も
、
し
た
が
っ
て
出

身
地
別
集
計
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
一
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
五
〇
年
代
の
季
節
蹟
員
の
契
約
期
間
は
三
カ
月
な
い
し
四
カ
月

を
一
応
の
単
位
と
し
て
い
た
の
に
た
い
し
、
短
期
膿
員
の
場
合
は
、
五
〇
年
代
後
半
に
六
ヵ
月
雇
用
が
み
ら
れ
る
ほ
か
は
、
一
般
に
は
一
二
ヵ

月
を
単
位
に
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
契
約
更
新
（
継
続
再
採
用
）
の
記
録
が
あ
い
ま
い
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合

も
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
表
が
そ
の
ま
ま
正
確
に
雇
用
期
間
に
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
全
体
の
約
七
〇
％
か
契
約
更

新
な
し
の
一
回
雇
用
で
お
わ
り
、
全
体
の
九
〇
％
以
上
が
二
回
雇
用
以
内
で
退
職
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
い
で
に
、
こ
の
契
約
回
数
と
退
職
理
由
と
の
相
関
を
み
た
の
が
第
4
1
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
由
別
（
横
構
成
比
）
で
み
る
と
、
満
期
退
職

者
の
約
三
分
の
二
が
一
回
契
約
者
、
四
分
の
一
が
二
回
契
約
者
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
割
合
は
全
体
平
均
よ
り
も
や
や
平
均
化
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
両
者
の
合
計
が
九
〇
％
を
こ
え
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
指
導
退
職
や
本
雇
い
（
本
膿
員
な
い
し
雇
員

へ
の
登
用
）
が
一
回
契
約
者
に
片
寄
っ
て
い
る
の
は
、
労
務
対
策
の
実
際
か
ら
み
て
も
う
な
ず
け
る
。
さ
ら
に
、
自
己
都
合
退
職
者
に
一
回
契
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約
者
が
多
い
の
も
、
農
業
経
営
上
の
都
合
や
入
職
早
々
の
流
出
者
の
存
在
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
し
、
こ
れ
を
こ
え
て
多
少
と
も
長
期
間
就
労

し
た
者
が
会
社
都
合
ま
た
は
自
己
都
合
に
よ
っ
て
転
出
ま
た
は
退
職
し
て
い
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
逃
亡
に
つ
い
て
は
そ
の
性

格
上
、
自
己
都
合
退
職
の
一
変
種
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
契
約
回
数
別
の
退
職
理
由
（
縦
構
成
比
）
を
み
る
と
、
全
体
の
半
数
を
占

め
る
満
期
退
職
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
回
契
約
者
で
は
自
己
都
合
と
本
雇
い
、
二
回
契
約
者
で
は
自
己
都
合
、
以
後
は
会
社
都
合
と
自
己

都
合
が
目
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
労
務
対
策
や
臨
時
畷
員
の
社
会
的
性
格
と
の
関
連
で
、
契
約
回
数
と
退
職
理
由
と
の
間
に
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一
定
の
相
関
関
係
が
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
4
2
表
は
臨
時
磧
員
の
雇
用
期
間
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
端
数
日
数
を
切
捨
て
た
満
月
数
で
集
計
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
ば
ゼ
ロ

月
と
は
一
月
未
満
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
五
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
全
体
の
三
〇
％
が
四
ヵ
月
台
で
あ
り
、
さ
ら
に
三
ヵ
月
、
六
ヵ
月
な
ど
が

目
に
つ
く
、
つ
ま
り
、
こ
れ
は
契
約
の
単
位
期
間
が
四
ヵ
月
、
三
カ
月
あ
る
い
は
二
回
契
約
に
よ
る
六
ヵ
月
（
失
業
保
険
受
給
資
格
の
発
生
）

で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
ヵ
月
未
満
と
い
う
超
短
期
雇
用
者
だ
け
で
全
体
の
二
〇
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
臨
時
破
員
の

流
動
の
は
げ
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
全
般
に
雇
用
期
間
の
長
期
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
季
節
磯

員
の
短
期
破
員
化
な
い
し
は
季
節
磧
員
に
か
わ
る
短
期
磧
員
の
使
用
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
体
の
八
○
％
以
上

が
半
年
以
内
で
退
職
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
一
方
、
六
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
雇
用
期
間
が
さ
ら
に
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
全
体
の
三
分
の
一
以
上
が
三
年
以
上
つ
づ
け
て
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
ま
た
、
同
じ
く
全
体
の
三
分
の
一
以
上
が
半

年
以
下
で
退
職
し
て
い
る
こ
と
も
よ
み
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
出
身
地
別
に
み
れ
ば
、
や
は
り
地
方
出
身
者
に
つ
い
て
は
五
〇
年
代
型
、

地
元
浜
通
り
出
身
者
は
六
〇
年
代
型
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
お
よ
そ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
臨
時
畷
員
に
関
す
る
諸
項
目
お
よ
び
そ
の
若
干
の
相
関
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
出
身
地
別
、
契
約
回
数
別

等
々
の
種
々
の
集
計
、
お
よ
び
そ
の
間
の
相
関
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
用
意
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
基
準
で
そ
れ
ら
を
掲
げ
切
る
に
は
さ
ら
に
相

当
程
度
の
紙
幅
を
要
す
る
こ
と
や
、
何
よ
り
も
同
じ
臨
時
磧
員
と
い
っ
て
も
五
〇
年
代
（
季
節
磧
員
）
と
六
〇
年
代
（
短
期
膿
員
）
で
の
内
容

的
な
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
ま
た
、
本
磧
員
（
前
々
節
）
や
習
妓
生
出
身
者
（
前
節
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
て
も
、

こ
れ
以
上
の
深
追
い
は
妥
当
性
を
欠
く
で
あ
ろ
う
。

（
付
　
記
）
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{
稿
は
昭
和
五
一
～
五
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
研
究
「
戦
後
常
磐
炭
田
の
発
展
・
衰
退
・
転
換
の
実
証
的
研
究
1
『
常
磐
炭
磧
資
料
』
を

　
通
し
て
み
た
経
営
・
労
働
と
国
家
政
策
と
の
連
関
一
」
に
も
と
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
、
本
稿
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
計
に
は
福
島
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
。

三
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
常
磐
炭
砿
株
式
会
社
磐
城
磧
業
所
の
関
係
者
の
方
々
、
と
り
わ
け
同
磧
業
所
総
務
部
部
長
高
橋
岩
雄
氏
、
同
次
長
円
谷
裕

　
一
氏
、
同
庶
務
係
長
大
輪
良
則
氏
に
特
段
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
末
筆
な
が
ら
心
か
ら
の
お
礼
を
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
に
思

　
わ
ぬ
誤
り
が
あ
り
、
あ
る
い
は
関
係
方
面
に
思
わ
ぬ
ご
迷
惑
が
及
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ひ
と
え
に
筆
者
の
責
任
に
属
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
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